
沖縄県文化財調査報告書第57集

u
 野国貝塚群B地点発掘調査報告

1984年3月

沖縄県教育委員会



序

復帰後，沖縄において諸開発事業が激増し，土地

に根ざした埋蔵文化財がたびたび破壊の危機に直面

してきました。そのことは米軍基地内においても例

外ではなく，近年に至って宅地造成や燃料貯蔵クソ

ク設置などの大型開発が増え，埋蔵文化財の取り扱

いが懸念されてきました。

本報告に収めた野国貝塚群B地点も，嘉手納飛行

場の排水路改修工事で破壊される部分に限って記録

保存の措匠を講じたものであります。発掘調査は昭

和 55 • 56年度の 2年度に亘り実施されました。

本遺跡は県指定史跡 「野国貝塚群」に隣接した所

にあり，以前より重要視されていました。発掘調査

の結果，それにたがわず多嚢の土器 ・石器等が出士

しました。特に，土器に関しては縄文時代でも最も

古い時期に位爵づけられる爪形文土器が圧倒的で，

それだけまとまって出土したことは全国でも例があ

りません。また，第二次発掘調査では爪形文系土器

よりも古い土器が見つかり，それが現在沖縄におけ

る最古の土器となっています。このように，学術上

貸重な発見が相次いだ発掘調査の成果をまとめた本

甚が，文化財の記録保存としての任はもとより ，教

育 ・文化及び学術研究の資料として広く活用される

ことになれば幸いであります。

末筆ながら，発掘調査はもとより汽料整理の面で

も御指迅 ・御助言を賜わりました高宮展衛先生をは

じめ各先生方，御協力をいただいた嘉手納町教育委

員会及び地元関係者に対し，厚くお礼申しあげる次

第であります。

昭和59年3月

沖縄県教育委員会

教育長 新垣雄久



例呂

I. 本報告田は昭和 55 年度 • 56年度に実施した野国貝

塚群B地点緊急発掘調究の成果をまとめたものである。

2. 調査は 「嘉手納飛行場周辺障害防止対策工事」に伴

うもので，那覇防衛施設局の委託を受けて沖縄県教育

委員会が実施した。

3. 発掘調査に際し，嘉手納町教育委員会の協力を得た。

4. 発掘調査及び究料整理にあたり ，下記の方々の指迎

助言をいただいた。記して謝意を表する次第である。

高宮廣術氏 ・嵩元政秀氏 ・知念 勇氏 ・松沢亜生氏

土肥 孝氏 ・古川樽恭氏 ・川島由次氏 ・大城逸朗氏

5. 石質 ・獣骨 ・樹木の同定は下記の方々による。記し

て感謝申しあげる次第である。

石 質 木崎甲子郎氏（琉球大学理学部教授）

獣 骨 川島由次氏（琉球大学製学部助教授）

樹木 小田一幸氏（琉球大学股学部助教授）

6. 本因に掲載した空中写真および地形図 ・国土基本図

は，国土地理院発行のものを複製した。

7. 本書の執筆は第 1窟第 2節に示したとおりである。

8. 出土した査料については，すべて沖縄県教育庁文化

課の資料室に保管している。

9. 表紙題字は城間雨咄氏の揮奇による。
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凡例

石器の実測図，特に石斧 ・石斧様刃器については，製作時 ・使用時の諸痕

跡を下図のとおり表現した。

製作時 使用時

自然面

調整剥離

調整鼓打

研磨痕

線状痕

使用剥躍

潰れ

磨滅

折痕

研磨方向が

B膿なもの



第 1章 調査に至 るまでの経緯

第 1節 調査に至るまでの経繍

野国貝塚群は 1955年に多和田真淳氏によって発見され，沖縄編年の前期（縄文時代後期相当）

および同後期（弥生時代～平安時代相当）の複合遺跡であることが知られていた。その後，高宮炭

衛氏と媒元政秀氏によって地表調査が行なわれ，前記両地点と異なる場所より縄文時代前期の轟式

土器が採楳されている（註 1)。また，同地点より新田軍箭氏によっても曽畑 ・覇系土器が採集さ

れている（註2)。そこが野国貝塚群 B地点である。なお，多和田氏によって発見された貝塚群は

1956年に県指定跡となり保存された。

《・ 1980年12月に那覇防衛施設局から嘉手納町字兼久下原に所在する排水路の改修工事を実施した

い旨の協議が当文化課に持ち込まれた。当該地区が前述した野国貝塚群B地点に含まれていること

より ，当文化課としては追跡保護の立場から国道下暗渠の改修工事のみを実施し，遺跡地は現状保

存するよう提案した。 しかし ，現排水路の規模では基地内からの大祉の排水を処理することができ

ず，大雨時はオーバーフローして道路が冠水するなど被害が絶えないということにより ，やむなく

記録保存を目的に事前調査を実施することになった。

本調査に先駆けて追物包含陪の状況を確認するために試掘調査を実施したが，排水が常時流れて

いることや排水路底面にヘドロが厚く堆栢していることになどにより思うように作業がはかどらな

かった。それでも 150cmほど掘り下げた結果，砂陪中より爪形文土器数点と若干の獣骨が出土

し，包含陪の残存していることが確認できた。

調査は那覇防衛施設局が沖縄県教育委員会に委託することで 1981年 1月10日に委託契約を結ぴ，

1981年 1月 19日から発掘を開始した。

註 l 高宮 廣衛 「嘉手納村野国B地点発見の土器」沖縄国際大学文学部紀要社会学科篇

第 4巻第 1号所収 1976年

註 2 新田 重消 「野国第 2追跡発見の曽畑 ・孤系土器について」沖縄県立博物館紀要第 2

号所収 1976年

第 2節 調査体制および成果の記録

1. 調査体制

調査主体

調査宜任者

調査実施

沖縄県教育委員会

前田 功（沖縄県教育委員会教育長昭和55・56年度）

新垣雄久（同 上昭和57 • 58年度）

沖縄県教育庁文化課

調査総括 上間正恒（沖縄県教育庁文化課課長昭和 55年度）
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城間茂松（同 上 昭 和56~58年度）

調 査指近 高宮廣衛（沖縄国際大学文学部教授）

窃元 政秀（沖縄県文化財保護審議委員）

知念 勇（沖縄県立博物館主任学芸員）

松沢 亜生（奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セソター考古計画室長）

土肥 孝（奈良国立文化財研究所飛，烏藤原宮発掘調査部技官）

古川 陣恭（琉球大学教毀部教授）

川島 由次（琉球大学殷学部助教授）

大城 逸朗（沖縄県立博物館主任学芸員）

発掘調査員 岸本義彦（沖縄県教育庁文化課専門員）

大城慈（同 上）

島袋 洋（沖縄県教育庁文化課文化財調査嘱託員 ・現文化課専門員）

調査補助員 奥間 尚（沖縄国際大学文学部考古学研究室0.B.) 

嘉数卓（同 上）

調査参加者 比嘉春美 ・山内 勝美 ・大城 明子（以上沖縄国際大学文学部考古学研

究室O.B.)松川益 ・大城剛 ・阿波根徹 ・品弘 ・上地千賀子 ・神谷朝子

• 島袋型子 ・宮城康則 ・比嘉 栄（以上沖縄国際大学文学部考古学研究室）

伊波寿賀子（筑波大学考古学研究室）

発掘作業員 金城 高 ・与座保徳 ・賀根村憲徳 ・仲原増孝 ・金城股子 ・浜里ハル ・友寄

秀子 ・山入端君子 ・神谷美代子 ・大城数子 ・安次碩すみ子 ・玉城トミ ・古

謝消子 ・ 高良良子 ・ 知念韻子 ・ 宮里つたえ ・ 仲村妙子 ・ 上里キヨ • 山内信

子 ・ 津波古ヨ•ン

2. 成果の記録

出土逍物の洗浄 ・注記 ・接合 ・実測 ・製図 ・写真撮影等は下記のメソバーで行なった。

岸本義彦 • 島袋洋 ・盛本 勲 ・ 大城剛 ・ 大城明子 • 島袋聖子 ・高良三千代

大城ますみ ・端艇究尚美 ・仲程ひろみ ・端炭覧澄真子

報告害は次のとおり分担執節した。なお，編集には岸本があたった。

第 1章 岸本義彦 第 5邸第 1節 古川婢恭 ・加藤祐三

第 2窪第 1節 古川博恭 第 2節 小田一幸

第 2章第 2節 島袋 洋 第 3節 川島由次 ・村岡 誠

第 3堂 島袋 洋 第 4節 岸本義彦

第 4章第 1節 岸木義彦 第 6紅 岸本義彦

第 4章第 2節 l 盛本 勲

第 4章第 2節 2(1) 岸本義彦

第 4章第 2節 2(2) 岸本義彦

第 4章第 2節 2(3) 岸本義彦

第 4章第 2節2(4) 島袋 洋
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 野国貝塚群B地点及びその周辺の地史

古 JI I 婢 恭＊

はじめに

本遺跡は，沖縄本島中部嘉手納町国道 58号線沿い海岸近くに位腟し，米軍嘉手納空軍基地に隣

接し，その排水路沿いに分布している。この地点は，東・ンナ海に面した琉球石灰岩台地前面低地に

相当し，周辺には，基盤の琉球石灰岩が点々と総出しており ，これを切った小さな谷沿いに立地し

ている。この遺跡産出の土器は，爪形文土器（ヤチプ式，東原式）の他条痕文土器 ・室川下層式

などの土器群も含まれ，沖縄における早期の重要な追跡であることが明らかになった（沖縄県教育

委員会，1983)。また，この地点北方 1.4 kmの渡具知東原遺跡は， この遺跡とよく類似した土器

を産出し，これらとの関係についても検討することは重要である。筆者は，先にこの渡具知東原遺

跡の自然棗境について報告した（読谷村教育委員会，1977)。

そこで今回，この野国貝塚群B地点の自然棗境について検討し，考察することとした。この造跡

一帯の地形 ・地質と遺跡発掘地点の断面記載を行うことにより遺跡の立地とその自然環境について

究明した。

この報告をまとめるにあたり ，現地および室内において各種お世話になった沖縄県教育庁文化課

岸本義彦氏に厚く惑謝する。

II 遺跡付近の地形

この遺跡は，嘉手納市街地南側の国道 58号線沿いに位匹し，現在の海岸線から 50~75m内陸

側にはいった地点である。標高 3~5mのテラス状地形が排水路沿いに存在し，

ている。その周辺は標高 !Om前後の琉球石灰岩台地となっており ，この小排水路はその石灰岩を

切った侵食谷に沿って計画されている。しかし ，この付近は，東側に国道をへだてて隣接する嘉

手納空軍基地の建設の際，土砂を採取した地点であるとのことがいわれているので，この点も含

めて過去の何回にわたって撮影された空中写真を判読することによって検討した。使用した空中写

真は，米軍撮影の 1944年版(1/3万），1946年版(1/2万）， さらに国士地理院撮影の 1977年版

(1/2万）の 3種類である。このうち，原地形を保っているのは，戦時中の 1944年版であり ，他の

造跡包含居となっ

ものはすでに工事によってかなり地形が改変されていた。そこで，この 1944年版によってこの遣

跡の地形を判読するとつぎのようになる。戦前までは，この一帯は，第四紀更新世琉球石灰岩に

よって形成された台地が東 ンヽナ海へ緩く陰斜した地形を示しており ，臭家が点在する畑地であっ

た。そして，海岸には，幅 500mの現世サソゴ礁がよく発達している。さらに，この海岸付近には

，小規模な砂丘が認められる。この遺跡南方600m付近に位骰する野国川がこの石灰岩台地上を屈

・琉球大学教投部地学教室

ヽ
- 3-



第 1図 野国貝塚群B地点と周辺の遺跡分布
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曲しながら流下し，その河口には，砂質堆栢物の分布がよく判読できる。この遺跡付近は，新旧の

空中写真を比較してみると現在の追跡付近で300m程海岸線が後退しているのがよくわかる。この

300 m問は，遺跡付近に流入する小河川の最下流に相当し，現在の排水路は，過去の小河川を利用

していることがわかる。この蚊下流は，海岸から 200m問は北へ屈曲しその間は，白色の砂質堆招

物に富む河口環境を示している。この一帯は，海岸から 200~250m間，沖栢低地があったことがこ

の写其から判読され，現追跡は，この沖栢低地と琉球石灰岩台地との境界付近に相当するものと判

断される。

Ill 地質

造跡一帯の地質は，遺跡左右両岸台地及び上流基地内一帯の台地をつくる第四紀更新世琉球石灰

岩とこれを不整合におおう遺跡包含陪である完新世砂 • 砂礫 ・ 泥質堆桔物とに区分することができ

る。

1. 琉球石灰岩

逍跡地点の琉球石灰岩は，背後地基地内の標高 20~30mの地形面から西方東シナ海側へ緩く

傾斜した末端部に相当し，追跡周辺では左右両岸共標高 10mの面を形成する。この石灰岩は，

さらに 300m前面旧海岸線に沿って点々と分布しており，これらは，表面が再結晶作用によって

2次的に固結して硬質になっているため，土砂採取の際米軍がそのまま残しており ，現在は，追

跡沖合の海中に突出して残存している。これらが追跡の基盤をつくっており ，追跡地点でも造物

包含陪の下位にこの琉球石灰岩が出現することは，トレソチ地質断面図最上流部下位で確認され

ている。この琉球石灰岩は，第四紀更新世に堆杭したもので，その絶対年代については不明であ

る。

2. 沖稲層 • 砂丘砂陪 ・現世サ｀ノゴ礁堆栢物

これらは相互に漸移関係にあり ，完新世に堆栢した一連の堆栢物である。これらのなかには，

地形的に空中写真で判読されるものもあり，それぞれの地陪について十分な賓料はないが，現地

及び空中写真から判断するとつぎのようになる。

1) 沖租層

主として砂質堆租物からなり ，石灰質砂又は，琉球石灰岩小～細円礫から構成された石灰質

砂～砂礫を主とし，下部及び内陸部に泥質堆栢物をもち，標高約 3m以下を形成していると推

定される。この沖栢陪は，遺跡地点を始め，海岸沿いの砂丘の内側に幅 200~250mの範囲内

に点々と分布していることが空中写真から判読される。この遣跡地点は，小河川沿いの低地で

あり ，その両側は高さ 10mの琉球石灰岩台地となっている。この河川沿いの低地は，幅せま

＜河川沿いに湾入していたらしい。このように，この野国一帯は，大規模な沖栢平野でなく ，

琉球石灰岩台地前面の凹凸ある佼食谷を埋籾した小規模な低地でその堆租物の供給は，背後地

の石灰岩の円礫と現世サ‘ノゴ礁の砕屑物を主とし，当時の酒奥部には内湾環境を示す泥買堆栢

物によって埋栢されているところも存在し，海側に向って砂～礫質堆和物に漸移する。

2) 砂丘砂屈

地形的に戦前の海岸線沿いに細長く分布していた砂丘を形成していたもので，現在はほとん
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ど土砂採取のため消滅しており ，1944年の空中写真ではよく判読できる。この砂丘砂庖は，

分布位骰などから考察して，沖縄本島に一般に分布する新期砂丘砂陪に対比されるものであろ

う。その形成期は， 2500~1000年 B.P.の可能性が最も強い。

3) ビーチロック

現排水路出口付近に一部露出が認められる。石灰質砂～砂媒から構成されている。この付近

ばかっては河口又は海岸から 200m以上内側にはいっていた沖稲屈の一部に相当することか

ら，このビーチロックの形成は，やや時代が古いものであろ う。 このビーチロックは旧汀線を

指示するが，遺跡包含陪である石灰質砂～砂礫屈との関係は不明である。しかし，見かけ上，

造跡包含屈の下部と指交関係にあるように推定される。爪形文士器の時代の16汀線を指示する

可能性があり ，注意すべきであろう。

、9

IV 遺跡包含層の地質層序

造跡包含陪の地質陪序は第6図のような北壁沿いの地質断面図のようになっており ，これらの庖

序は，さらに l~'v1ll層のように細分される。

全体として石灰質砂～砂礫を主とし，下部及び内陸側になるほど泥質になる傾向がある。この断

面図では，大きく 3つの不整合関係が存在する。第 1は，基盤の琉球石灰岩と下部灰色粘士，第 2

は，石灰質砂～砂礫（爪形文土器包含陪）と同様な石灰質砂～細礫図（晶系土器包含隈），第 3は，

これら自然堆栢物と戦後の飛行場工事で動かされた 2次堆苗砂礫，という関係である。これらの不

整合関係は，後述するように遺跡の発達史と密接に関係があることを示している。ここでは，この

追物包含屈の l~'v1ll陪についての記載を行う。

1. 基盤琉球石灰岩 ('v1l!)

トレ｀ノチの最も奥まった部分 (A-6)付近の最深部に出現するもので，有機質粘土を上部に

もつ灰色粘土によっておおわれる。塊状石灰岩で表面は風化している。この石灰岩は左右両岸地

表に露出する石灰岩に連続するものであろう。この石灰岩の上面深度は，海抜ー20cmで海面以

下であり，この面は，沖苗陪の堆栢前の石灰岩侵食谷の基底に相当する部分であり ，この面の形

成は，更新世最末期 (1万年前）であろう。この石灰岩の出現は海側へ向って低い位爵へ低下し

ている可能性が強い。

2. 第VII陪（沖栢陪）

A -ll~A -15間，最下部に位骰する石灰質中～粗粒砂陪で石灰細円礫を含んでいる淡褐色

を呈し，団結度は弱くルーズである。海側へ向って阻くなり ，内陸側へ向ってせん滅し， A-10

~A-9付近では Ve層である灰色沖稲粘土と指交関係で漸移する。 この陪の分布高さは，海抜

40~60cm以下で当時の汀線付近の海浜砂を示すものとみられ，海面の位四は，この陪の近くに

あったのであろう。遺物は，爪形文土器に先行する無文土器が包含される庖準である。上位の第

¥/]防とは整合関係で連続する。

3. 第VI陪（沖栢陪）

第Vil庖の上位に整合に連続するもので，この層の特徴は，黒色～暗褐色化を呈したラミナやレ

ンズがよく発逹していることである。これは， 2次的に地下水の影親などでマンガソ及び鉄によ
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第 3図 野国貝塚群B地点付近の地形分類図 (1944年米軍空中写真使用）

琉球石灰岩台地
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第 4図

RS: 現世サンゴ礁

Al: 沖積面

DS: 新期砂丘

RL: 琉球石灰岩

野国貝塚群B地点付近の模式地形断面図
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る沈殺が進行したものであろう。陪相は，水平及び斜交／杓理のよく発達した石灰質細～小円礫陪

で，基質は同買の粗砂である。陪屏 50~70cm程度で内陸側へ向って次第に泥質になり，灰色～

賠灰色粘土陪と指交関係で漸移する。この陪相と堆栢構造から海水の影密ををうけた地）唇で，涌

水の流れがあった粕準とみられ，下位の第VIl粕からさらに若千海面の上昇した時期に相当するで

あろう。この時期内隆側では，急速な悔面上昇に対応する粘土の堆釈がなく ，海面のみが内陸側

におよんだ時期を推定される。この形には，追物の包含は認められない。

4. 第 Ve陪（沖栢附）

A-6~A  -8の沖茄陪般下部相を形成し基盤の琉球石灰岩を不整合におおっている。 灰色粘土

を主体とし，石灰岩円慄を含み，上部は腐植買になる。これは，海側へ向って，上述のVl~渭陪

に指交関係で移化する。すなわち，面而が更新世末 (1万年前）の一40mの位腔からこの位屈に

まで上昇し，現海岸線から約 300m近く内陸側へ海進によって湾入した時期に相当する。そし

て，この粘土粉の上面が十40~50cmの位府にあることは，日木内地の縄文海進と呼ばれる完新世

の面進が現在の海面より約 3~5m上昇した際の現海面を越えた時期に相当するであろう。

5. 第 Vaの附（沖私倍）

第V1屈の上位に位貯するものでほぽ整合に異重する。石灰質小～細1り礫を含む中～粗粒砂焙で，

石灰岩大媒もまれに含む。A-10より上流側では次第に泥行褐色粘土を含むようになる。この

）付は，陪相から第¥ill)もiとよく類似しており ，同様な堆耕森悦下にあり ，海浜砂として汀線近くに

あったものであろう。この陪からはイノツヽンの骨やヤプチ式土器が産出する柏準である。堆栢位

四は，標，¥]]2 m付近までに達し，さらにがじ進が進行した時期のものであろう。

6. 第 V b )~(沖禎陪）

第 Va陪と同陪部でA-10より上流側の泥阻相に相当する。褐色粘土を含む粗粒砂倍で，こ

の陪もヤプチ式土器を包含する。堆栢面は標邸 1.10~1. 20 mの位骰にあり， Va卜けより lm程

低いことは，海岸側の海浜砂の堆耕が進み，内陸側は，その砂の供給が少なかったことがいえ

る。

7. 第IVa~rv'c屈（沖耕陪）

第 Vb)flを整合におおって第1V陪a~c陪がほぽ連続して堆栢している。 この陪の）け相は， 石

灰岩中へ大媒を含む中～粗粒砂と細昧で，中部のrv'b陪は礫質で上下のIVa, We陪は砂質である

この屈相もV1I陪， Va陪とよく類似しており，同様な堆釈森境下において堆耕してものであろう

この陪準は， Vb J•jからつづく爪形文土器（ヤプチ式）の産出陪計しである。 この陪中には大位の

土器，石器，獣骨が産出する。この包含陪は，堆耕陪の状況から，この陪が住居跡ではなく，住

居跡は左右両側の石灰岩台地上に存在した可能性が強い。

8. 第n陪（沖甜陪）

この陪は，最も内陸側のA-6断面に認められるもので，IVa~cI杓を不照合に切った石灰質粗

砂～細礫陪である。 この陪相は，下位の陪相に類似するが，第 IV/~の海面上昇期から海退へ移行

し，海面上昇によって堆栢した第1V陪の砂や礫を切って伐食作用が起こりそれを同質の海泥砂が

埋耕したもので第1V形に比較するとやや、海退期に相当するものであろう。この侶準には，沿畑 ・

轟系土器が包含され，下位の爪形文土器とは，時問的間椋のあることを示している。
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9. 第 Ib層

この層は，飛行場造成の際，米軍によって 2次的に埋栢された士砂で 即習以下の自然堆苗陪を

切って不整合に乗っている。

（野国貝塚沖現世サンゴ礁）

年B.P
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第 7図 野国貝塚群B地点付近の地史と編年図
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野国貝塚B地点の地史 （自然環境発達史）

以上のような地形 ・地質条件からこの遺跡一帯の地史を検討するとつぎのようにまとめられる。

琉球石灰岩の堆籾

第四紀更新世前期後半から中期にかけて堆籾したもので，今から 30万年以上前の地附である。

この当時のサソゴ礁に堆栢したものがウルマ変動によって隆起台地化し，東シナ海の形成にとも

ない，この西海岸側が傾動沈降し，低い地形をつくり ，海面下にまで突込んでいる。

琉球石灰岩堆栢面上の侵食谷の形成

3. 

ウルマ変動によって台地化した琉球石灰岩は，その後の佼食をうけ，野国川や遺跡沿いの小谷

を形成した。この谷の完成は，沖和層の堆栢前の更新世最末期であろう。この侵食谷は，そのま

ま現海底下へ延びているものとみられる。

完新世の海進と沖釈層の堆栢

これまでの那覇沖を始めとした琉球列島の現世サ｀ノゴ礁は，ほぼ 1万年前から形成され始め，

その位匠は，現海面下最大 40m付近であることが明らかになっている（古川，1976)。この 1万

年前からの急速な海面上昇に対応して，現世サ ノ`ゴ礁の堆栢とその内側の琉球石灰岩佼食谷沿い

への沖詔陪の堆苗が開始された。ほぽ現在の海面近くまで上昇して汀線を形成していた時期は，
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遣跡断面の第珊陪の頃で，この時期は，爪形文士器の下位に存在する無文先爪形文土器の時期に

相当する。しかし，この居は，爪形文土器包含陪と整合的に連続するもので，大きな時間面のヘ

だた りはない ものとみられる。

4. 沖甜海進の海面上昇による現海面から約2m嵩の沖稲陪の堆栢

この沖栢海進は，さらに進行し，第VI陪から第lV屈まで連続して海浜砂～礫屈と沖栢軟弱粘土

を堆甜させ，その堆栢面は現海面より約 2m高い位腔にまで存在している。さらに，この陪準

は，爪形文土器の包含陪に相当する。このことは，この時期には，海面が少なくとも現海面より

2m以上高かったことを示唆しており このことは，古川ら (1977)が東貝知東原遺跡において

指適した事実とよく調和している。

5. 完新世後半の海退と砂丘の堆栢

この海進のピークは，爪形文土器の包含される Via層の時期で，その後， I層になると Il陪と

lV a陪との不整合に表現される海退が開始され， ついには，現海岸沿いに分布していた砂丘に示

されるように，現海面より若干海退があった。この時期は， 胴爵が 5000年 B.P. 砂丘が 3000~

1000年 B.P. であろう。

文献
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て．読谷村文化財調在報告，第3集， 3-14.

3, FURUKAWA, H. (1979) Quaternary Geologic History of the Ryukyu Islands. Bull., Sci. & Eng. D,v., 
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4, 占川膊恭 (1980)琉球列島における文化追跡包含陪の料序と編年．第四紀研究， vol.18, No, 4, 269-279 

追記

この原稿の校正段階で，遺跡の各陪準から採取した木炭と貝殻の "C年代測定結果（半減期 5730年）が得

られた。その結果は下記のとおりである。なお，カッコ内は Libby の半減期値 5568年にもとづいている。

皿 倍（木炭） 4,460士70Y. B. P. (N-4708) 

(4,330士65Y.B.P.)

IV b倍（木炭） 5,950士95Y.B.P. (N-4709) 

(5, 780土90Y. B. P.) 

Vb府 （木炭） 6,250土150Y. B. P. (N-4710) 

(6,070土145Y.B.P.)

w 附（貝殻） 7,130士80Y.B.P. (N-4711) 

(6,920土80Y.B.P.)

この結果は上記報告内容とよく調和した値となっている。
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第 2節歴史的環境

嘉手納町は沖縄本島中部の西海岸にあり ，県庁所在地である那覇市の北方 20数キロ離れた所に

位闘している。その地理的環境により，戦前から那覇～北部間を結ぷ中継点として発展し，大正 11

年から開始された県営鉄道の終点として活況を呈していたということである。そのことは今日でも

変らず，現在国道58号線が南北に走り交通批も多い。

本町は地図でみると，つま先を北へ向け，底面を東へ向けた靴形をなしており，総面積は 1,469,000

平方キロメートルであるが，町の中心部に極東ーを誇る米軍の嘉手納飛行場があり総面栢の約80

％が軍用地となっている。戦前は北谷村に含まれていたが，戦後，嘉手納飛行場の建設に伴い，昭

和 23年北谷村から分かれて嘉手納村となり，昭和51年には町制が施行され現在に至っている。

地形をみると ，町の北側を略東西に流れる比謝川に沿って石灰岩丘陵が延び，その丘陵から南西側

へゆるやかな傾斜をなしている。

地質はその大部分を赤土（マー ジ） の表土が被い，南西側の海岸には砂地の所も見受けられる。

その砂地の箇所は今でこそ小範囲にみられるだけであるが，以前は約 100メートルに及ぷ広大な砂

丘を形成していたとい うことである。しかし，戦後の採砂や近年の埋め立て等により，以前の面影

はまったく失われている。

ところで，現在嘉手納町では 6ケ所の遺跡が知られているが，飛行場の敷地内にある国直グスク

（註 1)を除けば石灰岩丘陵上と砂丘地の 2ケ所だけで発見されている。石灰岩丘陵上には，西側

から比謝川河口南丘陵遺物散布地 ・嘉手納貝塚 ・嘉手納グスク ・屋良グスクの 4ケ所が知られてい

る。砂丘地では，野国貝塚群だけが知られている。これらの遺跡の中で，以前に発掘調査がなされ

たのは嘉手納貝塚 ・野国貝塚群 ・屋良グスクの 3ヶ所である。

嘉手納貝塚の場合は，出土遺物により前V期前半を代表する遺跡として知られ，嘉形土器や無文

の深鉢形土器等がわりと多く出土し，その時期の土器のバリエーツョ｀ノがあり ，縄文後期士器の出

土が注目された。野国貝塚群の場合は，前V期～グスク時代までの遺物が採集出来るが，その中で

後期に属す場所が調査され，その下限を知るうえで注目される 「開元通行jが出土したことで知ら

れている。屋良グスクは，近年俄に脚光を浴びてきたグスク時代の遺跡で，掘立て柱の住居跡 ・石

敷の住居跡などが検出され，出土する中国陶磁器は 13~14世紀とされている。

他の追跡については本格的な調査は行われていないが，嘉手納グスクはグスク時代に属す遺跡

で，比謝川河口南丘陵造物散布地では前V1期の土器が採集されている。

さて，沖縄本島の西海岸は数多くの造跡が知られており，北隣りの読谷村も同様なことが知られ

ている（註2)。 本貝塚も西海岸に面しており，周辺を見渡してみると，北方約 1.3キロメ ートルの

比謝川河口北岸低地に本貝塚と同時期の渡具知東原遺跡が立地している。同遺跡は，それまで縄文

後期とされていた沖縄の土器文化の上限をいっ きに縄文早 • 前期まで遡らせた遣跡として知られて

いる。 縄文早 • 前期という同様な時期に至近距離に立地する両追跡の関係は，沖縄におけるその時

期の文化を解明する上でキーポイソトとなろう。

この渡具知東原遺跡からさらに北側約 1キロメートルの砂丘地には，沖縄で初の箱式石棺墓が発

見されて注目された渡具知木綿原遺跡が立地している。逆に本貝塚から南側に目を転じると，約 1
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キロメートル離れた場所に前 V期に位囮づけられる砂辺貝塚が立地している。

本遣跡の立地する砂丘上では，前 1期ーグスク時代まで連綿と生活が営まれており ，ここに住ん

でいた人々と，上記の各追跡を形成した人々とは，何らかの関係を有しながら生活圏をつくってい

たのであろう。

ところで，嘉手納町は前述の通り総面戟の約80形が軍用地となっており ，そこは簡単には立ち

入ることが出来ない場所となっている。最近，西海岸に面した軍用地内で追跡の発見が知られてお

り，凋査が出来るようになればさらに遺跡発見の可能性もある。そうなれば，西海岸に面した本遣

跡周辺の遺跡のあり方もより判明してくるものと思われる。

参考文献

~JI 囀諒教育委且会「ぐすく 」グフ、ク分布調杏報告 I 1983年3月

Jt 2 読谷村教百委員会 「読谷村の埋蔵文化財」戦跡分布謁近報告忠 1979年3月
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第 3章調 査 の概要

第 1節第一次発掘調査

1981年 1月 19日から同年 3月 20日までの 2ヶ月間の日程で調査を実施した。調査地は第5図

に示したように国道下から海岸までの工事予定区であるが，川のように常時水が流れており，当初

から発掘の困難が予想された。水を国道下の暗渠で塞止めることも他所に仮排水路をつくることも

できず，排水路の南岸に幅 50cmの水路を設けて処理することにした。また，発掘区も上流域と下

流域にわけ，前者から実施することにした。

先ず，排水路底面に堆栢しているヘドロの除去と周辺部の罹木 ・雑草等の伐採作業を行なった。

ヘドロの除去作業は機械（バックホー）を用いたが，下陪への影特が懸念されて 50cmの深さで停

め，残りは人力で排除した。ところが，ヘドロの下に排水路をつくった時に敷きつめられたと思わ

れる石灰岩小礫が 50~60cmの原さで堆栢しており，その除去作業に予想外の日程が骰やされた。

礫附中に空缶やガラス片 ・ビニールなどと共に数多くの先史遺物が含まれ，遺跡の一部がすでに破

製されていたことが判明した。

グリッド設定は現排水路の北壁に沿って基準ライソを設け， そこから発掘区に 2m.X2m.を単

位とした方眼を組んだ。東西ライソは北側からアルファベット，南北ライソは東側から算用数字で

それぞれ表わし，グリッドナソバーは北束隅の交点で指示し，A-1, B -z ...... とした。

発掘は，5ライソに土陪観察用の畦を設け，その東側の区域から開始した。Aトレソチ北壁側で

遺物を含んだ茶褐色混礫砂陪が南側に陰斜して霧呈したが，分布範囲は広くな <'A トレソチと B

トレ｀ノチの一部に限られている。木庖は陪厚も薄く ，遺物の包含茄も少ないが，以前の排水路工事

の際に削りとられたためと思われる。次の屈 (ET<.褐色混礫砂陪）を 10cmレベルで掘り下げ，40cm

の深さに達した時点で一時発掘を停め， 5ライソ以西のトレソチを消手した。本陪も分布範囲が狭

<'5ライソ以西は欠落している。室川下陪式土器や条痕文土器等が若干出土した。

トレ` ノチ西側は， 一部残っているヘドロと石灰岩小礫の除去を行なったが， A-9グリッド付近

でかなり深く撹乱されており ，最終的には径 2mの揉鉢状をなし，排水路底面下 l.5 mに達した。

撹乱部の東側において黒褐色の砂陪が露呈したが，その広がりはA-7, 8グリッドに限られ，層

厚も 10~15cmと薄く，以前の工事で削り取られたことが窺える。本陪の土器はすべて爪形文士器

である。下部において径 20~30cmの円形の浅い落ち込みを 7カ所検出したが，性格等は判然とし

なかった。撹乱部西側は黄褐色の砂尼であるが遺物をわりと含んでいる。20cmレベルまで掘り下

げた時点で，発掘区を再び 5ライソ以東に移した。

B・C-2・3区では人頭大の石灰岩礫が集中して露呈し，上部で見られなかった大型のシャコ

ガイも散見された。 B • C-4・5区においては獣骨（イ ノシシ主体にジュコ●、ノ ・カメ等）が集中し

て霧呈し，その広がりを確認した時点で出土状況等の写其撮影を行なった。A トレ ノ`チは甚盤の琉

球石灰岩が南側に傾斜して臨呈してきたため，そこで発掘を中断し，再度撹乱部西側のトレンチを

発掘した。20~30cm掘り下げた段階で石灰岩慄陪に達した。
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日程の都合で完掘するまでに至らず，未発掘部については次年度に実施することになり ，発掘区

をツートで裂って手だてを行ない，今回の発掘調査を完了した。

第 2節 第二次発掘調査

1981年 11月5日から 1982年 2月20日までの期間で実施した。前年度の調査終了面を総出させ

るとともに，15ライソ以西の表土剥ぎを機械（バックホー）を用いて行なった。

6~11ライソの黄褐色混礫砂層を 10cm単位で掘り 下げた。追物の賊は相対的に多く ，特に9ラ

イソ付近の落ち込み（撹乱部）の縁に沿って集中している。約80cm掘り下げた段階で白色砂陪に

逹し，さらに掘り下げた。本屈は砂粒が上陪より細かく ，遣物も減少している。9ライソで削りと

られ，以西に及んでいない。下部でビーチロッ・ク様の固結砂陪が露呈し，A・B・C- 6·7• 8区

の範囲に分布していた。厚さは 10cm前後で，追物も含んでいる。固結砂陪を取り除くと粘土混り

(I)陪になり ，東側に漸次粘性が強くなる。

5ライソ以東のグリッドは，面出させてあった獣骨溜りの広がりを確認するために周辺部を掘り

下げた。 獣骨の様中部が南側に延びる鎖向があり ， D トレ ‘ノチを新たに発掘した。 獣骨は B • C-

3・4を中心に東側へ傾斜してほぽ円形に露呈した。 Cおよび 4ラインに観察用の畦を設けて獣骨

溜りを掘り下げ，最終的に径 2m,厚さ 50cmの範囲に堆甜していた。土坑等の遣構ではなく ，凹

地に追棄した状況を呈していた。このように，獣骨が集中して出土 した例は県内で初めてであり，

当時の狩猟 ・食生活を考えるうえで注目に価する。

獣骨溜りの下は砂混りの粘土陪となり， 8ライソまで分布している。下部は浬潤になり植物追存

体も若干含まれ，A-7グリッドでは削り痕のある木片も検出された。

A -15グリッドにおいて基盤の琉球石灰岩を確認するために試掘を行なった。礫陪を 60cm掘

り下げた時点で灰褐色の砂陪が露呈し，その中に爪形文士器と異質の土器が含まれていたため，北

壁面に沿って幅 lmのトレソチを東側に延長し発掘した結果，当初地山と考えていた慄陪は間陪で

あったことが判明した。約80cm掘り下げた段階で海抜0に逹し，悌水が著しく ，壁の崩壊の危険

性が増したため発掘を断念した。

各セクジョンの実測後にA-7グリッド北壁の土層を樹脂で固めて転写 (150cm x50 cm)し

粒度分析用の砂および花粉分析用の粘土を 10cm.$位でサソプリソグして調査を終了した。

日程の都合で完掘するまでに至らなかったが，当初計画されていたコソクリートによる排水路の

布設工事は中止され，未発掘部については保存することになった。
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第 4章 調査の内容

第 1節層序

今回の調査により確認できた陪序は基本的に 8枚あり， うちプライマリ ーな遺物包含陪は5枚で

ある。それらは色調や陪を構成する物質などの相違により，さらに 2~3枚に細分が可能である。

本項では屈序の比較的安定している Aトレ｀／チ北壁について簡記する。第 8図に示したもので， 9

ライソ付近では撹乱が深部まで及び，そこを境に東側と西側では若干陪相が異なる。なお，調査終

了時にA-7グリッ ドの北壁を対象に土陪転写を試みた。その成果は図版 11に示したとおりであ

る。

I a陪（混礫土陪，ヘドロ陪）

排水溝底面に堆甜したヘドロ限を la陪とするが， A トレ｀ノチ北壁面ではその上にコーラル混

りの赤土が客土されており，それも含める。撹乱屈である。

lb陪（石灰岩礫倍）

排水溝底面に敷きつめられた石灰岩礫陪で，9ライソ付近でかなり匝く 150cmを測る。ガラ

ス片やプリキ缶などの後代遺物と共に爪形文土器や石器などの先史遺物も多品出土した。また，

弥生期の所産と考えられる磨製石鏃やコ泳ウラ製貝輪，スイジガイ製利器も出土し，この時期の

遣跡もあったことが窮える。

即図（茶褐色混礫砂陪）

拳大の石灰岩礫を多茄含む粗粒砂陪で，以前の排水路工事により上部が削りとられたと思わ

れ，限厚が薄く 8ライソ以西は欠落している。条痕文土器や室川下陪式土器を含むが相対的に少

なく ，貝類や獣骨等も散見できる程度である。

m陪（灰褐色混礫砂陪）

石灰岩礫を多く含む力;Il陪に比べて砂粒が細かく，砂の割合が多くなる。条痕文土器，室川下

陪式土器を主体とするが，下部では爪形文土器が若干出土する。 5ライソ以西は欠落し，南東側

に漸次厚くなる煩向にある。

[Va陪（黒褐色混礫砂陪）

A-7・8の両グリッドにのみ分布している。 庖厚は 10~20cmと薄いが土器の出土が著し

い。本層は純粋の爪形文土器の居で，当時の地表面と思われる。
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1¥/b陪（黄褐色混礫砂附）

9ライソ以西は欠落している。小円礫を多蘇含み，人頭大の石灰岩礫も散見できる。 I杓財は比
較的厚く ，最大で90cmを測る。本陪の下部にビーチロック様の固結砂陀が 10cm前後の厚さで

みられた。また，部分的に黒色砂があるが，地下水に溶けた褐鉄鉱が沈澱し砂に付芯したためで
ある。出土造物は最も多く，特に獣骨等の集中的な出土が注目された。

IV C卜図（白色砂附）

礫の混在はほとんどなく屈厚も薄い。遺物も相対的に少なく， 9ライソ以西は欠落している。

V a /~(黄褐色砂陪）

トレソチ西側に分布し，上部は lb屠に接しているため一部に撹乱も認められている。平均40
cmの陪屈をなすが本来の駆さは不明である。土器 ・石器及び獣骨等は比較的多く ，土器はャプ
チ式が主体をなす。

Vb陪（茶褐色混礫土陪）

A-8付近では上部の Va/i;-1との悦が判然としない。 砂粒の占める割合が東側へ漸次少なくな

り，粘土に換る。石灰岩角礫をわりと含む。

Ve附 （黒灰色混礫土庖）

附相は Vb陪と同じであるが湿潤で粘性が強くなり，木片や木の実などの植物追存体を含む。

土器等の出土は少なくなり， 9ライソ以西は欠落している。

VI陪 （茶褐色混砂礫／図）

石灰岩小角森を多祉含む無追物脳で，いわゆる間傍をなす。陪厚は 40~60cmを測り，9ライ
ソ以東は不明であるが 6ライ ソの状況からすると途中で消滅するものと思われる。

VII陪 （灰褐色混礫砂陪）

石灰岩の円礫を多品に含み，70cm掘り上げた時点で湧水（海抜0mJがあり ，さらに 20cm
ほと発掘したが勒水が著しく壁が崩壊する危険にあったので発掘を中止した。爪形文土器とは異

なる土器が出土し，叩石，砥石，獣廿等も若干伴出した。本焙以下は未発掘。

遁屈 （琉球石灰岩）

いわゆる地山であるが，上部は風化が著しく泥状になり ，わずかながら貝類の陥入がみられ
る。
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第 2節遺 物

1. 動物遺体

1) 貝類 2) カニ類 3) 魚 類

4) 哺乳類 5) は虫類

野国貝塚群B地点から出土した動物逍体には，堆栢陪の各陪とりわけ Il屠以下の貝塚から出土し

た多くのものがある。これらには，貝陪を構成する多くの貝類とイノツ・ン骨の他に，少祉の海棲哺

乳類のジュコツ，｝ま虫類のカメ類，魚類，カニ類などが含まれる。

以下に，これらの動物遺体の種名を一究表として示し，その内容について略述する。

なお，分析に使用した狩料は， 1¥/a陪のみについては2mmメッンュのフルイを使用して選別を

行なったが，他の堆積陀については発掘時にグリットおよび、層位別，レペル別に採取したものであ

る。したがって，すでにしばしば指摘されているように（渡辺 1973,鈴木他 1976),微細な衰料に

ついては見落としてしまっている可能性が高い。なお，堆招陪の各時期については，第4空第 3節

14)の土器の項で詳述しているのでそれを参照していただきたい。ここでは， 特に Il~Ill屈の主体

を占める室川下陪式を含む条痕文土器文化期 （縄文前期）と， IV陪 .V層の東原式およびヤプチ

式土器を含む爪形文文化期（縄文草創期）， vn陪の爪形文文化期より古相を示すと 思われる文化

期（以下， vn屠文化期と称す）とにおける各々の動物遺体の蘇的，時間的変遷の問題について注意

を払って行なった。

野国貝塚群B地点出土の動物遺体一覧表

l 軟体動物門 MOLLUSCA 

a. 単板網 MONOPLACOPHORA 

1. トコプ・ン Srヽ/cu/11sdiversicolor aquatilis (REEVも）

2. イボアナゴ Sanhaliotis varia (LINNも）

3. オオペッコウカサガイ C ellana testudinaria (LINNE) 

4. オオックノ 9、P. optima (PILSBHY) 

5. ックノ，、ガイ科不明

6. ウノア・ンガイ
Patelloida (Collisellina) saccharina (LINNE) 

b. 多板綱 POLYPLACOPHORA 

I. ヒザラガイ Liolophura ja仰nica(LISCIIKも）

c. 腹足網 POLYPLACOPHORA 
19. 

1. クマノコガイ Chlooros/01110xanthostigma (A.ADAMS) 
20. 

2. ニンキウス・ガイ Troc/11ts mac, ヽ/a/11s(しJNNE)

-.__) 
-3-;- ギンクカハマガイ Tec/11s pyramis (BORN) 

4. ムラサキウス・ガイ Trochus stellar is (GM ELIN) 

5. サラサバテイ T ec/11s maxrmus (PHILIPPI) 

6 イ・ンダクミカ・-1 Monodonta labio (LLINNE) 

7. ヤコウガイ L,malica mar moral a (LINNE) 

8. チョウ七` ノサザエ
Marmarostoma argyrostoma (LINNも）

9. スガイ lune/la coronal a (GM ELIN) 

10. コ・ンダカサザエ

Marmoros/oma slenogyrum (F1scHER) 

II. カンギク lune/la corona/a granu/a/a (GMF.I心IN)

12. イ・ンマキガイ C!itlton re/rop,ctus (V. M--RTENS) 

13. ニ・ンキアマオプネ Amphi11erila Poli/a (しINNE)

14. アマオプネガイ Thelioslyla albicil/a (LINNE) 

15. アマガイ Heminerila Ja炒nica(DUNKER) 

16. イナズマカノコガイ

Vi//ina (Provilloida) para/el/a (郎 DING)

17. カノコガイ C!ithon sowerbianus (REcLUZ) 

18. キバアマガイ Ritena plicata (LZNNE) 

カバクチカノコガイ Neritina pul/igera (LINNE) 

コ・ンダカアマガイ Ritena striata (BURROW) 

21. イガカノコ C!ithon brevispina (LAMARCK) 

22. イトマキアマガイ Retina lineata (GMELIN, 179!) 

23. リュウキュウアマガイ

Amphinerila isculpta (RもCLUZ. 1842) 

24. オオマルアマオフ・ネ Ritena chamaeleon t LINNE) 

25. ウズラタマキピガイ L" 1//orarza scabra (LINNE) 

＂ 
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26. 七ソニンガイ

Telescopilim /e/escopiun CしINNE. 1758) 

27. イトカケヘナクリ

58. ヤク、ンマダカラガイ Arabica arabica (LINNも）

59. ,、チジョウダカラガイ

Peribo/1ヽsmauriliana (LINNE) 

Cerithidea rltizoplwrarum morchii (A. ADAMS) 60. キッコウダカラ Arabica maculi/era (Sc111Lo1m) 

28. ホソウミニナ Bat ii/aria cumingii (CROSSE) 61. クカラガイ科不明 Cypraeidae 

29. キパウミニナ 62. ポラガイ Charonia lritonis (LINNE) 

Terebralia pa/us/ris (LINNE. 1767) 63. サッマオラ Lampusia aqualilis (REEVE) 

30. ウミニナ科不朋 Family Potamidae 64. , ッカト・ポラ Cymalrilon nicobaricus (RdDING) 

’ 31. ヨつワカニモリガイ Rhi11oclauisaspera (LINNE) 65. ャッシロガイ科不明 Tonnidae 

32. クワノミカニモリガイ 66. レイ・ンガイ Thais bronni (DUNKER) 

Ciypeomorus chemnitzianus (P1LSBRY) 67. 'ンロレイ・ンガイ Mancine/la siro (KURODA) 

33. コオニノツノガイ 68. ウニ レイ｀ンガイ

Cerilhillm co!llmna (SOWERBY) Mancine/la echinata (BLAINVIしLE)

34. トウガタカニモリガイ 69. , ンラクモガイ Mancine/la armigera (LINK) 

Ochetoclava sinensis (GM ELIN) 70. ムラサキガレイ・ンガイ Drupa monon (RODING) 

35. オニノツノガイ 71. ・；； ノ レイ、ンガイ Menathais tuberosa (RdDING) 

Ceril'/zium nodulos, ヽ111 (BRUGUIERE) 72. テ` ；；レイ・ンガイ

36. マガキガイ C I I onomurex uc wanus (LINNE) Ma11ci11el/a disti11gue11da (DUNKER et ZELEBOR) 

37. ヤサカムカ、ンタモトガイ 73. イロイガレイツ

C 74. シマペ
. 

a nan um m,crourceum (KIRA) ッコウハイ Japeuthria cingulata (REEVE) 

38. ムカシクモトガイ 75. ノ・ンガイ Pusios/oma mendicaria (LINNil) 

Canarium mutabilis (S WAINSON) 76. チト七ポラ Fusinus nicobaricus (郎DIG)

39. ネジマガキガイ 77. イトマキポラ P/europ/oca trapezium (LINNE) 

Gibberulus gibberulus gibbosus (Roo1No) 78. ニ・ンキニナ Lat・ I tru 11s crat,culatus (LINNE) 

ヽ
40. イボソデガイ Lentigo lentiginosus (LINNE) 79. ヒメイトマキポラ

41. クモガイ Lambis /ambis (LINNE) P/e11roploca trapezt11m audourni (JONAS) 

42. マイノソデ E. aurisdianae (LINNE) 80. コオニコフ・.ンガイ Vasum turbine/I us (LINNE) 
.. 

43. ソデガイ科不明 Strombiidae 81. オ ニコ フゾ V 0s11111 ceramicus (L1NNE) 

44. ネズミガイ Mammilla simiae (DESHAYES) 82. ・ ンマオト メフデガイ P11sia discoloria (REEVE) 

45. トミガイ Polynices pyriformis (RECLUZ) 83. サッマビナガイ

46. ウコ｀ノトミガイ P. flemingianus (RECLUZ) Olive (Neocy/indrus) annulala (GM ELIN) 

47. ロウイロトミガイ 84. ルリグチマクラ Oliva lessellata (LAMARCK) 

Polinices pyri/ormis (RECLUZ) var. 85. マダライモガイ Virroconus ebraeus (LINNE) 

48. シロヘソアキトミガイ 86. サヤガクイモガイ

Polinices vavaosi (,) (REEVE) V irroconus /11/getrum (SOWERUY) 

49. カノコダカラガイ Criburaria criburaria (LINNE) 87. ハルツャガイ Lithoconus tessela/11s (BORN) 
， 

50. カモソダカラガイ Erosaria helvo/a (LtNNE) 88. クロ ミナンカイ Conus marmoratus (LINNE) 

51. エダカラガイ Talostolida teres (GMELIN) 89. ・ハナワイモガイ V irroconus sponsalis (HWASS) 

52. ,、ナビラクカラガイ Mone/aria a11nu/11s (LINNE) 90. キヌカッギイモガイ

， 
53. キイロダカラガイ Mone/aria moneta (LINNE) V irgiconus //avid us (LAMARCK) 

54. フジダカキイロダカラガイ 91. ロウソクガイ Cieobu/a quercina (LIGIITI・、OOT)

Mone/aria (Ornamentaria) annulus (LINNE) 92. ミカト＇ミナ・ンガイ Rhombus imperial is (LINNE) 
， 

55. , ヽナマルユキガイ 93. ヤナギ・ンボリイモガイ Rhizoconus miles (LINNE:) 

Rauitrona ca pulser pent is (LINNE) 94. アソポソクロサ・メガイ

56. クチムラサキダカラガイ Ponda carneola (しINNも） Lithoconus /itlera/11s (LINNも）

57. ホ•ンダカラガイ Cypraea figris (LINNE) 95. ニツキミナ會ンガイ Dendroconus striatus (LINNE) 
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96. カ 9ヽ ミナ・ンガイ Rhizoconus 1,exi/111111 (GM,;LN) 14. ヒメ・ノャコカ（

97. ア・ノホイナガ ・（ Castridium geograp/111s (LINNE) Tridacna (F/odacna) squamosa ( LA~AROK) 

98. サラサミナ・ンガイモトキ

D ・a11cico1111s v1/11/11111s (HWASS) 

99. マキイモガイ

100. コマタライモザイ V irroconus cha/de, ヽs(即 DINC)

IOI. オルピニイモカ f Aspre!la orbig11yi (AUDOUIN) 

102. ロウソクイモ Cteobula q11erci11a (HANLEY) 

103. メノウイモカイ C/ie!yco1111s achalimヽS(HWASS) 

104. ソウショウイそガイ

Darioco111ヽs(Regicon, ヽs)episcopus (HwAS.5) 

105. ヤキイモガイ Pio11oco11us mag us (LINNE) 

106. クロフモドキ Lithoco1111s pardus (RODING) 

107. クロサ・メモトキ Lithoco1111s eb11n1e11s (HwASS) 

108. サラサモドキ Da11cico1111s vil11!i111ヽs(HWASS) 

109. イモガイ科不明 Conidae 

110. クダポラ Turris eris pa (LAMARCK) 

Ill. キバクケガイ Oxymeris cre1111/alus (LINNE) 

I 12. ナツメガイ Bulla vernicosa (GouLD) 

113. オオトノサマギ七ルガイ

M11ndiphaed11sa rex (PiLSBRY) 

114. トノサマキセルガイ

M1111diphaed11sa ducafls (KoBELT) 

115. オキナワヤマクニツ

Cyc!ophonヽS/11rgid11s (PFEIFFER) 

116. ヤンバルマイマイ

117. パソダナマイマイ

Bradybaena cirrn/11s (PFEIFFER) 

118. シュリマイマイ

d. 斧足綱 PELECYPODA 

I. エガイ

Barbalia (Abarbalia) dewssata (SOWEHBY) 

2. ハイガイ Tegillarca granosa (しINNE)

3. リュウキュウサルポウ

Anadara anliq1ヽala(LINNE) 

4. 7コヤガイ Pinctada fucata (GOULD) 

5. ウミギクガイ科 Spondylidae 

6. イタポガキ科 Ostreidae 

7. . ンレナッジミ Geloina pap1ヽa(LINNE) 

8. ケイトウガイ Chama dunkeri (LISCIIKE) 

9. リュウキュウザルガイ

V asticardium flavum (LINNE) 

10. カワラガイ Frag, ヽm 1medo (LINN£) 

II. ナガザルガイ Vasticardium enode (SOWERBY) 

12. , ンラナミガイ Tridacna elongala (LAMARCK) 

13. ヒレジャコガイ Tridacna squamosa (しAMARCK)

15. ツ;,コウ Hippopus hi砂opus(しINNE)

16. ヒレナシン→・コ Persikima derasa (fuiDING) 

17. オオシャコ Tridac11a gigas (LINNE) 

18. イソ，、マグリ Atactodea stria/a (GM ELIN) 

19. I}ュウキュウマスオガイ

Asaplris dirhotoma (邸roN)

20. アサジガイ Semele zeb11e11sis (HANしF,Y)

21. サメザラガ( Scutarcopagia scobi11ata (LINNE) 

22. リュウキュウ・ンラトリカイ

Q11ido11ipag11s palatum (IREDALE) 

23. モチヅキザラ Cyc/otelli11a remies (LINNE) 

24. ,、マグリ Meretrix /usoria (Ri:iDINC) 

25. チョウ七ソ 9 ヽマグリ

Meretrix lamarcki (DESHAYES) 

26. ヌノメガイ Perig/ypta puerpera (LINNE) 

27. イオウハマグリ

Pilar (Pitarina) s111/1ヽre11111(PILSBRY) 

28. マルオミナエ・ンガイ

Lioco11clra castrensis (LINNも）

29. ホソスジイナミガイ

Ca/raritmt pectinatum (LINNE) 

30. アラスジケマソガイ

Ca/rarium /1ヽmidum(郎DING)

31. ヌノメアサリ Novallraca euglypta (SOWERBY) 

l 節足動物 ARTHROPODA 

a. 甲殻網

I. カニ類 Crustacea 

l11 脊椎動物門 VERTEBRATA 

a. 軟骨魚網 Chondrichthyes 

I. サメ類 lamnida ~nida 

b 硬骨魚網 Osteichthyes 

I. タイ科 Sparidae 

2. ペラ科 labridae 

3. プダイ 科 Scaridae 

c. 哺乳網 Mammalia 

I. ジュコ・1/ Dugongidae 

2. リュウキュウイノ・ン・ン

s, ヽsscrofa ri11ki11anus KURODA 

d. は虫網 Reptilia 

I. ウミガメ類 Chetonidae 
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1) 貝類

貝類は，一究表に記したように単板網 2科 6種，多板網 1科 l種，腹足網（巻貝）22科118種，斧

足網に枚貝） 12科 31種を検出し同定し得ている。 しかし， これらのすべてが食料の対象とされ

たとは考えられず，アソボイナガイなどは猛毒をもっており人問がさされて死ぬこともある貝であ

る（渡部 ・小管1966)。 また，ウズラタマキビガイ，オオトノサマギセルガイ ，トノサマギセルガ

イなどのように，その遺存体が微少で 1個からの肉蘇が乏しいものは，これを食糧の足しにすると

ころまでの価値があったかどうかは問題があるように思われる。

そのため，ここではこれら 3科 4種を除いた 39科 152種が野国貝塚群B地点人の食料対象とさ

れたであろうと考える。これらの種類，数星の構成比を示したのが第 1表である。

なお，個体数の箕出にあたり ，斧足網については殻頂部によって左右殻に分け数値の大きい方

を，腹足網は殻頂部の有するものと ，個体の § 以上残存のもの， またヤコウガイ ， チョウセ｀ノサ

ザエなどのように蓋においても種の同定が可能な種類は，両者のうちの数値の大きい方を敢少個体

数とした。

第 1表からも明らかなように，各陪ともその種類数，個体数ともにおいて腹足網が圧倒的主体を

占めていることがわかる。

棲息地別では，鍼水産，汽水産，陸産に限定され淡水産はみられない。このうち ，もっとも多い

のは鍼水産であり全体の約 78%を占める。絨水産は，腹足綱 22科 107種，斧足網 21科 30種であ

り大部分が前者である。 これらを，更に海岸地形の区分によ ってもう少し詳細に検討してみよう

（第9図参照）。これによると ，潮問帯岩礁に棲息する貝類が28.696と最も多く，これに次ぐのが，

潮問帯下岩礁で16.7 %となる。他は， 54.8%である。

そして，種別では潮間帯から水深 20mまでの砂礫底に棲息するマガキガイが各陪とも 6096以上

と最も多く，圧倒的主体を占めている。これに次ぐのが，潮間帯付近の珊瑚礁に棲息するサラサバ

テイ ，潮間帯下岩礁のムラサキウズガイ ，ニ・ンキウス^ ガイ ，潮間帯下岩礁のチョウセソサザエ ，オ

高潮位

低潮位

潮問帯

150: }言言

第 9図 裾礁地形の海岸区分図（概念図）（高橋 1980に加筆）
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ニノッノガイ，マングロープ泥底のジレナ・ンジミ，潮間帯岩礫底の二、ンキアマオフ＇ネ，アマオプネ

ガイなどがあり，食料としての主対象はこれらに限定されていたと思われる。次に，これらの各文

化期段階における出現頻度の変遷関係をみてみたのが第 10図である。

条痕文文化期の I陪では，マガキガイに次ぐのがサラサバテイの17.296であるが他種は，極少で

ある。 m陪では，マガキガイ，サラサバティ，オニノツノガイ，チョウセソサザエ ，ヤコウガイ ，

•ンレナシジミ，潮問帯下岩礫底に棲息しているクモガイの順となる。

次の爪形文文化期の N陪では，マガキガイ，サラサバティ，オニノツノガイ，ヤコウガイに次い

でンレナシジミがl.l?lると比較的高い数値を示しているのは注目に値する。 V陪においては， マガ

キガイに次ぐのがサラサバティ ，ムラサキウズガイ ，二、ンキウズガイ ，などの順となる。

最下陪のV!lftl文化期では，マガキガイが突出しており他種にいたっては極少である。

このように各文化期または各陪において若干の変動はあるものの，先述したように本貝塚の貝類

組成の特徴としては，潮間帯から水深 20mまでの砂礫底に棲息するマガキガイを優先種とし，こ

れに岩礁性の巻貝やマソグロープ泥底のツレナシジミが組み合わさるということが指摘できる。

次にこれらの出土状態についてであるが，これまでにみてきたように本貝塚出土の貝類遣存体は

42科156種とその種類は多いが，マガキガイ以外の出土位：は3096以下とわずかである。そのため，こ

こでは本貝塚において全体で平均74. 8 9<るという圧倒的主体を占めたマガキガイをもとにして ，陪

位別に各グリッドにおいてどのような分布状態をみせたかを図示したのが第 11図である。

なお，他種の貝類の分布状態もほぽこれと同様な出土状態を示しているということを付記してお

゜
10096 

条痕文文化期［

II陪

m,, 

爪形文文化期r・
V " 

Vil陪文化期 Vil,, 

巨 マガキガイ 皿I皿］サラサパテイ 眉皿圃圃lオニノノノガイ §忍忍蕊lチョウセノサザエ
珍ムラ丑•ウス・ガイ ~可 ニノキウズガイ ［ニコその他

第10図 各文化期における主体貝の出現頻度
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第 1表貝類組成表

種~名
Il ill IV V VI VlI 

棲息、地
数 06 数 0／〇/ 数 06 数 ゜゚，， 数°゚ 数 劣

単
トコプ、ン 1 

゜
潮間帯岩礁

イボアナゴ 2 

゜
3 

゜
1 0. I 潮問帯下岩礁

板
オオベッコウカサガイ 17 0.3 36 0.3 潮問帯岩礁

オオックノハ 2 

゜
’’ 

網 ックノハガイ科不明 1 〇 ＂ 
ウノア・ン 1 

゜ ＂ 
が ヒザラガイ l 

゜
潮間帯岩礁

クマノコガイ 10 0.2 43 0.4 15 0.8 潮間帯下岩礁

ニンキウズガイ 14 0. 2 88 0.8 49 2.8 ＂ 
ギ｀ノタカハマガイ 5 

゜
潮間帯付近岩礁

ムラサキウズガイ 46 0. 7 213 1.8 106 6.0 ， I. 6 潮問荀下岩礁

サラサバテイ 29 17.2 393 6.4 835 7. 1 204 11. 5 7 I. 3 潮問帯付近珊瑚礁

版 イシダタミガイ 1 0.1 潮間帯岩礫 底

ヤコウガイ 1 0. 6 50 0.8 203 1. 7 34 1. 9 7 I. 3 浅涌 ・岩礁

チョウセ｀ノサザエ 1 o. 6 180 2.9 46 0.4 12 0.7 4 0.7 潮間常下 ・岩礁

スガイ 2 

゜
8 0. 1 1 0. 1 潮問帯岩礫底

コ・ンダカサザエ 1 

゜ ＂ 
カ・ンギク l 

゜
5 

゜
6 0.3 潮間帯岩礁

足 イ、ンマキガイ l 

゜
汽水性・河口岩場

ニツキアマオプネ 20 o. 3 54 0. 5 6 0.3 1 0.2 潮閻術岩礫底

アマオプネガイ 20 0.3 113 1.0 22 l. 2 2 0.4 ＂ 
アマガイ 1 

゜
II 

イナズマカノコガイ 3 

゜
1 0.1 汽水性

カノコガイ I 

゜
1 

゜
代水性・河口岩場

綱 キバアマガイ 1 

゜
2 

゜
潮間帝牙；礫底

•カバクチカノコガイ l 

゜
汽水性

コ・ンダカアマガイ 1 0.6 6 

゜
9 0. 1 潮間滞岩礁

イガカノコ l 

゜
6 0.3 

イトマキアマガイ l 

゜リュウキュウアマガイ 2 

゜
潮間帯岩礁

オオマルアマオフ＇ネ 3 

゜
1 0.1 潮間帯岩礫 ・岩礁

ウズラクマキヒ・ガイ 1 

゜
潮問帝岩礁

セソニソガイ 3 

゜
25 0.2 3 0.2 

汽水域の潮間帯の砂泥
底地アジモ潤

イトカケヘナクリ 3 

゜
渤間帯のア・ンの問

ホソウミニナ 2 

゜
l 0. 2 潮間常 • 砂底

キパウミニナ 1 

゜
25 0.2 47 2. 7 マソグロープ泥底

ウミニナ科不明 4 

゜
1 o. 1 

ョコワカニモリガイ 5 o. 1 18 0.2 2 0.1 湖問幣付近砂底

クワノミカニモリガイ 2 

゜
3 

゜
湖nam砂や小,/_i
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ー` 附位 n 圃 ~' V ¥II Vil 

任名 敗・%数 0。 数 00 数 0。 数 0。数°゚ 数 0。 怯、息地

コオニノ・；；ノカイ l 

゜
鴻問術下岩礁

トウカクカニモリガイ 12 0.2 8 o. 1 17 I. 0 潮問帝下砂地

オニノツノガイ 3 1.8 260 4.2 260 2.2 44 2.5 5 0. 9憫問術下岩礁

マガキカイ 12 4 73.4 4638 ~5.6 9100 77. 8 ~.092 61. 7 466 84. I 闇搾干底忠～水深20m・砂

ヤサカムカシタモトガイ I 0. 2 潮問；；；｝下砂礫 底

脱 ムカ・ンクモトカ f 2 

゜
2 

゜
J 0. I ＂ 

ネジマカキカイ 2 

゜
I 

゜
潮問帯下砂地

イポソデガイ 2 

゜
" 

クモカイ 42 18 o. 2 I 0.1 潮問帯 F岩礫氏

マイノソデ I 

゜ソデカイ科不明 I 

゜ネズミカイ 1 

゜
潮砂干底帯～水深30m • 細

足 トミカイ 3 

゜
没海 • 砂底

ウコントミカイ 1 

゜ロウイロトミカイ 1 

゜シロヘソアキトミガイ I 

゜カノコクカラカイ l 

゜カモソダカラカイ 2 

゜
I 0.2 潮問帯

エダカラカイ 1 

゜
潮 :l'l術付近岩礁

綱 ハナピラダカラカイ 5 o. 1 16 0. 1 4 0.2 5 0.9 沼干帯岩牧底珊瑚礁

キイロダカラカ f 7 0. I I 0.1 3 〇.5 ” 
フジダカキイロダカうカ・イ 1 

゜
5 0.9 嘲問{j}

9ヽナマルユキガイ 8 0. I 19 0.2 8 0.5 5 0.9 鴻間帯 ・岩礫底

クチムうサキダカラガイ 1 

゜
潮問帝岩礁

ホ・ンタカラカイ 23 0.4 7 0. 1 1 0.1 l 0.2 涌間帯下岩礁

ヤク・ンマダカラカイ 10 0. 2 10 0.1 2 0. 1 ＂ 
ハチジョウダカラガイ 2 

゜ ＂ 
キッコウクカラ 2 

゜クカラカイ H-1逮JJ 2 

゜ホラガイ 2 

゜
7 0.1 2 0. I 水深10~30m細砂底

サッマポラ I 

゜
潮関帝下岩礁

ミッカトボラ 1 

゜ ＂ 
ャッシロガイ科不明 2 〇

レイ・ンカイ I 

゜
l 

゜
潮間帯岩礫底

・ンロレイ・ンカイ I 0. 6 1 

゜
I 0.2 澤m帯付近岩礁

ウニレイ・ンカイ l 

゜
潮問1囮＇：,礁

・ンラクモガイ I 

゜
5 

゜
3 0.2 ＂ 

ムラサキガレイシガイ l 

゜
潮間帯下岩礁

ツノレイ，ンカイ 2 

゜
4 

゜
1 0. 1 潮閲術岩礁
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種~事
Il 皿 IV V Vl VII 

棲息地
数 ％ 数 °る 数 ％ 数 0/0 / 放 0/0 / 数 形

テッレイ・ンガイ 1 

゜
潮問帯岩礁

イロイガレイン 1 

゜・ンマベッコウバイ l・ 

゜ノ` ンガイ 7 0. 1 1 0.2 潮問帯岩礫・ 岩礁

チトセポラ 1 

゜
潮問帯付近岩礁

イ トマキボラ 8 o. 1 l 

゜
潮問幣下岩礁

股 ニ・ンキニナ l 

゜
潮問帯

ヒメイトマキポラ 3 1.8 8 0. l 2 0.1 潮間帝岩礁

コオニコプ・ンガイ 7 0.1 6 0. l 2 0. I l 0.2 ’’ 
オニコプシ l 

゜
1 

゜
1 0.1 

・ンマオトメフデガイ 1 

゜
2 0.4 潮問帯下岩礁

足 サッマビナガイ 4 0. l 3 

゜
l o. 1 浅海 ・砂底

ルリグチマクラ 1 

゜マダライモガイ 2 

゜
4 

゜
潮問帯付近岩礁

サヤガクイモガイ l 

゜
潮問帯岩礁

ハルシャガイ 1 

゜
潮問術下岩礁

クロミナ、ンガイ 2 

゜
4 

゜
潮問帯下砂地•砂泥地

綱 ハナワイモガイ 1 

゜
2 

゜キヌカッキぞイモガイ 3 

゜
潮問術下岩礁

ロウ ソクガイ 2 

゜
1 

゜
潮干帯～水深20m砂底

ミカドミナ 、ンガイ 2 

゜
2 

゜
潮問常サ‘ノコ＇礁

ヤナギンヽポリイモガイ 3 

゜
l 

゜
潮間僻下府礁

アンポンクロザメガイ 24 0.4 27 0.2 3 o. 2 潮聞帯岩礁

ニツキミナ・ンガイ 3 

゜
潮干帯～水深lOmの砂
底

カバ ミナンガイ 3 

゜
潮I廿F/i;-岩 礁

ァ・ノボイナ 1 。 " 
サラサミナシガイモドキ l 

゜マキイモガイ 1 

゜コマダライモガイ 1 

゜オルピニイモガイ l 

゜
水深30-40mの砂泥底

ロウソクイモ 7 0. I 

メノウイモガイ l 0. l 

ソウジョウイモガイ 1 

゜
潮間常 より水深20m

ヤキイモガイ 1 

゜
1 

゜
潮間帯下

クロフモドキ 1 

゜
l 

゜
潮間術料礁

クロザメモドキ l 

゜サラサモドキ 4 

゜
1 o. 1 淵問幣下砂地•砂泥地

イモガイ科不明 3 

゜
4 

゜
1 0.1 

クダポラ 1 

゜
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即位 II Ill IV V v1 v1I 棲息、地
種名 数・名数 00 数 00 数 ob 数 00 数 00 数 00

キハクケカイ 2 0 戊｛紙 • 砂底
腹 ナ ツメカ イ l O 1 0 沖和］帝下面茂の問

オトノサマギセル 2 0 I I o. 1 陸 産
足 トノサマギセルガイ 2 ol ,, 

オキナワヤマタニ・ン 15 0. 2 25 0. 2 3 0. 2 II 

ヤンバルマイマイ 3 O 9 0. l l o. l 11 

綱 ＾ンクナマイマイ l 0 
シュリマイマイ 8 0. I 2 0 1 0. I 
ニカイ 2 0 潮閻帯岩礫底

，、イカイ 4 0. l 2 0 潮間術泥海底 • 干氾
リュウキュウサルボウ 14 o. 2 6 o. 1 浅海 ・砂底

斧 アコヤガイ 1 0 1 0 底潮干愕～水深!Omの砂

ウミギクガイ f~ 44 0. 7 13 0. l 2 0. 4 
イク ポガキ科 8 0. I 61 0. 5 10 0. 6 8 I. 4 
・ンレナ・ンジミ 47 0. 8 129 I. I 32 I. 8 l 0. 2マソク， ロー フ．泥．底． 

ケイトウガイ 2 0.1 潮闊術付近岩礁
リュウキュウザルガイ 2 0 嘲間帯下 • 砂地

足 カワ ラガイ I 0 浅海 ・砂泥底
ナカザルガイ 2 0 2 0. I 水ili10-50mの砂泥底

・ンラナミガイ l 0.6 33 0.5 6 0. I 潮問常珊瑚礁に付沿
ヒレジャコガイ 30 0. 5 25 0. 2 I 0. I 2 0. 4潮ltll・閉下珊瑚礁
ヒメジャコカイ 11 0. 2 6 0. I 1 0. I I 0. 2 i帆間帯下岩礫 ・岩礁

シャコウ I 0 潮問常下珊瑚礁

網 ヒレナ‘ンジャコ 2 0 2 0 

オオジャコ l 0 
イソ 9ヽマグリ 1 o. 6 36 0. 6 28 0. 2 4 0. 2 12 2. 2 伐洒 • 砂底

リュウキュウマスオガイ 3 1.8 1 0 
アサジガイ 1 0 汲面 ・細砂底
サメザラガイ 3 0 l 0 潮間帯砂地 ・砂泥地

リュウキュウシラトリカ、イ 1 o. 6 1 0 " 
モチヅキザラ 2 0 2 0 怜~lill帯下砂地・砂泥地
ハマグリ 3 0 5 0 3 0.2 汽水性 • 砂泥地
チョウセソ9 マヽグリ I O 5 0 外洋の浅海 ・砂底
ヌノメカイ 1 0 潮問術砂泥底
イオウ 9ヽマグリ l 0 嘲主間帯泥底アジモ帯に

マルオミナエ・ンカイ 1 0. I 浅｛品 ・砂底

ホソスジイナミカイ 3 0 2 0 1 0. 1 II 

アラスジケマンカイ 1 0 2 0 ＂ 潮干壺砂やヽJヽ石や海底
ヌノメアサリ 1 0 の泥I氏

総計 169100.2 6, 139 98.4 11, 700 99.1 1, 770 IOI 554 100. 3 

~ -31-



きたい。 このやや単純化された図

からでも，その分布の疎密が陪位

を変えて若干の移動があることは

読みとれよう 。 しかし，このこと

は後述するように各陪が各グリッ

ドにはまたがっていないことや，

後世の掘削による撹乱が一部地域

にあったりして直ちに比較できる

ものではない。

まず Il陪では， A-1~6グリ

ッドにのみ，その出土がみられる。

A -3グリッドを中心として両端

にその広がりがみられるが，Bト

レ‘ノチ以南や 7ライソ以西にはみ

られず，北東地域の発掘の必要性

を示唆している。

Ill陪は， 7ライソ以西が撹乱を

受けているためプライマリーな地

域は 1-6ライ ノ`までに限られる。

巨視的には， プライマリ ーな地域

のほぽ全域にその分布がみられる

が．その中でも C-3グリッドを

中心として 1つの楳中がみられる。

また ，B-6グリッドを中心とし

てその問辺にも渠中地域があった

ものと推測される。

IV陪も A・B-12~15グリット＾

まで，後世の掘削により撹乱を受

けてはいるものの最もその出土批

が多く総数9,100個体が検出され

ている。これらは，B-5グリッド

とD-3・4グリッドを結ぶ地域と

その周辺に大きな集中地区があり，

次にA-8 グリッドと B-7• 8グ

リッドを中心とした地域にもその

集中がみられる3

v陪は調査地区の全域にまたが
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巨言l匿圃 亡コ
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っているものの， A-J~3,8-1, 0-1, Eトレソチ， C -8 • 9, A・B-13~15グリッドな

どの発掘区の縁辺部にはその出土がみられない。 そして C-3グリッドにおいて突出した出土状

況を示しているのと， A-9グリッドを最大にその南側のA-5グリッドまでと A-10グリッドに

その集中地区がある。

Vil陀については，第 3章の 「調査の概況Jで述べているように， その調査がA-11~15グリッ

ド北壁に沿って，約60cm幅の範囲での試掘トレ‘ノチによる下附文化附の確認調査によって確かめ

られたものであるため，その広がりあるいは疎密については不明である。しかし，調査範囲内にお

ける限りでは，巨視的には全グリット’より出上しているが，その中でもA-12グリッドを中心と

した地城にその集中がみられ，この周辺地域の発掘の必要性を明示しているということを記してお

きたい。

2) カニ類

A-6区， V屈よりカニの鉗脚（鋏部）の不動指が 1点と他に破砕された細片が少祉検出されて

いるが，種の同定についてはなお籾企を要する。

3) 魚類

魚類什は，第2表に示したように皿廣から V陪までに椎骨，顎骨，歯骨，咽頭骨などを含めて，

25点の究料が検出されている。 このなかで，種の同定ができたのはプダイ科前上顎骨/I, タイ科

チダイ?ti, r l, ペラ科下咽頭骨 1である。

この他に，軟骨魚綱のサメ類の行椎骨 5点 CIV陪 3点， v陪 2点）と，硬骨魚類の股椎骨 9点

cm附 1点，1¥1陪5点，v府 3点），尾椎骨 7点 cm陪 3点，IV府 3点， v屈 l点）の出土がある

が，これらの種名については明らかでなく，なお精査を要する。

なお，預料 No.2のプダイ科前上顎骨 llとNo.21の腹椎骨は焼け焦げにより黙化していること

から，これらは火で焼いて食した可能性がある。

4) 哺乳類

哺乳類には，陸獣のイノ・ン・ンと海棲哺乳類のジュゴ・ノが含まれる。晶の多いイノ ・／・ンのほ うから

その概要を記す。

4-1. イノ シシ

出土したイノ ・ンツ骨は，整理箱①法55cm x 35 cm x 15 cm)の約 32箱分の膨大な出土位があ

る。これらのイノッツ骨について， どのくらいの捕獲数があったのか，またそれらは幼若 ・成獣，

雌雄獣がどのような割合で構成されていたのか，というような捕獲時の品的，時期的変遷の問題に

主眼をおいて分析，検討を行なった。

以下に出土状況，顎骨，灯甲骨，第一頸椎骨，第二頸椎骨について ，その個体数およぴそれらの

雌雄獣の割合について順次略述していきたい。なお，多祉の四肢廿とその他の部位骨については，

時間の関係上十分な検討を行うことができず，これらについては他日新ためて報告したい。なお，
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第 2表魚類骨数量表

預料No. 地区名 ／杓位 種 名 検出部位 計測（直 備 考
l C-3 皿 ,1, 明 尾椎骨 L=20 径=19.5
2 E-2 Illb ブダイ科 左前j上顎骨 P • M • L = l 7 焼け焦げにより黒化
3 E-3 ＂ 不 明 尾椎骨 L=21 径=21
4 F-3 ＂ II 

＂ L=29 径=21
5 F-4 II 

＂ 腹椎竹 L=27 径=26
6 A-7 IV b サ メ 類 椎 ;a. H L=7 径=9.5
7 ’’ II 

＂ ＂ L=8 径=15
8 B-3 II ペ ラ 科 下咽頭骨 L=23 W=34 ， B-4 ＂ クイ科 ・チダイ 右歯骨 L=30.5 
10 B-5 ＂ " ＂ L=25 
11 ＂ ＂ 不 明 腹椎骨 L=l2 径=8
12 B-7 ＂ ＂ 尾椎什 L=B 径=7
13 B-8 ＂ ’’ 股椎骨 L=8.5 径=8.5
14 B-8・9 ＂ ＂ 尾椎骨 L=16.5 径=13.5 
15 C-3 •4 ＂ ＂ 版椎骨 L=28 径=26.5 
16 C-4 ＂ ＂ 尾 椎 骨 L=35 径=27
17 ＂ II サ ，，， 類 椎 骨 L=7 径=12
18 C-6 l¥lb 不 明 股椎骨・ L=l7 径21.5 
19 ＂ IV ＂ ＂ L=l6 径=12
20 B-5 V サ メ 類 椎 ,ru. fl L=7.5 径=9.5
21 ＂ Vb 不 明 腹椎骨 L=8 径=7 焼け焦げにより黒化
22 B-6 ＂ サ メ 類 椎

,ra. ＂ L=lO. 5 径=11
23 B-7 ＂ II 尾椎 fl・ L=23.5 径=19
24 ＂ ＂ ＂ 版椎骨 L=27 径=16
25 C-5 ＂ ＂ ＂ L=24 径=23.5

P•M · L=顎骨長 L=長さ W=幅 (iji位は mm)

これらのイノシ・ン骨については，琉球大学股学部JJJJ教授川品由次婢士に同定して頂いた。銘記して

深謝の慈を表するしだいである。

先にも述べたように，出土した西料は多いが細かく破砕された破片が多く逍存状態が必ずしも良

好でないことなどから ，歯牙の柏立した上 ・下顎骨と肩甲骨，第一 ・ニ頸椎骨の各々の個体数を箕

出した。それが第3表と第4表である。第3表の歯式中は 1は切歯，Cは犬歯，Pは前臼歯，Mは後

臼街を示す。また（ ）を付したものは，歯が脱落していることを示し，～はその範囲を示す。

—出土状況—

はじめに，これらのイノシン骨の出土状況について略述する。出土陀位については，堆栢庖の各

附より問断なく 出土しているが，他の動物追体と同様 l陪については省略する。

これらは，第 12~17図に示した通り各陪の出土状況には大きな差異がみられる。すなわち， IV 
陪と他の O・III・V・VII陪とにはその出土状況に顕著な差が表われ， IV陪以外においては散発的に

疎の状態で出土したのに対して， IV陪では比較的広範囲にわたって骨の分布がみられその堆栢も肛

い。しかも，該陪を 20~30cmレペルを掘り下げた段階で，プロック状に集中した状態を示す箇所
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が 2ケ所にみられ，上 ・下顎骨， 肩甲骨，四肢骨などが他の動物遣体や土器，石器などと共に出土

した（第 12~17図，図版5)。

この出土状況について，もう少し述べてみたい。先述したように，その集中地城は大きく 二つの

まと まりにわけることができる。その 1つは， B • C-3•4 グリッドにおいて約 3. 6 X 2. 4 mの範

囲に約 30cmほどの厚さをもち北西～南束方向への長軸を有する長楕円形状に集中して出土する

プロックと， C-3グリッド南半からD-3グリッド北半にわたって約 1.sx1.2mの範囲に約 20

cmほどの厚さで三角形状に集中して出土するもう 1つのプロックが存在する。いま，仮に前者を

第 1プロック，後者を第 2プロックと呼ぼう。これらの両プロックを 10cmごとのレベルで掘り下

げていった結果， 第 1プロックにおいて最も堆栢の厚い C-4グリット゜北東隅の状況からする

と，その集中箇所が東側方向（国道58号線側）に漸次移っていく煩向が認められた（第 12図）。

しかし，第 2プロックではプロックの輪郭を検出 し得た段階，すなわち lV陪を 20~30cmを掘り

下げたレペルにおいては三角形状の頂点にあたる分が南西方向を向けていたのが，さらに 10cmを

掘り下げた 30~40cmレベルに達すると逆転し北東方向を向けた状態で検出された。ここでは，40

~50cmレベルに達するとその範囲は約をほどに縮小され舟底状を呈するようになった（第12図）。

そして ， これらの両プロックとも B · C-3•4 グリッドにおいて北西～南東方向へ向けて緩陰

斜をもって検出されたビーチロック様固結砂陪に沿った状態でイノ、ンツ骨を中心とした造物の集中

がみられた（第 17図）。この中には，粗い砂礫 （円）や石灰岩の転石などもみられ，その間隙に入

り込んでいる追物などもあり遣構などの人工的なものとしての可能性を支持する根拠は弱いと判断

した。また，これらのイノンシ骨をはじめとした追物の出土状態は，士器などに全くローリ｀ノグを

受けておらず，そのほとんどが原位腔を保っていることから，第2プロックは砂丘地にはしばしば

みられる凹地に，第 1プロックは東側方向へ緩頷斜をなす斜面地に廃棄され堆釈したものと解した。

—分析結果ー一

これらのイノ・ン・ン骨の歯牙の植立残存

状態の数値の高い左下顎骨をもとにして

蔽少個体数を算出した結果，661体の存

在が確認されている（第 3表）。 これら

における雌雄獣の内分けは，雄獣で 171

体(28.0 %), 雌獣で213体(34.9 96), 

雌雄不明な個体が 227体 (37.2 %)と

なっており ，雌雄判別可能な数値に関す

る限り 42体上まわっていることが判明

している。憚 18図）

また，この総個体数661体のうちに，

犬歯 (C)が乳歯であるもの，犬歯の歯

牙交換が始まった段階のものなどを基準

として，これらを幼若獣とみなした結果
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第18図 イノシシ雌雄別出土構成比
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116体が含まれ全体の約 2割近く 15 

＂ 13 12 11 10 

を占めているということは特記す

ペきことである。なお，これらの ． 
幼若獣については，そのほとんど C 

N 

が雌雄の判別が不可能であるが， 4 ゜
判別したものについてみると雄 亡コ疇冒ご日言肛亡ゴ

1-2 3-4 S-6 7-8 9-10 
7体，雌 21体となる。 L UI ~'1 

これらの顎骨の各陪における出

土分布をみてみたのが第 19図で 1s 1● H 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

ある。第 3表でもみたとおり ，ll
I I I I I I ！ I I I I I I I 「IA 

附での出土はない。

皿陪においては， c-1• 2と N I le 
D-4を中心とする部分に集中地 4 ゜
区がみられるが，全体としては少 二瓢〗 疇 lllllU 二］

Iー15 16-30 JJ-、46ー((I 61-75 
なし'o

゜ IV 1M 

IV陪は，も っと も広範に分布し

出土祉も多い。その中でも ，先述 15 14 13 12 11 10 ， ， 6 5 4 3 2 , 

した 2つのプロックの存在する
I I I I 111111111111 I I I I I I I I A 

B • C-3 • 4グリッドを中心と

する部分と ，B-8グリッドの周 ~I I le N 

辺に楳中がみられる。 4 D 

v陪は，堆耕屈が発掘区全域に 仁コ瓢昌閾鳳 園圃亡コ
I-2 3 - • S-6 7-8 9-10 

およんでいるにもかかわらず，そ ． 
V Wi 

の出土は散発的である。 A-llグ

リッドと A-8グリッドの周辺と ,s 14 13 12 11 10 ， 8 7 6 

' 
4 3 2 1 

I f I-I 17  I I I I I I I I I 1. B · C • D-4 · 5 グリッドに出

土している。 1~1 I : VII陪での出土は， A- ll ・ 12• N 

14グリッドの 3グリッドにみられ 4 ゜
るが 1~2体と少なく疎密につい 亡コ瓢冒 巴目疇国『］

1 

＇ 
3 4 6 

ては不明である。 ？ ~- Vil k1 ＇ 
次に肩甲骨と頸椎竹の出土数と

その構成比を見たのが第4表およ 第19図 各層における顎骨の地区別分布図

び第 20図である。

扇甲骨は，総数741個体が検出されており，r389(52.596),/352(47.596)の内分けとなる。
これらを附位別に見てみると， I附での出土はなく， !Il@l05(r55, /50) (14.296), VJ/悦534
(r285, /249), (72.196), V陪 88(r43, /45) (11.996),'v1l陪 14(r6, /8) (l.996)とな
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第 4表 イノシシ肩甲骨 ・頸椎骨数量表

~ ご l
III IV 

I 
V VI vn ロ^.そr 

数

゜
55 284 43 

゜
6 388 

TT 右
0。
゜

14. 2 73.2 II. I 

゜
1.5 100.0 

甲
数

゜
50 239 45 

゜
8 342 

がM• 左
0。
゜

14.6 69.9 13.2 

゜
2.3 100. 0 

第一頸 数

゜
12 66 20 

゜
2 100 

椎廿 ob 

゜
12. 0 66.0 20.0 

゜
2.0 100. 0 

第二頚 数

゜
5 39 7 

゜
2 53 

推骨 % 

゜
9.4 73.6 13. 2 

゜
3.8 100. 0 

□ Lill・ロ[
4 

仁コにヨ 亡コロ亡3
1-S 6~10 II-IS 16-の 21-

｀ 
I I 
． 

Ill妍

□ l-F.r 
1 ~ 

［コロご｝二］ご］
0-20 21 -40 41 -00 61 -80 81 -JOO . 

L.~~- ._j疇

.... " 

RJ 

□□ 
.4
守0

1
 

’‘ 
I 
！ 

1 
亡コ ~cコこ]l [コ
I -5 6-10 II -15 16-20 21 -

L__~_.._____,-

N
A

'

I

 

了t:r
H402 

U
[
 

［ 
,-6 

Eコ亡］
7-8 ,_ 10 

'- -

第20図

VII ~ 

"'● " " " ,. . 

E1l11『し
N 

,1 

こ巨三］にコ
1-2 ,-, s-• . 

'-

ll;]l [コ
7-8 9ー10

, • ....J 

了ロニ
4 

［ニコロコ こコ Eコ「コ
I 2 3 4 5 

• 一I • . ~ ・ 1

各層における肩甲骨・頸椎骨の地区別分布図
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る。 N陪での出土が圧倒的多数を占めているが，これらの多くは先述した 2つのプロックよりの出
土が主である。

頸椎骨は，顎骨，厨甲竹などに比してその追存状態がはるかに低く ，割れた骨片が多いため明確
にこれらに属すると判定できたものは少ない。

第一頸椎骨は，総数で 100個体の検出があり 皿防 12C 12. o %) , IV陪 66(66.096), V陪20
(20. 0 96), 第VII陪 2(2. 0 96)で， ll庖よりの出土はない。

第二頸椎骨は，第一頸椎骨より更にその遺存度は低くわずか53個体分しかない。

これも 馴習よりの出土はなく ，m附 5(9.4%),VI陪 (73.6飴），v層 7C 13. 2 96), VII陪 2
(3. 8 96), となる。これらの頸椎骨においても 1V貯で出土が最も多く他は僅少であることは，ブ
ロックでの出土が主体を占めているからである。

これらの各文化期における出現頻度をみた場合，第二頸椎骨においてVII恩文化期において出現率
が高いのに対し，爪形文文化期，条痕文文化期と時期が下降するにしたがって減少の傾向を示して
いる以外，他の肩甲骨，第一頸椎骨はほぽ同様な描成比を示している。

4-2. ジュ ゴン

ジュコツの開甲骨と指骨＇が各々 1点づつ検出されており ，出土区，陪位，計測値は次のとおりで
ある。

資料 No,l E-4, 皿b,周甲骨 rl, L = (21. 8 cm), W=16. 2 cm 

No.2 C-3 • 4, l¥lb, 指肝 I,L =3, 9cm, 完存汽料

5) は虫類

カメ類は，整理箱（内法 55cm x 35 cm x 15 cm)の 1箱分が検出されている。これには，椎骨板，
肋fl板，緑骨板，肢骨などが含まれるが細かく破砕された預料が多くまた，種の司定に有効な頭蓋
骨が含まれていないため具体的な種や個体数については，なお精査を要する。 しかし，これらを名
護市立なご博物館のアオウミガメの骨格探本と比較同定した結果，似かよった点が多いためウミガ

第 5表 カメ類 上腕骨出土表

預料No. 出土区 陪位 部位 右 左 計測値 備考
1 A-6 IV b 上腕骨

゜
L=(lO.O) 遠位端

2 B-4 ＂ ＂ 

゜
L=(l4) ほぽ完存

3 C-3 II II 

゜
計則不可 上腕廿頭端部

4 ＂ ＂ ’’ 

゜
L=(6.3) 近位端

5 C-4 ＂ ＂ 

゜
L=20.5 完存

6 ＂ ＂ 
,, 

゜
計測不可 近位端

7 C-7 ＂ ＂ 

゜
11 上腕廿頭端部

8 A-10 ,, 
＂ 

゜
L =19. 9 完存， II 

＂ ＂ 

゜
計測不可 上腕骨頭端部

〔単位は cm( )を付したのは残存俯を表わす）
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メ類が主であろうということが言える。

現在までに，同定できた上腕竹の出土区，附位，計測値，残存状況を示 しておいた。Gt5表）

まとめ 一ー動物遺体よりみた野国貝塚群B地点の狩猟 ・魚携活動について一一

縄文時代における食生活の基盤としては，植物食を主食物とし，狩猟 ・魚拐による動物食が副食

となる組み合わせであったということが明らかにされている（渡辺 1973,75, 82, 83)。 しかし，

本貝塚は砂丘上の貝塚という性格上，主食物としての栢物食を裏づける遣存体の検出はなく，副食

としての動物食の残滓（動物遺体）からその捕獲活動について考えてみたい。

まず魚榜活動では，その捕獲対象として貝類，魚類，海棲哺乳類，は虫類と，微批ではあるがカ

ニ類の遺体が検出されている。

貝類は，食用として採捕されたと推定されたものは 39科 152種である。このうちでも主要な種

は，マガキガイ，サラサバティ ・ムラサキウズガイ， ニ・ンキウズガイ，ヤコウガイ，チョウセ ノ`サ

ザ工，オニノツノガイなどである。これらの種構成は， a . 皿陪の主体をなす条痕文文化期， IV• 

vmの爪形文文化期， V1I陪文化期ともにさほど顕著な変化がみられず，各文化期ともその主体をな

すのは，潮問帯から水深 20mまでの砂礫底に棲息するマガキガイで，全体の 74°o以上を占めて

いるということは既に述ぺたとおりである。そして，これに次ぐのが潮間帯付近の珊瑚礁，もしく

は潮問帯下岩礁に棲息するサラサバティ，ムラサキウズガイ，ニ ・ンキウズガイ ，ヤコウガイ，チョ

ウセソサザ工，オニノ ツノガイなどの岩礁性巻貝が優先しており，食料としての主対象はこれらに

おかれていると言って良いほど他の貝種の検出率は低い。

この種構成のバクーソは，沖縄本品西海岸および周辺品嶼部の珊瑚礁を前面に控えた立地棗境を

もつ他の県内貝塚群，たとえば大宜味村喜如嘉貝塚（岸本他 1979),伊江村阿良貝塚（安里他

1983), 同浜崎貝塚 l地区（金武 ・大城 1980),恩納村伊武部貝塚（当真 ・上原 1983),勝連町キガ

浜貝塚（金武 ・比嘉 1978),同津堅第二具塚（当真他 1974),他を特徴づけるあり方と類似した頷

向を示している。これらとは，対称的に沖縄本島東海岸一帯に立地する貝塚群，とりわけ沖縄市泡

瀬海岸一帯の砂泥底の海岸に面して立地する勝連町勝連城跡本丸跡（安里他 1983),同二の丸跡，

南貝塚（安里他 1984),同北貝塚， 同平安名貝塚，金武湾口に面して立地する具志川市宇堅貝塚

群，アカ ジャガー貝塚（金武他 1980),玉城村百名第二只塚（安里他 1981)や，八屯山諸島石垣市

名蔵滸奥に立地する神田貝塚，大田原遺跡⑥迂財也 1980),他などは珊瑚礁を前面に控えていない

か，または湾口 ，湾奥に立地している。これらの貝塚群は，浅海砂質の潮問帯に棲むアラスジケマ

ソガイ ，イソハマ グリ，リュウキュウサルボウなどの二枚貝を主対象とする種構成バターソであ

り前者とは区別される。このよ うに，県内貝塚群の貝類組成のあり方は，基本的には先述したよう

に二大別されることが明確である。このことは更に海岸線と珊瑚礁間の広狭，すなわち礁原幅，あ

るいはその他の遺跡周辺の微地形の変化，個々の遺跡間の嗜好性，当時の水域環境，社会的要因な

どにも左右されていたであろうということは容易に推測できる。 しかし，ここではこのことを論じ

ることが目的ではないので予察として述ぺることにとどめ，他日節を新ためて論じたい。

確認されている限りにおいて，本貝塚の形成は，IV・V陪の縄文時代草創期中葉に比定されてい

る爪形文文化期より古相を示す文化段階，すなわちV1I層文化期に開始され，すでに貝塚形成の当初
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より前述した種構成のバクーソが確立されていたことが判明した。このことから，VlI陪の貝塚形成

の時期は更新世の終わり頃，ヴュルム氷期の晩氷期⑪勺 18,000年前）にマイナス 140m前後にあっ

た海水面が約 10,000年前には小海退があった後，さらにまた海進が進んでいる完新世海進，いわ

ゆる縄文海進と称される海進現象（江坂 1954,65, 井伐11981,82), のピークに近い水域環撓にあ

るが，貝塚の西海岸域 Ult久浜海岸）の底質や周辺衷境は現在とさほど変化がなかったと考える。

そして ，比較的多く検出されている・ンレナ・ンジミやハイガイ ，セソニソガイなどの汽水域産の貝類

は，貝塚南側の野国川河口城の泥底で採取したものであろう。

魚類については，少なくとも 4種以上が検出されているが，種が判明しているもののほとんどが

珊瑚礁域に棲息するプダイ類，ペラ類，クイ類などであり県内の他貝塚の魚種組成との相違はみら

れない。不明脊椎骨としたのもこれらに屈する可能性が翡い。他に，特記すべきこととしてサメ類

の脊椎骨が 5点検出されている。種については不明であるが，後続する縄文時代後期以後の県内の

貝塚群にはしばしばその脊椎骨，歯利用の製品などが見られるがその捕獲が縄文時代草創期までさ

かのぽれたということは捕獲の開始期を考えるのに重要である。しかし，これらを捕獲した漁具な

どについては不明である。

涌棲哺乳類のジュコ＇・ノやは虫類のウミガメ類は，あるツーズ‘ノに貝塚の西海岸の海浜に掲陸して

きたものや，海岸近くの海域に迷い込んできたものなどを捕獲したものであろ う。 とりわけ，ウミ

ガメ類は夏季の夜半などに砂浜に産卵のために拐陸した場合などの際にその捕獲が比較的容易であ

ることが知られているため，その可能性が大である。また， 確`認されている限りにおいては 1点の

みであるがA-6区，v陪よりカニ類の右鉗脚鋏部の不動指が検出されている。沖縄本品周辺にお

けるカニ類の現生種をみた場合， 14科 36種が知られているが，このうち食用種として知られるの

はアサヒガニ，クイワ` ノガサミ ， ノコギリガサミの 3種のみであり， これらは水深 10~50mの砂

地梵奥や河口の泥地などに棲息しているとい うことより（白井 1977),貝塚西海岸の砂地，あるい

は野国川河口の泥地などで比較的容易に捕獲できたであろう。

以上にみてきたように，貝塚の立地条件からみて動物性蛋白質の砧の多くを海に求めたであろう

ということは容易に想像でき，貝類の捕獲を主とし他に魚類，海棲哺乳類， tま虫類などが加わると

いうあり方は大勢として後続する県内の貝塚群のあり方と変わらない。が，しかし，後述する膨大

なイノ・ンツの追体から推察される狩猟活動に比すると魚類追体の出土は種類，祉とも決して多いと

はいえず，魚法の確立を取極的に支持するものではない。

すでに述べたように，プロックサソプリソグを伴なった定秘体栢法による預料の採取方法ではな

く，しかも!Va罹以外は発掘時に個別に採取したものであるとい う点については，大いに反省すぺき

ことであり ，かつまた考l俎しなければいけないが，貝製礁網錘などを含めた樵具としての明確な預

料が 1点も伴出していない事実とも相ま って漁法としての確立を示す印象は弱い。

次に，その狩猟活動についてであるが，その捕獲具，法などに関する諸問題について検討してみ

よう。一般に，洪栢世末期における気候の湿暖化にともなう海水面の上昇によ って日本列島は大陸

から隔離されマンモスやナウマ・ノゾウなどの大型獣の絶滅などによって ，狩猟対象動物が中 ・小型

獣へ移行し，その狩猟具が後期旧石器時代に主であった投げ柏としての石槍から縄文時代になると

弓矢としての石録に変化するというのが後氷期の技術革新論である。 しかし，九州地方においては
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長崎県吉井町福井洞穴（芹沢 ・鎌木 1965),鹿児島県出水市上場造跡（池水 1967)などにおいて縄

文時代草創期の爪形文土器に伴って細石刃を出土し，次期の草期押型文期になってはじめて長脚銑

や鍬形録，局部庖製鉄などの古式を示す石鉄が出現することが明らかとなっている。このような状

況にかんがみて，本項のはじめにも記したようにIV陪においては該陪が爪形文土器を伴出するとい

うことから，発掘調査では 2mmメッツュのフルイを使用してその検出につとめ，他の倍において

もこのような細かい石器の検出にあたって鋭意を尽くして凋査を行なったが，次項の 「石器」で記

しているように 1附より弥生時代に屈すると思われる砦製石敬を 1点出土したのみでついにその検

出は不可能であった。これは，遺跡を完掘しての結果ではないため結論は避けなければいけない

が，他の奄芙 ・沖縄地方において爪形文土器の出土している鹿児島県笠利町喜子川遣跡，同宇宿翡

又遺跡（安部編 1979).同土浜ヤーヤ洞穴遺跡（永井 ・三品 1964),知名町中甫洞穴（河口他1983),

伊仙町面縄第 1 • 4貝塚（牛ノ浜 ・堂込 1983),沖縄県恩納村仲泊貝塚()r田1977),勝述町ャプチ

洞穴（国分 ・三島 1965),読谷村東原遺跡（高宮他 1977),渡嘉敷村舟越原遺跡（宮城1979),など

でも伴出例がないことを考えれば他の捕獲法を考えるべきであろうか。また，他の状況証拠として

この他方においては読谷村東原遺跡上陀の曽畑層より石柏の未成品と報告されているものが 1点出

土しているのみで，縄文中期の追跡においてもいぜんとして石鋭等の出土はなく ，縄文後，晩期に

しか限られないようである。そして，その出土数も 1遺跡において 2~3点と他地方の同時期の遣

跡に比して極少で，狩猟技術の面からの地域的特性としてあげられることは，早くから国分直ー氏

によって指摘されている（国分 1972)。

では，本貝塚において膨大な出土祉をほこるイノ・ン・ンはどのような方法で捕獲したであろうか。

当時において，貝塚周辺がどのような森林植生をなしていたかは，花粉分析の結果を待たなければ

ならないが，出土した樹木を調査した小田一幸先生が第5卒第 2節で報告しているように，それら

はアダソや・ンマグワなどの海浜植物が繁茂していたということからして ，現在の海岸砂丘とさほど

変化はなかったものと思われる。しかし，貝塚東方に存在する嘉手納空軍基地の旧地形やその周辺

地域の植生帝が当時においてはどのようなものであったか，今となっては不明である。現在におい

てこそ沖縄本島では本部半品を除く恩納村以北までリュウキュウイノツ・ンの分布は北上しているも

のの，昭和 10年代までは読谷村や比謝川付近の山地においてもその生息が確認されたという（池

原他 1978)。そして，本島南部具志頭村の港川洞穴遺跡などでは，化石骨の出土例が古くから知ら

れておりかっては本島全域に分布していたものと解される。これらは，その後の匹境破壊とともに

森林植生が後退し次第に北へ追いやられたものである。このようなことから本貝塚の営まれた時期

には，比較的近い距離においてイノ・ン・ンの捕獲できる環境が存在していたものであろう。そして，

これらの捕獲には前述したようにその捕獲具が存在しないことより，他の狩捕法を考えるしかない

のであろう。現状においては，国分直ー氏が西表品の民俗例を出して指摘しているように（国分

1972), 猪の通路に即碍物を設営した，おとし穴，もしくは罠などの猟法を考えたい。

このように，本貝塚の狩猟 ・漁榜活動は各文化附とも，陸獣のイノ・ンツの捕獲と ，鍼水産を主と

し汽水産が加わる貝類採捕，それに若干の魚類，海棲哺乳類の捕獲活動が主流をなしていたという

ことに特徴づけられる。そして，このあり方は後の沖縄県内貝塚群のあり方と甚本的には異なるも

のではない。
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しかし，イノ・ン・ンをはじめとし，魚類 • 海棲哺乳類の捕獲に関与する道具，方法などについては

今後に残された大きな課題でありさらに検討してゆかなければいけないことである。

i立後に，本只塚の旅膀活動の屯要性について指摘しておきたい。既に述べたように本只塚の形成

はWI杓文化期，すなわち 1\/ • VFt:の縄文時代草創期中葉爪形文文化期より古い段階に始まるが，す

でにその当初において鍼水産貝を上体とした貝類の採捕活動を行なうとともに. IV・V陪の爪形文

文化期においてはサメ類をはじめとした魚類やジュゴ・ノ，カメ類などの捕獲活動も消極的ながら行

なっていたということは，後述するように日木列島における礁業の開始期を遡らせた点で屯要な意

義がある。先にも述べたことであるが，縄文時代草創期は，地質学でいう更新世と完新世の境界時

期に近い時代から完新世の初め頃，すなわち後氷期初頭の時期で氷河時代が終わり気候が湿暖化に

向かった頃である。この温暖化現象により海水面が上昇し，これが縄文前期には頂点に達するが，

瀬戸内面貝塚群などの貝類相からみて次期の押型文段階でもまだ瀕戸内海は成立途中にあり，この

段階までの海片湘線は現汁加水面下にあったであろうことが明らかにされている（江坂 1954,65, 井関

1982, 83)。このような自然環撓にある平創期の水産物の捕獲活動を示すものとしては，初頭の広

島県馬渡岩陰第 4庖の隆線文土器に伴なって淡水産の大形のカワ・ンソジュガイが認められるだけ

で，鍼水産貝を採捕し釣針などの樵具や魚骨などが出現してくるのは後半の稲荷台文化以後である

らしい（渡辺 1968)。そして ，この期の遺跡立地のほとんどが内陸部の洞穴や岩陰などにあり ，動

物性蛋白質のウエイトは狩猟活動におかれており，ニホ｀／ ジカ，イノ・ン・ンなどが主となるとい う

（渡辺 1968,鈴木 1972)。同様な傾向は，次期の押型文期にも引きつがれるらしい（片岡 1970)。

しかし，先述したように奄美 ・沖縄地方では，草創期中葉の爪形文土器が出土する追跡は本貝塚を

含めて10ケ所が知られるが，鹿児品県笠利町ャーヤ洞穴（永井 ・三品 1964), 知名町中111洞穴（河

n他 1982),沖縄県勝述町ヤプチ洞窟（国分 ・三島 1965)以外はいずれも砂丘 I::かその隣接地に立

地し，海とい う閑境への適応を秘極的に慟きかけている。そして，上記三遣跡も海岸部からさほと・

辿くない位骰にあり ，動物性蛋白買の多くを海に求めたであろうことは容易に想像できる。

これらの遺跡のなかで動物追体の内容が明らかとなっているのは，鹿児島県中甫洞穴（河口他

1983)と沖縄県読谷村束原遣跡（邸宮他 1977)のみであり，いずれも鍼水産の貝類，魚類などが検

出されている。このようなことは，この地方の島嶼という地域的特性として当然の帰結であるとい

えるかも知れない。しかし，上記二遺跡がプライマリーな堆栢陪から得られたものではないのに対

し，本貝塚は本来的な堆釈陪の内容を明らかにしたという点で重要な意義をもつものといえるであ

ろう。
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-→ 
M,)M, 雌 ＂ ． ＂ 

I 

＂ ＂ 

I M, M, ？下；It fl' 体I 

＂ ＂ 
I 
I M, M3 ,, ＂ 

＂ ＂ 
M, ＇ " ＂ 

＇ 

＂ ‘’ ＇ 
P, (M,) M, x ＇， 幼わ • 下顎11(ぷ

I 

c-2 ＂ M, ＇ 
＇，下 ;n -r↑ 体

＂ “ M, M, 
I 

＂ ＂ I 

＂ ＂ M, 
， 雄
I ＂ 

＂ ＂ M, M, M, P, P, I ＂ ＂ 

＂ ＂ M:i Mt M, P着
I 雌 ＂ ， 

． 
＂ 

M, M, M, P, P, I ＂ ＂ 

＂ ＂ 

I M, M,? ＂ 
＇ 

＂ ＂ 
＇ 
＇ 

Pt M, M: ＂ ＂ 
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C-2 ID 
， 

M: M, 雄下顎竹体I 

＂ ＂ ＇ P, 瓦 M1M2ぬ 雌 ＂ ＇ 

＂ ＂ M, (M, ~ I P,) P, P, P, M, M, M, 雄 ＂ 
’’ ＂ 

I 
M, ? ＂ ， 

C-3 ＂ X M, M, P, P, I 
＇， 幼若 ・下顎令体

＂ ’’ ＇ M, M, 雄下顎骨体
＇ I 

？ ＂ ＂ M, M, ， 
＂ 

＂ ” 
I 

＇ M』 MzMa “ ＂ 
＂ ＂ M, M, I 

＂ ＂ ' 

＂ ＂ M, M, (M, -+ M,)M, M3 ＂ 
B•C-3 ＂ M, M, (M, --;- M,)M, M, ？ ‘’ 

,, ,, X M: M1 P、Pa
＂ t幼}体E ・・ Ir下対顎

C -3 • 4 皿b ＇ I 

I 
P、M, ＇， 幼若 ・下顎什体

D-2 ＂ ， C (P, ～ M,)M, 雄下顎什体

" 
,, Ml ¥112 M, 

， 
， 雌 ＂ 

＂ ＂ M, M, ＇ 
’’ ＂ I 

＂ ＂ M, ＇ ？ " ＇ 
D-3 皿 M, M, (M, ～ ＇ M,)M, M, ヽ， 下顎什体 ・Ir対

＂ ’’ 
， 

M, X ＇， 幼若 ・下顎骨体I 

＂ ＂ M, M, ， 
＇，下顎令体， 

D-3 Wb M3 M, M, P、 I 雌 ＂ I 

＂ ＂ I M: M., 11 ＂ 
＂ " M, M, ？ 

＂ 
＂ ＂ M, M, M, P, P, P,(P,)C (1, .!. I,)C (P,) P, P, P, M, M, M, 雌下顎す｝体 .fr対

" ＂ M, 雄 下顎什体

＂ ＂ M,CM,) M, P, P, P, 
' ＇ 雌 " 

＂ ＂ M, 
＇ ？ ＂ 

D-4 ＂ M, M, (M, P,) P, (P, P, 〉C (I, _,_ ＇ I,) C 雄 ＂ 
＂ ＂ ， P, P, P、M,M, M3雌 ＂ 
＂ ＂ ＇ 

＇ C (P,) P, P, P,(M,)M2 M, 雄 ＂ 
" " 

I 
M3 ,, ＂ 

， 

＂ ＂ M, M, ＇ 雌 ＂ ' 
” “ M, M, ' ， ？ “ ， 

＂ ＂ M, ， 
＂ " 

＂ ＂ P, P, (P,~ M,)M, M, 雄 ＂ 
" ＂ C J3 l2 1.: 雌 ‘‘ 

＂ ＂ M, 迅 (M,P,)P,(P,P,)C ＇ ＂ ＂ ， 

D-5 ,, M, M, M, (P, ～ ＇ I,) C (P, ～ M1) M2 Ma ,, ＂ 
＂ ＂ M, M2 M, II ＂ 
＂ ＂ P, 

＂ ＂ 
,, 

" P,(P,) P, 
＇ 雄 ＂ 

＂ ” M, M, (M, -_ I P,) P, P, (M1) M, M, 雌 ＂ ＇ 
E-3 ＂ P, ~, M2 M, 雄 ＂ ， 

老齢 ・下顎竹体＂ ＂ ＇ M, " ， 

＂ " 
， 

M, M, ＂ 下顎什・ 体

＂ ＂ M3 M,(M1) P, P, P, 雌 ＂ 
E-4 ＂ x M! M, P. P3 

＇ 
雄 幼若 ・下顎骨体

＂ ’’ M3 M, M, P, P, ＇ ＂ 
,, . 

" 
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・̀ 

E-4 IDb 
， C (P,) P, 応 P, 雄下顎竹体llii端

E-5 ＂ M, M, (M, 
～ ， M,)M, 雌 下顎廿体・ Ir対

＂ ＂ Ma M2 ＇ ＇，下 顎打体
' 

＂ " X M2 M1 ＇ ＇ 
雌 幼若・下苅骨体

＂ ＂ X M2 M1 I ＂ " . ＂ 
＇ 

Ml M:e 
I ＇，下顎竹体

F-5 ＂ ' 

＂ ＂ M, ＇ ？ ＂ 
＇ 

＂ " ' Mi M3 " ＂ I 

A-4 ~' b M, ＇ 雌 " I 

＂ t,'b M, M, M, I 雄 ” 
＇ 
＇ 応 PiP、M1 Mz Mi 雌 ＂ A-5 ＂ 
I 

＂ ＂ M, 
I 

＂ ＂ I 

＂ ＂ M, 
I ？ 

＂ I 

＂ ＂ 
M, I ＂ ＂ ， 

＂ ＂ M, M, ＇ 
雄下顎枝～下顎骨体

' 
M, M, ＇ ？ 下顎骨体

‘’ ＂ ＇ 

＂ ＂ M, (M, 
I M,)M, 雌下顎骨体・ fr対

＾ ＂ ＂ 
＇ M2 M3 雄下顎竹体
＇ 

＂ ＂ 
， M, ？ 

＂ ， 

＂ ＂ X M2 M1 P4 ， ＇、 幼若 ・下顎骨体

A-6 " M, (M,M,)P、 P, P, (P, ー、鴫 P,) P, P, M, M, 雌下顎i'.j・体 ・Ir対

" ＂ M3 M, (M, P、)P, 
， 

＂下顎令体， 

＂ ＂ M, M,(M,) P, P, 
＇ 

雄 ＂ 

“ ＂ M, M2 (~!,) P, P3 ＇ ＂ ＂ ， 

“ ＂ M, M, (M1 P,) P, I ？ ＂ ， 

＂ ＂ M, 
， 

＂ ＂ ， 

＂ ＂ 

， M2. M3 ,, ＂ 

＂ ＂ M, M, ＂ ＂ 

＂ ＂ Mi M1 ＂ ＂ 

＂ " 
M, " ＂ 

" ＂ 
M, " ＂ 

A-7 ” M, M2(M,) P, P, 雄 ＂ ， 

＂ ＂ M, M1 P, P, (P,P,)C 雌 ＂ 

＂ " M, M, M, P、(P,~ P,)C 1, 1, 1,: I, I, 13 C (P,~ P,)P, M, M, M, ＂ 下閲顎結骨合体・Jr・対下顎

＂ ＂ M3 Mi M1 P、 P3(P2: → 

＇ 
1,)C (P,P,)P, P, M, M, M," ,, .,,.11 

" " x M, M, P, P3 (P, ～ ， ， P,) P, P, P,(M,)M, x ＂ 下幼顎若間・下結顎合骨.体Ir対・ 

＂ ＂ M, ＇，下顎骨 体

” ＂ X M2 M1 P• ， 9ヽ 幼若 ・下類骨体

＂ ＂ M, M, (M, ～ ＇ 
P,) P,(P,)P,(M,)M, M, 雄 下顎竹 体

" ＂ 
C (P, -- M,)M, M, 雌 ＂ 

＂ ＂ 
M, M, M, P, P, (P,P,)C 13 12 1,:1, 12 I, C (P,P,)P, P, M, M, M," ,, 

＂ ＂ ＇ M2 Ma " ＂ 

" ＂ 
P, P, (M,M,)M, 雄 " 

＂ " ＇ 
P, ＇， 下顎骨体前端

" ＂ 
M, M, X ？ 幼若 ・下顎介体

＂ ＂ C (1, --:- 1 ,) C 雄 下 顎 1笥結合部

＂ ＂ 
Ps 氏 M1 Mz Ms ？ 下 顎什体

＂ ＂ X M, ＇ ＇ ，， 幼若・下顎骨体

-54-



A-7 1'/b M, M, (M,) P, P, P, 
＇ 

雌下苅什体

＂ " x (M,) M, P, 
＇ 

＇， 幼む ・下顎什体

" ＂ X M, ， ？ 幼行 ・下顎廿体
＇ 

A-8 ＂ ， M, 雌下顎サ体

＂ I ,, M, M, M, (P, - P,) C (I, 
＇ ＇ 

～ P3) P, M, M, M,/雄 ＂ I 
＂ ＂ 

I 
応 P4M1 M~M3 雌 " I 

" ＂ M, I ？ 幼行 ・下顎1・1体I 

＂ ＂ M, M,(M,) P、P,P, I 雄下 ；Ji f~ 体， 

＂ " X (M2)M1 P, 
I 

雌幼行・下顎11体， 

＂ " X M, ＇ 
' 

？ " . ＂ 
“ ＂ ＇ M, M2 X ＂ 

,, . 
＂ I 

＂ ＂ M, M, M, P, P, (P,P,)C I, 12 1,:(1, ～ M,)M, M1 雄下顎 f,・'ぷ

” ” M, M, ， ？ ＂ 
＇ 

＂ ＂ M, ' 1 雌 ’’ 

＂ ＂ M3 M,(M,)P, ＇ 雄 ＂ ＇ 

＂ ＂ M, M, (M, ～ ＇ 氏）P, (p、M,)M,M, ＇， 下顎竹体 ・Ir対I 

＂ ＂ M, (M, i- M,)M, " " ● " 
,, 

＂ M, M,(M,) P, P3 』 ＇，下 ；n竹体， 

＇ ？ ＂ " M, ＂ 

＂ ＂ X M, M, 
， 

雄幼—行 ・ 下顎骨体

“ ＂ M, M, ＇ 雌下；f 竹体， 

” ＂ 
， C (P, ， ～ M,)M, M, 雄 ＂ 

＂ ＂ M, ＇ ？ ＂ ， 

＂ ＂ M, P. P3 P: 
， 

雌
＇ ＂ 

＂ ＂ M, M, M, P, P, P,(P,)C 13 1, 1,:(1, ～ P,) P, P, M, M, M, ＇， 下顎竹体 ・Ir対

＂ ＂ M, M, M, P, P, P,(P,) C I 
雄 下顎骨体I 

＂ ＂ P,(P,) C ＇ ＂ ＂ 

＂ ＂ : I, 12 l3 C (P1P:2)P3 P、M1M2 M, 11 " 

＂ ‘’ ＇ C (P,P,)P, P, M, M, M,I" I ＂ 

＂ ＂ M, M, M, (P, - P,) C (I, 
， 

1,)C (P, ~ P,)P, M, M, M, ＇， 下顎竹体 .Ir対..,. 

A -6 • 7 • 8 ＂ 
I P2 P, P、M1Mi M3 ＂下顎什体
＇ 

＂ 
,, ， P, P, P,(M,)M, M, " ＂ 

A-IQ " M, M, M, P, (P, _, 
＇ 

P,) P, P, M, M, M, 雌 下顎fl・体・ Ir対

' 
＂ ＂ I M, ？ 下顎竹体

＂ " 
I 
＇ 

M," ＂ 

＂ ＂ M3 M2 M1 P• P 3 P 2 PI C l 3 (2 I 1 : l I I 2 h C PI P 2 P 3 P• M1 M: Ma 上顎骨 .Ir対

" ＂ M, M2 I ？ 上 顎 .... H 
I 

＂ ＂ M, M2 ， 
＂ I 

＂ ＂ M, 
I 

下顎竹体I ＂ 

A-II ＂ M,M,M, P,P,P2(P,)C (I, I I,)C (P,P,)P, P, M, M, M, 雌 下顎i'J・体 ・Ir対..,. 

＂ ＂ M,(M,)P, P, (P,P,)C I 
＂ 下顎骨体I 

＂ ＂ P, P, (P,P,)C 1, 1, 1,: 1, 1, I, C (P,P,)P, 雄 下（下顎顎llり付結合）体

A-12 ＂ M, M, P, P, P,(P,) C I 
＂ 下顎骨体

＇ 
＂ “ x M, M, P, (P, 

I 
P,) P, P, M, M, x 雌 幼若・下顎竹体~, 

＂ ＂ 
， 
I M, ？ 下顎骨体

＂ ＂ 
I 
I C (P, P,) P, P, M, M, x 雌 幼若 ・下顎骨体

" RL M, M,(P,)P, P,(P,)C I 
雄 下顎骨体

＇ 

＂ ＂ x M, M, P, (P, 4、
I 氏）P, p、M,M, x 雌 ” 
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B-2 r,'b M, M, M, P、P, I ？ 下顎骨 体
I 

" ＂ M, M, ＇ 雌 ＂ 
M, M, 

I 
？ ＂ ＂ ’’ I 

＂ ＂ M, M, 
I 雄 下顎令体I 

＂ ＂ M, M, I 』9 " I 

＂ ＂ M,(M,) P, P, P, ＇ 
？ 

＂ I 

,, 
＂ : P, M1 (M,) X 雌 幼若 ・下顎骨体

＂ ＂ 
I Pt M1 M2 X ？ " . “ I 

＂ 
I 

＇，下顎骨体B-3 I M, 

I 

" ＂ I P,(P,)M, M, 雌 ＂ 

" ” 
， 

M1 Mt X ？ 幼若 ・下顎fl・体I 

" ” 
I M1 Mz X " " . ＂ I 

’’ ＂ 
I 
I 

C (P,) P, P, P, M, M, M, 雌 下顎骨体
， 

＂ ＂ ＇ ， M1 Ms 雄 ＂ 

" ＂ 
， 

p會 M1 M2 X ？ 幼若 ・下顎付体， 

＂ ＂ 
， 

M, M, M, 雄下顎骨体
＇ 

” ＂ ' 
＇ 

P2 P3氏 M1M2 M3 雌 ” 

＂ ’’ ＇ M1 M: ？ ＂ ＇ 

＂ ＂ 
I Mt Ma ＂ ＂ ， 

＂ ＂ 
I 

P4 Mi M2 M3 雌
＇ ＂ 

＂ ＂ 
， 

M, M, 雄 ＂ ， 

＂ ＂ 
， M, ？ ＂ ， 

＂ ＂ ＇ M2 M.1 11 ＂ ' 
＂ ＂ x M, M, P,(P,)P, P, C 13 1, 111 11 1, I, C P, P, P, P, M, M, X 雌 幼若対・下顎骨体・

Ir 

＂ ＂ M, M, ' 雄下顎什 体' 

＂ 
,, ＇ C (P,) P, P, P, M, M, X ＇， 幼若 ・下苅廿体

＂ " M, ＇ ？ 下顎什体
＇ 

＂ ’’ M, ＇ ＂ ＂ ＇ 
＇ 

＂ ＂ ＇ M," ＂ 
＇ 

＂ ＂ 
＇ M,,, ＂ ' 

＂ ＂ ， Mt Mi 雄 ＂ 

＂ ＂ ' ， Pi Pt M1 M2 X 雌 幼若 ・下顎竹体

＂ ＂ 
， M2 M3 ？ 下顎骨 体
， 

＂ ＂ M," ＂ 

＂ ＂ 
， 

M2 X ＇， 幼若・下顎骨体， 

＂ ＂ 
， 
』 M, ＇，下顎什体

’’ " M, I 

＂ ＂ ， 

" ＂ M, M, ， 雌 ＂ ， 

M, M, 
I 

？ ＂ ＂ ＇ ＂ 

＂ " M, M, ， 雄 ＂ 

＂ " M, M, 
＇ ＂ ＂ 

＂ ＂ M,(M,) P, P, P, ， 
？ ＂ ， 

B-4 ＂ 
， C (P,) P2 P3 P, M, M, M, 雌 ＂ 
， ＇ 

＂ ＂ ＇ 
M1 M2 M3 ,, ＂ 

＂ " 
' P4 M1 M2 M, 雄 幼店 ・下；i骨体
＇ 

" ＂ ＇ 
＇ 

M, M, 雌 下顎什体

＂ " ＇ ， M, M, 雄 ＂ 

＂ ＂ 
， 

＇ 
M1 M2 M3 11 ＂ 
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B-4 r.'b ＇ 
M, ? 下顎令体

＂ ＂ 
＇ M, " ＂ ' 

＂ ＂ 
， p3 p會 ＂ ＂ 

＂ ” ＇ ， M, ? ＂ 

" ＂ 
， 

＇ 

M, X ＇， 幼若 ・下顎骨体

， 
P, (M,)M, M, ＇，下顎骨体

＂ ＂ 
， 

" ＂ 
' M, " ＂ ' 

＂ ＂ ＇ M, M2 ＂ ＂ I 

＂ ＂ 
I 応 P鳴 M1 ＂ ” I 

" ＂ 
I M, " ＂ 

＂ ＂ 

I ， 
M, " ” I 

＂ ＂ 
I 

M, " ＂ ， 

n " ＇ M, " ＂ ' 
＂ ＂ 

， P, ＇， 幼若 ・下顎骨体， 

＂ “ 
I 

＇ 
P, ＂ " . " 

＂ ＂ 
＇ P, ＂ " . ＂ I 

" ＂ M, M, M, (P,~ P,)C ＇ 雄下顎付体
' 

＂ " 
: 11 12 1, C (P,) P,(P,) P,(M,)M, M, 雌 " 

’’ ＂ 
I P, p、M, M, M, 雄 ” ' 

＂ ＂ 
， M, M, 雌 ＂ 
＇ 

＂ ＂ ＇ 
M, M, 雄 ＂ 

＂ " 
， M, M, ,, ＂ ＇ 

＂ " 
， M, M, ？ 

＂ I 

＂ ＂ ＇ 
＇ 

M, " ＂ 

＂ ＂ ' M," " 
＇ 

＂ ＂ 
＇ P, P, P, 雌， " 

" ＂ 
， 

Pi P1 P• ＂ ＂ ， 

＂ ＂ M, M, M, P、P,P, P, C ＇ 雄 " I 

＂ ＂ M, M, (M,) P、 ， 雌 “ ， 

＂ ＂ X M2 M1 ＇ 
＇， 幼若 ・下顎什体

＂ ＂ P, ＇ ，、下顎竹体
＇ 

＂ ＂ M, M, ＇ ？ 幼若 ・下顎骨体， 

" ＂ P. P, ＇ 雌 下顎竹体

＂ ＂ M, M, M, P, P, P, P, C (I, ～ P,) P, い M,M, 雄 下顎什体 ・fr対

＂ ＂ M, M, M, P, P, (P, → P2) P, P, M, M, M, ？ 下顎骨体
， 

＂ ＂ M, ~ 2 
， 

‘’ ＂ 

＂ ＂ M, 
， 

＂ ＂ ＇ 

＂ ” 
， M, M," ＂ ， 

＂ ＂ ， C (P, ～ M,)M, 雄 下顎骨体 ・Ir対

＂ ＂ M, M, ＇ ＂ 下顎什体
' ， 

＂ ＂ M2 M1 P. ＂ ＂ 

＂ " P, ＂ ＂ 

＂ " M, M, P, (P, --:- M1)M, M, ＂ 下顎骨体 ・Ir対

＂ ＂ M, M, M, P, (P, ..... ， P,) p、M,M, M, 雌 ,, . 
＂ 

＂ ＂ 
， C 雄 下顎竹体
， 

" ＂ 
M, M,? ＂ 

＂ " ＇ M, 雄 幼若 ・下顎骨体
＇ 

" ＂ 
， P2 P, P, M, M, x 雌 " . ＂ 
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B-4 I Wb P, P, 雌 I下顎骨体

" " M, M, M, P, P, P, P, C 

" " M, M, M, P, P, P, P, C 

" " M, M, 

"'、 M, P, 

" " M』 M,

"'、 M,M2 M, P, P, P2 (P, 

,, " M, M, (M,P,)P, (P, 
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1
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＇-
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l
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芦体

'・"青
" " M, 

" ,, M, M, 

" ,, M, M, 

,, '、 M1M, (M, P,) P, 

,, ,, p、P,

,,'、 P、P1P,(P,) C 

,, ,、 p、P,

雌

？
一
雌

,, ,, M, M, M, P、P3P, P, C (I 3 

,, ,, M, M, M, P, (P, 

,, ,, X M2 M, P, P3 (P, 

,, ,、 M,M2 M1(P,) P, 

雄，9

P, 雌，9

M,)M, 雄 下顎什体 ・Ir対

P,) P, P, M, M, M, 雌，9 ● " 

P,) P, P, M, M, x ? .'1・, . 
. Ir対

雌下顎 什体

M, M, ? " 

M," " 

P, P, P, M, 雌，、

P, P, M, " " 

C
-
C
 

土雄
M
 

8• C- 4 I W M, (M, 

こ • 

B-5 " 

" I " I M, M, (M,) p、P,

" " M, 

"'、 M,

" " M, M, P, 

" 1¥/b M, M, M, P, P, P, P, C (I, 

" " M, M, M, P, P, P, P, C (I, 

言
,-'
{，-＇~
＇-9
,
1
,
r
,
 

翌
―C

l

l

 

＇ヽ I ,, 

雌，＇

P, P, P, P, M, M, M, 雄下顎廿体・ Ir対

P, P, P3 P, M1 M, M, 雌，' .'、

P, P, P, P, M, M, M, 雄 下 顎 i't 体

M, M, " " 

P, (M,)M, M, " " 

M, M, ? " 

M, M, " " 
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B-5 Wb ， 
P,(M, M, M 3 雌 下顎什体＇ 

＂ ＂ ＇ P1 P, (M,)M, X ＇， 幼若 ・下顎fi・体I 

＂ ＂ ' P, P, P, (M,M,)M ． ＂ 下；J1 付体

＂ ＂ M,?  下顎什体

＂ ＂ ＇ M,M ，雌： ＂ 
＂ ＂ P, P, (M,M,lM '" ＂ 
" ＂ M, ？ ＂ 
＂ ＂ M, ＇ ＂ ＂ ＇ 

＂ ＂ M2 M, P. I 雌 ＂ I 
＇ M1 (M:; X ？ 幼若 ・下顎11-1ぷ＂ ＂ ' 

＂ ＂ ' Pt M1 Mt X ＂ 
,, . 

＂ 
， 

＂ “ 
， 

M, 雌 下顎 f,・ 体I 

＂ ＂ ＇ M," ＂ ＇ 

＂ ＂ 
， M1 M2 X ？ 幼F・下顎什体， 

＇ 
＇，下顎什 体“ ＂ M, 

I 

＂ ＂ M, M, 
’ 雄 ＂ 

" ＂ M, I 
＂ ＂ I 

＂ " I P, (P,) P, P, M, M1 M, ＂ ＂ 
I 

＂ ＂ Mr M1 Pt Pa P: ＇ ？ 
＂ I 

＂ ＂ M, (M, ~ P,) P, (P, 
I 

P,) P, P嶋 M,M, M, 雌 ＂ 
I~ 

＂ ＂ 
I 

P. M1 Mz: MJ ＂ " ヽ

＂ ＂ ＇ M, " ＂ I 

＂ ＂ I C (P,)P, P, P, (M,M,)M, 雄 ＂ ＇ I 
＂ ＂ M, M, 

＇ ＂ ＂ 
B • C-4•5 ＂ M, I 

？ ＂ 
I 

＂ ＂ M2 M1 P, P、P:r ， 雌 ＂ 
＂ ＂ I 

P 4 M1 Mi Ma " ＂ 
8-6  W M, M, M1 P, P, P, P1 C (I,~ 11) I、I, I, C P, P, P, P, (M,M,)M, 雄 ＂ 
＂ ＂ ＇ M, ？ 

＂ ＇ 

＂ ＂ M, ' ＂ ＂ ， 

＂ ＂ Ms Mt M1 
， 

雄＇ ＂ 
＂ ＂ M, I ， 

＂ 
， 

＂ ＂ M, ヽ

＂ ＂ ＇ 

＂ rib M,M, M, P, P, P, P, C (1, -<. 1,)C P1 P, P, P, M, M, M, 雄 下顎什体 ・lri:II 

＂ ＂ 
I I 

M, ？ 下顎什体

＂ ＂ M, M, M, I 
雄 ＂ 

， 

＂ ＂ M』
I 

？ " 
I 

＂ ＂ M, I 
＂ ” I 

＂ " ' C (P, P,) P1 P,(M,)M, M, 雌
” ＇ 

＂ ＂ M, M, ? ＂ 
＂ ＂ M, ＇ 雄 ” ＇ 

＂ ＂ X M, M, ＇ ？ 幼若 ・下；!!ft体' 
＂ ＂ X M2 M, P. ＇ ” 

. . 
＂ ’ 

＂ ＂ M, M, (M, ’ M,)M, ＂ 下；Jlf,-体 ・Ir対
＇ 

x M, M, P, P, (P, 
， 

P,) P, P, M, M, M, ＂ 
，，Ir｝心対. r ,..",. . “ ＂ .,. 

＂ ＂ M, M, M, P, P, (P, ＇ P,) P1 P, M, M, M, 雌 下顎什体 ・Ir対
..,. 

＂ ＂ X M, M, (P, + P,)M1 M, X 雄 幼Ir石対・ 下顎什体・

＂ ＂ ＇ M, X ？ 幼l'i・下顎什体， 

~
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8-6 Wb X M, (M, ～ l 1~ 1 1 1, 1, C P, P1 P, P, M, M, x 雄 I幼Irじ対・下顎tt体・

＂ ＂ M, M, (M, ＇ I,)C (P,P,)P, P, M, M, M, 雌 下 顎 什 体
―ー

＇ 
＂ ＂ M, M, M, P, ＇ 雄 ’’ ， 

＂ ＂ 
M, 凶 (M,)P, 

， 雌 下顎 什体

＇ 
＂ ＂ 

， M1 M, X ？ 幼若 ・下顎介体

＂ ＂ ' 
M, (M2) X ＂ " . ＂ 

＂ M, M, M, P, P, P, (P, 
I 

P,) P, P, P, M, M, M, 雌 下顎骨 体
＂ 

ヤ

＂ ＂ M, ' 雄 ＂ 
＇ 

＂ ＂ M, M, (M1) P, ' 
雌 ＂ 

’’ ＂ M3 M2 M, 化 P3 ＇ " ＂ 
＇ 

＂ ＂ M, I ？ ＂ I 

＂ ＂ M, M, (M, ヤ^I M,)M, M, 雌 下顎竹体•Ir対

＂ ＂ M, M,(M,) P、P,P,(P,) C 
I 雄 下 顎 什 体I 

＂ ＂ ＇ M, • ＂ I 

＂ ＂ 
， M, M, M, ？ 

＂ ， 

＂ ＂ ＇ 
M," ＂ 

＇ 
＂ ’’ 

I M, " ＂ 

＂ ＂ M, M, M, P, 広 (P,
I P1) P, P, P、M,M, M, 雌 “ ..,. 

＂ ＂ M, ＇ ＂ ＂ I 

" ＂ M, M, 
I 雄 " I 

＂ ＂ M, I ＂ " 
＇ 

" ＂ X Mi M1 I ？ 幼F・下顎介体

＂ ＂ M, M, (M, 
I P1) P, P, (P,- M,)M, 雌 下顎什体・ Ir対I 

＂ " M, M, M, P, (P, -r P,) P, M, M, M, ＂ 幼Ir(i対. 下顎↑IU: ・

‘’ ＂ M, (M,M,)P, P, P, I ＇ ，、下 顎 ’行体

＂ ＂ M, Mt M, P• P.1 P2 
I 雄 ＂ I 

＂ ＂ M, M, M, P, 
I 雌 ＂ ， 

＂ " 
I M1 Mi ＂ ＂ ， 

＂ ＂ M, I 雄 ” 

B• C- 6 I, M, M, M, P, (P, ~ P,)C I, I, 1,: 1, I, I, C 雌 ’’ 

＂ ” M, M, (M,P,)P, (P,P1)C (!, - I,) C (P, P,) P, P、M,M, M, • ＂ 

B-7 11/b 
， 

P3 P. M, M1 M3 雌 ＂ I 

＂ 
. I P• M1 M2 M:a " ＂ I 

＂ ＂ 
I P』 M1M2 X ？ 幼行 ・下顎件体
I 

＂ ＂ M, M, M, P、P1P, I ， 雌 下顎竹・ 体

“ ＂ 
M, MJ ,, ＂ 

＂ ＂ 
＇ P、(M,)M,X ？ 幼E・下顎1祁本， 

＂ ＂ ’ 
P, M, (M,) X " . . " 

＂ “ ’ M, X II " ● ＂ 

" ＂ 
M, 雄 下顎竹 体

＂ “ 
Pa P, M1 Mt x 雌 幼t・下顎介体

＂ ‘’ 
M, ? ＂ 

＂ ＂ 
M, ? ＂ 

＂ " M,(M,M,)P, P, P,(P,)C (I, ～ P,) P, P, P、(M,)M,M, 雄 下顎，，↑体 ・Ir対

＂ ＂ M, M,(M,)P, P, P, (P, ～ M,) Mz Ma 11 " . ,、

＂ ＂ x M, M, P, P, 雌 幼行 ・下顎竹体

＂ ＂ M, M, M, P, ＂ 下顎 什体

＂ ＂ X M, ？ 幼JJ.下顎什体

4

、
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B-7 ~'b M,(P, 〉P, ， 雌幼r,.下；針i体
' 

＂ ＂ X M2 M1 P奮
， ＇ 

＂ " ● ＂ 

" ＂ M., 砧 M1 P. P., P, I ，、 下；i 竹 体

" ＂ M3 ~ t M, P、 P3 Pt ： 雄下顎骨体

＂ ＂ 
， M, M, ？ 

＂ 

＂ ＂ ＇ 
M! Ms " ” 

＂ ＂ 
， M, M, ＂ ＂ 

＂ " 
I I, 1, 13 C (P,)P, P, P,(M,)M, M, 雌 ＂ ， 
， 

C (P,) P, P, い(M,)M,M, 雄＂ " ＇ " 

＂ ＂ ' M," ＂ 

＂ ＂ 
I C (P, ～ M!!) Mi II ＂ ＇ 

＂ ＂ M1 M1 Ms " ＂ 
B- 8 ＂ M, M, (M, P,) P, (P, ＇～ M1) Mi Ml 11 下顎＇竹体 ・Ir対

＂ ＂ 
， P, 雌下；li 1'1" 体
＇ 

＂ ＂ X M2 M1 Pt (P3 ＇ M1)M, X ＇， 下顎tt体 • Ir対
＇ 
＇ ＇，下顎什体

＂ “ M3 M2 M1 P• P, ， 

＂ “ P, P, ＇ ＂ " 

＂ " M3 M2 I ＂ ＂ 

" ＂ M1 M1 I ＂ ＂ 

＂ ＂ M3 M, (M, . I,) I I I' I'C (P,) Pt P:1 凡 M1Mt M ' ＂ " 

" ＂ ＇ 
M1(M,) X ？ 幼店 ・下顎す＇｝｛本

＂ ＂ M, 仙 (M,)P, P3 氏 (P, ＇ ， ~- P,) P, P3 P、M,M, M, 雄 下 ；1t'ft (,I; 

＂ ＂ M1 P, P, (P, +- P,) P2 P., Pt M1 Mt 雌 ＂ 

" ＂ 
， ， P, (P,M,)M, M, ＂ ＂ 

＂ ＂ M, (M,~ P,)P, (P,P,)C ： 雄 ＂ 
＇ 応 P,M1 Mz x 雌 幼行 ・下顎1,"(本

＂ ＂ ＇ 

＂ ＂ 
， p 3 pt M1 M2 X 11 

,, . 
＂ 

＂ " 
I 応 P• M1 M2 X ,, " . ＂ ＇ 

＂ ＂ ＇ M, ？ 下顎 11- 体

＂ ＂ M3 M~ M1 ， 
" ＂ ， 

＂ ＂ x M, M, P, P, I ＂ 幼l'i・下顎骨体

" ＂ 
I 

1, 1, 13 C (P,) P, P, P, M, M, M, 雄 下顎サ体I 

＂ ＂ 
， 

C (P1) P, P, P, M, M, M, 雌 ＂ ， 

＂ ＂ 
I M, ? ＂ I 

＂ ‘’ I P, P. M1 M2 M, 雌 ＂ I 

＂ ＂ 
I 応 P,M1 M2 M.1 雄 ＂ I 

＂ " M, M, M, P, P, (P, P,) C 
I 
I ＂ ＂ 

＂ ’’ X M! M1 P、
I 雌 ＂ I 

“ ＂ M, M, (M, ~ 
I P,)P, P, (M1M2)M, 雄 ” 

＂ 
,, M, M, M, P, P, (P, -'- P2) Ps凡 M1Mz M, " ‘’ I 

" ＂ M, M, M, P、(P, -,. M,)M, M, " ＂ 

" ＂ 
I 

応 P,M, M, 砧雌 ＂ I 

＂ ＂ 
I M, X ＂ 幼若 ・下顎骨体
I 

＂ ＂ 
I Mz Ms 雄 下顎竹・ 体
＇ 

” ＂ I M, ? ” 

＂ 
I 

M2 M3 11 ‘’ ＂ I 

＂ ＂ M, M, (M, ＋ P,) P, P, M, M, M, 雄 下顎骨体 • Ir対

＂ ＂ M, M, M, P、 P,(P, ＋ P2)P., Pt M1 Mt M," ＂ 
・ ，、
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B-8 Wb M, M, M, P, (P, ベ M,)M, M, 雄下顎竹体 ・Ir対
I 

“ " I ， 応 P,M, M, M, 雌 下顎骨体

＂ ＂ 
I 

M, M3 雄 " I 

＂ ＂ 
I M, X 雌 幼若 ・下顎竹体I 

" ＂ 
I M, ？下顎骨体I 

＂ ＂ 
I M2 Ma ＂ " I 

＂ ＂ M, M, M, P, P, (P, や P,) P, P着 M,M, M, 雌 下顎骨体 .Ir対

＂ ＂ M, M,(M,)P, P, P, (P, 
I 

I ,) C (P, - P ,) P• 雄 ,, 
● " -,. 

" ＂ 
P, P, (P,C)I,I,J,: (I, → P,) P, P, P, ＂ " .'、

＂ ＂ x M, M, P, P, (P, 十 P,) P3 P, M, 雌 幼若 .,, . ,、

＂ ＂ 
I M, ？ 下顎骨体

＇ 
＂ ＂ 

I C (P, P2) P~ P, (M,M,)M, 雄 ＂ 

" ＂ 
I 

M, M, 雌 ＂ ' 

＂ ＂ 
， 

M, M, ？ ＂ I 

" ＂ X M2 M, ＇ ，， 幼希 ・下顎骨1本， 

＂ ＂ x M1 M1 P, Pa ＇ " 
" ● ” I 

＂ ＂ X M2 M1 ＇ ＂ " . ＂ 
＂ " M,M,M, P, P, P, P, C (13 ＇ 1,) C P, P, P, P, M, M, M, 雌 下顎1↑体 ・Ir対-,-

" ＂ M, M, M, P, P, P, P, C (1, ' ～ P,) P3 P、M,M, M, ＂ ＂ ・ 9ヽ

＇ 
＂ " 

I M, M, M, ？下顎竹・ 体， 

＂ ＂ 
， Pa P• M1 M2 Ma 雄 ＂ 
＇ 

＂ " ' C P, P2 Pa P着 M1 M2 M3 ＂ ＂ 
＇ 

＂ ＇ C P1 P2 Pa P着 M1M2 M, ＂ ＂ ＂ ＇ 

＂ ＂ M, ＇ ？ ＂ I 

＂ ＂ M3 Mi M1 Pt P3 
， 雌 ＂ ， 

B-6 • 7 • 8 ＂ Ms M:z M1 I ＂ ＂ I 

＂ ＂ 
I P、M1M2 M3 11 ＂ I 

‘’ ＂ 
I 

Pa P 4 ＂ ＂ I 

8-9 " 
I 

P3 P. M1 M2 M3 ？ ＂ ＇ 
＂ ＂ ＇ C (P,P2)P, P, M, M, M, 雄 ＂ I 

＂ ＂ 
I P, P, P, M, M, M, 雌 ＂ I 

＂ ＂ X Mt M1 P、Pa l ？ 幼店 ・下顎i'l体
I 

＂ ＂ M, M, 
I 

雌 下；i竹体I 

＂ ＂ M3 (M2M1) P, P, P2 
I 雄 ＂ I 

8 - 8 • 9 ＂ 
I 応 P4M1 M2 M:s 雌 下顎 1↑ 技I 

＂ ＂ 
I 凡 M,M2 M3 ？ " I 

＂ ＂ P、P,P, (P, ヽ C) P, P2 P, P, M, M, 雄 ＂ 

＂ ＂ 
I 

M2 M3 ？ ” I 

" ＂ 
I C (P1) P, P, 雌 下顎竹・ 体I 

＂ ＂ 
I I, (C -- M,) 雄 ＂ I 

＂ ＂ 
I P3 P. M1 M2 M3 雌 ＂ 
＇ 

＂ ＂ 
I P, P, P,(M,)M, M, " ＂ 

" ＂ 
I 

M2 M3 " " I 

‘’ ” 
I M, ＂ " I 

＂ ＂ 
I C P, P, ＂ ” 
＇ 

B-10 " 
I M, M, 雄 " I 

’’ ＂ M, M, M, P, P3 P, P, C (I, ～ I,) C (P,) P, P, P、M1M, M, 雄 下顎'o'i体 ・Ir対

" " M, M, (M, ， ， P2) P, P, M, M, M, ＂ ＂ 
．，、
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B-10 I Wb 

" I " I M, M, M, P, P, P, 

"'、 M,M, M, P、P, P, 

I. C (P,) P, P, 

平雌下顎什体

" I"  IM,M,M, P, P, 

8-11 I 9ヽ

8-12 1 " 

" I " I X M, M, P, P, 

" " 

M, ? " 

雌，9

I, I, C (P1)P, P, (P,~ M,)M, " " 

M, 雄，＇

P, M1 M, X 雌幼若・下顎介体

C (P1P,)P, P, M1 M, 雄下顎骨体

M, X 雌幼若・下顎令体

C (P1P,)P,P,M1M,x 雄，9 ● " 

C (P1P,)P, P, M1 M, M,? 下顎什体

＇， 幼若 ・下顎付体

、, I IV 

B□三 P, P, (P, P,) C 

P. M1 M'l X ,、 " . ＂ 
＇，下顎廿体

雄

I: I P. M1 Mz 

" I " IM3 雄

P, p、M,M, M,I? 

P, P, P, 雌

C-1 I " IM, M,(M,)P, P, P,(P,)C 

C-2 I ll'b IM, M,(M,)P, P, (P, 

C-3 I IV JM, M,(M,)P, P, P, (P, 

" IV・溜
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M, " 

M, M, 雄

M, M," 

P,)P, P, P, M, M2 M," 

M, M, M, 雌

P、M,M, M, " 

M, 砧雄

応）応 P,M, M, M, 雌

M," 

P, M, M, M, " 

M, M," 

M, M,'I 

M, 

,、 I)Vb c
 二：P,) P, 

Pニ
C (P, ~ M,)M, M,I雌

~::P, 

,, I ,, I M2 ( ~ , 

雄

c~ 三
J
'
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C-3 l¥lb M, M, M, (P, 十 M,>M, 雌 下顎骨体

＂ ＂ 
I M2 M3 雄 ＂ I 

＂ ’’ I C (P,) P, P, P, M, M, M, 雌 ’’ 
,, 

＂ ' Pi応 p4 Kit, M2 雌 ＂ I 

＂ ＂ ！ P, P, 雄 ‘’ 

” ＂ M, M, M, P, P3 (P2P,)C 1,121, I I I z 雌 下顎t]・1本・Ir対

" ” M, M, M, I 雄 下；'Ii・r,- 体I 

" ＂ I P. M1 Mz ？ 
＂ 

＂ ’’ P, P,(P,) C 
I 

雌 下顎'ft体 ・1Fi端I 

“ " M, Mz 
I 

，、下顎骨体I 

" ＂ X M2 M, P. I ？ 幼若 ・下顎1判体I 

＂ ＂ M, M, (M』
_,_ 

M,)M, M, 雄 下顎什体 ・Ir対I 

＂ ＂ M, M, (M, - M,)M, M, ,, ＂ ● " 

＂ ＂ 
， I 

P2 応 P鼻 M1M: Ma 雌 下顎什体， 

” ＂ 
I 

C P, P, P, P, M, M, M3 雄 ＂ I 

＂ ＂ 
I 

M2 M.1 雌 ＂ I 

” “ I M2 M3 ,, ＂ I 

＂ ” X M2 M1 P. ＇ ？ 幼行 ・下顎什体， 

＂ " M, M, 
， 

＇，下顎付 体I 

" ” 
↓ 

P2 P., P1 M, Mi M., 雄 " I 

＂ ＂ 
， 

M1 M2 X ，、 幼若 ・下mt体
＇ 

＂ " M, M2 ， ，、下顎骨体， 

" ＂ ＇ ＇ 
C (P, -- M,)M, M, " " 

" ＂ M, ? ＂ 

＂ ＂ ＇ M,,, " ， 

＂ ＂ ' M, 雄 ＂ ， 

" ＂ 
I M1 M3 " ＂ ＇ 
＇ ？ " ＂ ＇ M, ＂ ， 

’’ " 
， 

M,,, 
＂ I 

＂ ＂ 
I 

M," ＂ I 

cー 4 ＂ M, M, 雌 ＂ 

＂ ＂ M, M, ？ " 

" ＂ 
： C (P, -_ M,)M, 雄 ＂ 

＂ ＂ M2 M, 
I 

雌 " ＇ 

” " X M, (M1氏）P3 (P, P,) P3 P、M, M, X ＇， 幼店・下顎ft体・
Ir対

＂ ＂ P, p、M, M, M, ＇，下顎サ 体

＂ ＂ M, M,(M,)P, P, (P, ＇ P,) P, M, M, M, ＇， 下；Jii1・体 ・Ir対-.-

＂ ＂ 
， 

Pi凡 M1M2 M., 雄 下 顎 1~ 体

" ＂ ＇ ＇ P2 P, Pt M, Mi Ma 雌 ＂ 

“ ＂ ＇ P, P, P, (M,)M, M, 雄 " ' 
" ＂ ， M1 M,: M3 雌 " 

＂ ＂ Mi M2 ＇ ？ 
＂ ＇ 

＂ ＂ 
I 

P, (p、M,)M,M, 雄 ＂ 
， 

＂ ＂ 
I 

C P1 P2 P3 P着 M1 M2 M3 11 " ＇ 

＂ “ M, M2 M1 P着 ＇ ＂ ＂ ＇ 

＂ ＂ ， ＇ M, M, 雌 ” 

＂ ＂ ， ＇ M2 M3 II ＂ 

＂ ＂ 
， 

I I (I  2 ～ P,) P, (M,)M, M, ,, ＂ 
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C-4 rib P,(P,)P,(P,)M, M, M ≫ 雌 下顎介体

＂ ＂ ． ＇ C (P,)P, P, P,(M,)M, M ' ． ” 
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追記

本表からは， I層出土のものと歯式の判明しないものは割愛した。したがって．本文中および第s;;r第3節のJI[島由次博士 ・村岡滅氏の

論文に記された推定最少個体数の数とは一致しないことを記しておく。
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2. 人口遺物

今回の調査で得られた人工遺物は，その材門によって貝製品 ・木製品 ・石器 ・土器に大別でき

る。貝製品はほとんどが撹乱部 CIb層）からの出土で，編年的位闘づけが困難であるが，ゴホウ

ラ製貝輪やスイジガイ製利器は他の遺跡での出土状況より弥生期の所産と考えられる。木製品とし

たものは，性格等は判然としないが加工痕が認められることより製品として扱った。木製品の出土

例がほとんど皆無に等しい沖縄で，特に爪形文土器に伴って出士したことは注目に値するものであ

る。石器も種類は多くないが，従来全国的にみても判然としなかった爪形文土器に伴う石器の組成

が把握できたことは特筆すべきものである。土器はプライマリーな陪から条痕文土器や室川下陪式

土器など縄文前期のものや縄文草創期の爪形文土器が出土している。特に爪形文土器の出土批は圧

倒的で，全国の爪形文土器を一同に会しても本遺跡のものに及ばないほどである。また，爪形文土

器の下庖から別型式の土器が出士し，それが沖縄における現時点での最古の土器となっている。拶

しい祉の獣骨（イノ・ン、ン等）が出土しているが，その骨 ・牙を利用した製品は 1点もない。

以下，それらの遺物について簡単に述べる。

(1)貝製品

今回の調査で得られた貝製品は僅に 5点であり，うち 4点が撹乱部 (Ib陪）からの出士であ

る。

第21図 lはスイジガイを用いたもので， 6本有する管状突起のうち 1本の先端を庖いて付刃

している。風化が著しく ，残りの管状突起は先端部が欠失している。体部の腹面に径9mmの租

孔が穿たれている。本標品は沖縄前V期に出現し，同後期に盛行するようである。用途について

は判然としないが，上原によって刃部を主とした形態分類と機能に関しての考察が試みられてい

る（上原 1981)。 • 

同図 2と3はゴホウラ製貝輪で，両者とも腹面部を用いている。前者は打ち欠いて素材を取得

したのち研磨を施しているが徹底してない。現状から推して製作途上のものと思われる。後者は

破損品であるが，細部まで入念に研磨を施していることより完成品であったことが窺える。

同図 4は下端部を欠き全形は窺えないが，現状より貝製鏃と考えられる。裏面の一部が剥離し

ているが，両面とも丁寧な研磨を施し，アコヤガイ特有の真珠光沢がみられる。現存長4.5cm, 

最大幅 2.l cm, 厖さ 0.3cmである。撹乱部からの出土であるが，この種の貝製品はヤブチ洞穴

遣跡でも数例出土している。

同図 5は爪形文土器に伴う唯一の貝製品である。両端を欠き全形は窺えないが，前記資料と同

じ＿貝類（アコヤガイ）を用い，製作技法も類似していることにより同種の製品と思われる。A-

13グリッド Va屈の出土である。

上原 静 「いわゆる南品出士の貝製利器について」 『南島考古』第7号 沖縄考古学会

1981年
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(2)木製品

本遺跡の Vb沼およびVe陪はかなり湿潤な粘土屈であり，それが幸いして比較的残りにくい

植物遺存体も若干含まれていた。出土した木片中に加工痕を有する賓料が 2例確認できた。いず

れも小片で用途等については判然としないが，人工品であることより本項で扱った。また，加工

痕は認められないが，比較的大きい木材片が得られ，石斧との関係で併記することにした。他に

も一端が火を受げて炭火したものが数点得られた。

沖縄における木製品の出土例はほとんど皆無の状態であり，詳細な検討は査料の増加を待つこ

とにし，ここでは各標品の記述のみに留めたい。なお，樹種については，琉球大学農学部の小田

一幸助教授の同定による。

第 22図 1(図版22-1)に示したものは板状をなすもので，裏面は木材を縦に引き裂いた状

態にあり凹凸が著しいが，表面および両側辺はかなりフラットな面で構成され，意図的に面取り

した感を呈する。表面の下端付近に刃物で削り取られた痕がみられる。現 存 長 19cm,幅 4.8

cm, 屏さ 1.7 cmで，A-9グリッド Ve屈の出土。樹種は・ンマグワ <Morus australis) であ

る。

同図 2(図版 22-2)は小さい木片で，表面の一部に前述の賓料と同様の刃物による削痕があ

り2面を構成する。他の部分も意図的に面取りされた可能性があり ，表面に稜を有し，横断面が

三角形を呈する。現存長 5.9cm,幅 1.7 cm, 厚さ 0.5cmで， A-9グリッドVe陪の出土。樹

種は•ンマグワ (Morus australis)である。

図版 22-3は明瞭な加工痕はみられないが，その形状，サイズ等より石斧の柄として利用可

能な聟料である。下端部の横断面はほぽ円形をなすが，上端部のそれは扁平な楕円形を呈する。

上端の木質部が快り取られた状態になっているが，人為的なものかは判然としない。サイズは現

存長41cm, 上端部の幅 7.9cm, 昇さ 5.0cm, 首部の幅 7.5cm, 厚さ 3.1 cm, 下端部の幅 4.

5cm, 摩さ 4.9cmである。D-1グリッド Vb陪の出土で，樹種は不明。
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(3)石 器

今回の調査で得られた石器は破片も含めて 129点あり，うち器種の判別可能なものは石斧，石

斧様刃器，敲打器，砥石，＜ぽみ石，石錘，磨製石鏃の 7種である。

石斧は刃部磨製石斧と磨製石斧がある。石斧様刃器としたものは，刃部のみを磨いて付刃する

製作技法は刃部磨製石斧に類似するが，扁平小型のため斧のように付柄しての使用に耐えること

が出来ず，手に握ってナイフのように使われていたことが考えられることより，石斧とは器種を

別にした。敲打器はいわゆるハ‘ノマー ・ストーンと称されるもので，手頃な河原礫を何ら加工も

施さずに利用しているため，数種類の形態がみられる。それらの大部分は石斧や石斧様刃器を製

作する際のハードハソマーであったことが窺える。砥石も石斧および石斧様刃器の刃部を砥ぎだ

す道具として用いられたもので，かなり大型の査料もある。 ＜ぼみ石，石錘，磨製石鏃の 3種は

各 l例のみで，いずれも撹乱部 (Ib陪）からの出土である。チャート製品は定形になっている

ものはないが，チッピ‘ノグを施した狩料や石核，剥片が認められる。

これら石器の出士状況は第6表に示したとおりである。

第 6表府位別出土状況

府＼位 石斧 石斧様刃器 敲打器 砥石 球状石器 ＜ぽみ石 石錘 磨製石鏃 チャート製品 不明 計

lb 29 12 8 5 1 1 l 1 4 2 64 

゜ ゜皿 5 2 l 3 1 5 17 

a -

゜IV b 6 4 3 8 2 1 24 

C -

゜a ， 4 3 1 17 

V b l 1 2 
C l l 

VI 

゜w l 2 1 4 

計 51 22 17 18 4 l 1 l ， 5 129 

石器と石質の関係について

第 2章で述べたように，本遣跡は海浜砂丘地に立地しており，遺跡地周辺で取得できる岩石

は琉球石灰岩だけである。それ以外の岩石は他所からの持ち込みであることにより ，石材片も

すべて採集した。その結果，第7表に示したとおり 21種類の岩石が確認できた。その中で位

的に多いものは緑色千枚岩，砂岩，細粒砂岩（ニービ）の 3種類である。

器種との関係についてみると，石斧は若干のばらつきがみられるが，緑色千枚岩が半数以上

を占め，他の石質も性質の類似した変成岩である。石斧様刃器はすべて緑色干枚岩である。こ

れらの利器に用いられている岩石は，いずれも板状に割れる性質をもち，しかも粘り強さを有

している。そのことは加工が比較的容易で，目的に応じた使用に耐えうるということを充た

し，当時の人々が石材の選択という技術を，経験によって会得していたことが窺える。敲打器

はかなりばらつきがみられるが，自然礫を何ら加工も施さずに使用するという道具の性格上，
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手頃な大きさと適当な硬さを有している石であれば良しとし，慈図的な石材の選択がなかった

結果と考えられる。砥石は 1例を除いてすべて細粒砂岩（ニービ）であり ，それも石の特性を

知っていたことを明示している。

第 7表器種と石質の相関

石~に、種
石斧 石斧様 敲打器 砥石 球状 くほ・ 石錘 石鏃 チャー 不明 計 割合 石材 割合

刃器 石 器 み石 ト製品 （％） （％） 

緑色千枚岩 36 22 1 2 61 47.2 75 35.0 

黒色千枚岩 1 1 2 1. 6 21 9.8 

泥質千枚岩 2 2 1. 6 1 0.5 

砂買千枚岩

゜゚
3 1. 4 

変質千枚岩 1 1 0. 8 

゜゚緑 色 片 岩

゜゚
3 1. 4 

黒 色 片 岩

゜゚
3 1. 4 

泥 買 片 岩 4 4 3.1 

゜゚珪 質 片 岩 1 l 0. 8 

゜゚輝 緑 岩 2 3 5 3. 9 4 1. 9 

粗粒輝緑岩 1 1 2 1. 6 1 0.5 

笈 輝 緑 石,.,_, 1 l 0. 8 

゜゚変 斑 籾 岩 3 1 4 3. 1 6 2. 8 

安 山 岩 1 1 0. 8 

゜゚角閃石安山岩 1 l 0. 8 

゜゚ヒ ソ 岩 4 4 3. l 2 0. 9 

ツ Iレ 卜 石屯 l l 0.8 8 3. 7 

砂 ,,,jJ _,_ 5 l 6 4. 6 45 21. 0 

細粒砂岩（ニービ） l 17 4 l 23 17. 7 26 12.2 

琉球石灰岩 l l 0.8 

゜゚チ ヤ 卜 ， 9 6. 9 16 7.5 

計 51 22 17 18 4 1 1 1 ， 5 129 100 214 100 

割合（％） 39.5 17. l 13.2 13.9 3.1 0.8 0.8 0. 8 6.9 3.9 100 

これら石材の供給地が判明すれば，当時の人々の行動範囲及び物的交流等の一端を窺い知る

ことができると思われるが，今回は産地同定するまでに至らず，その問題の究明は次の機会に

委ねることにし，ここでは問題点の簡単な整理だけに留めたい。

① 沖縄地学会が中心になって作製された沖縄の露頭岩分布図（註 1)によると ，石斧及び

石斧様刃器に用いられている緑色干枚岩，輝緑岩等の干枚岩，緑色岩系統の石は名護陪に

含まれ，沖縄本島北部や炭良間諸島に産する。砂岩も名護屈，嘉協陪に含まれ，前記した

地域にほぽ一致して産する。砥石に用いられている細粒砂岩は（谷にニービと呼ばれるもの

で，島尻陀群に含まれている。追跡地の近くでは北谷，宜野湾などで硲頭が知られてい

る。チャートは比較的限定され，伊平屋，伊是名，伊江，本部半島の一部に産する。

② 石材（原石）もかなり出士しているが，それらのほとんどは水磨を受けた転石であり ，

河原や海岸などの比較的容易に取得できる場所に多いものである。

③ 石材の中には， 5kgの重盈を有するのもあり， 原石の運搬を効率的に行なうために舟や
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筏などを利用したことが想定できる。

以上の条件を考疱すると，細粒砂岩 ・チャート以外の原石の産地（供給地）は遺跡の南西海

上に浮ぶ炭良問諸島である可能性が高い。なお，前記諸島の渡嘉敷島の南端部砂丘に立地する

船越原追跡より爪形文土器，室川下陪式土器等が出土しており（註2)'何らかの関係があった

ものと思われる。

石 斧

破片も含めて51点得られたが，半数以上の29

点は撹乱部 CIb陪）からの出土である。しか

し，プライマリーな包含陪から出土した石斧に

は比較的扁平で，側辺は打剥調整を施し，刃部

のみを研磨するという共通した特徴を有してい

ることにより ，撹乱部出土の狩料についても同

様の特徴を具備しているものは同時期として把

握することが可能であろう。

預料のほとんどは使用時における大小の破損

がみられ，製作時の原形を保っているものは僅

かであるが，分類に際しては斧としての機能を

鑑み ， その製作技法 ・ サイズ ・ 重祉 • 平面形 ・

刃部の形態等の特徴により下記のとおり大別 ・

細別した。

↑
刃
部
↓

表面

Fig_ I石斧の各部名称

［ 群—刃部磨製石斧で重届があり ， 刃渡りが 7cm 以上の大型グルー プ。

A類 （ 平 面 観 が バ チ 形を呈するもの）一ロニ

C (不明）

B類（平面観が短冊形を呈するもの）t'(両刃）

b (片刃）

C (不明）

c類（平面観が判然としないもの） ］口：：::: 
C (不明）

←厚さ→

側面

長
さ
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Il 群—刃部磨製石斧で I 群に比して重紐がなく，刃渡りが 6cm 以下の小型グルー プ。

A類（平面観がバチ型を呈するもの）ーロ：:~; 

C (不明）

B類（平面観が短冊形を呈するもの）ーロ'(両刃）

b (片刃）

C (不明）

m群—製作技法 ・形態が I·IT 群と異なり ， いずれにも属さないグルーブ。

IV群―石斧素材（未製品）段階のグループ。

これら分類別の出土状況を第8表に示した。 I群Il群が全体の約6596(33点）を占め，撹

乱部 (Ib) 出土のものを除外すればIV • V屈がほとんどであり，爪形文土器に伴う石斧であ

ることが判る。 1群の皿層出土の 1点は獣骨溜りの直上からの出土であり，混在した可能性が

ある。皿群はほとんどが撹乱部からの出士で，時期的な位骰づけは困難である。 IV群の皿層か

ら出土した 3点は一括遣物（図版7)の左列）である。不明としたものは刃部の小片で，いず

れの群に属するか判然としないものである。

第 8表群別出土状況

ミ 石 斧
計 割合（％）

I Il ill IV 不明

I b ， ， 7 1 3 29 56.9 

Il 

゜ ゜Ill l l 3 5 9. 8 

a 

゜ ゜IV b 3 2 1 6 11. 8 

C 

゜ ゜a 5 2 2 ， 17. 7 
y b 1 l 1. 9 

C 1 1 1. 9 

VI 

゜ ゜vu 

゜゜計 18 15 8 4 6 51 100 

苔I]合（％） 35.3 29.4 15. 7 7.8 11. 8 100 
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石斧観察一覧

法 長さ km'＇I 叫I 挿図番号 出土地点
幅 (cm) 石

質 観 察 事 項

図版番号 出土肘位
厚さ (cml

偵 重さ (g)

身のパランスは悪いがほとんど完形。IAの典型

15.3 的なタイプ。裏面と右側辺は自然面。板状の石材
23-1 8-5 

9.0 を打条I]調整して幅と厚さを決定している。刃部は
輝 緑 岩 IAa 

丁寧に磨かれ両刃をなす，両刃面とも片側の磨面
23-1 !Vb 2.3 

5 90 が広くパランスは悪い。細かい刃こぼれが著しい

が使用線状痕はみられない。

表裏面とも風化が著し く自然面か割面か判然と

(10.0) しない。側辺は両方からの打糸lj調整を施し幅を決
23-2 B-15 

97 定している。刃は両面ともほぼ均等に砥ぎ出し両
泥質片岩 IAa 

刃をなす。刃こぱれが著しく 、特に左側辺付近が
Va 2.1 

23-2 
(400) はげしい。基部は横折し基端を欠く 。使用線状痕

は認められない。

表面は自然面、裏面は割面。両側辺とも両面か

(J0,6) らの打剥調整を施すがラフでパランスが悪い。右
23-3 

9.6 側辺の 2カ所に挟りがみられ．いずれも敲打に
lb 緑色千枚岩 !Aa 

23-3 2.3 より泊れている。刃部は両面から砥ぎ出し、刃の

(400) 正面観は直線、平面観は弧状をなす。刃こぼれは

両耳側で著しく，基部も横折により基端を欠く 。

表面は自然面、巣面は割面。両側辺を両方から

(7.4) 
の打剥調整を施し、その際に右側辺の象lj離が表面24-1 

lb 
8.1 

変斑栃岩 !Aa の中央まで及んでいる。刃部は両面から砥ぎ出し、
2.2 

24-1 
(260) 

両刃をなす。A面側への刃こばれが若千みられる。

基部のほぼ中央で横折し、基端を欠く 。

表面は割面、裏面は自然面。両側辺とも両面か
(8.4) 

らの打象lj調整を施すが身・・刃ともにバランスが悪24-2 

lb 
(7.2.) 

I 緑色千枚岩 !At1 く、右側辺は縦割れした後に再生した可能性があ

24-2 
1.5 

(180) 
る。刃は両刃をなす。A面側への刃こぼれが著し

い。基部の表面に磨耗痕が認められる。

表面は自然面、坦面は割面。左右側辺の厚さが

(18.8) 
迫いパランスが悪い。右側辺の一部に自然面を有24-3 8-12 

緑色千枚岩 lI1A, 
9.0 

するが、基本的には打剥調整を施す。表面の刃部

24-3 Va 3.3 
のみに研磨痕が認められる。刃部の沿れが著しく

(710) 
刃の形状は判然としない。

＇一

4
.
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！ 法
長さ (cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)

匝さ (cm)
石 質 分類 観 察 碩 項

図版番号 出土附位 只 重さ (g)

表裏面及び両側辺とも自然面で，すでに紫材と
(14.0) 

しての状態の板材を用いている。両側辺とも若千25-] 
7.2 の打剥調整を施したのみである。刃部の沿れが著

lb 緑色千枚岩 !Ac 

25-1 2.2 しく、刃の形状は判然としない。刃部に敲打痕が

(450) 認められることより叩石に転用したものと考えら

れる。

本遺跡出土のもので最大級。 IBの典型品。表面

26 26.4 は割面、裂面は自然面。両側辺とも両方からの打

92 
緑色千枚岩

剥調整で幅を決定。刃部の幅が最小。刃の平面観
lb !Ba 

は若干弧状を呈し、正面観は直線をなす。左側辺37 
25-3 

付近の刃部は A面側に大きくはじけとんでいる。1,560 

表裏面及び右側辺は自然面。左側辺は両方から

16.8 
右側辺は一方からの打糸lj調整を施しているが，刃27-1 B-4 

(6.9) 
緑色千枚岩 !Ba 部のバランスが悪いことより再生した可能性があ

26-1 ill 
I 9 

(460) 
る。左側辺付近の刃部がB面側にはじけている。

使用線状痕はみられない。

(I 7.5) 
表裏面とも自然面。両側辺は打象I]により形を整27-2 B-11 

7.4 
黒色千枚岩 !Ba えている。刃部の沿れは著しいが，研磨の状況か

26-2 Va 
2.1 

(520) 
ら両刃をなすものである。

表康面及び両側辺とも自然面を残しており ，恰 ：I 
(10.9) 好の石材であったことが窺える。両側辺は角を取

28-1 A-7 
7.9 

り除くだけの簡単な打剥調整を施している。刃部

緑色千枚岩 !Ba は両面から丁寧に砥ぎだし、刃縁は鋭く、平面観 1！ 
!Vb 

1.7 
は弧状、正面観はほば直線をなす。基部は斜めに27-2 

(330) 折れ基端を欠く。刃線に直交する線状痕がみられ

る。

表襄とも割面。破損が著しく全形は判然としな

(9.1) 
いが．右側辺の打剥凜整と刃緑の状況から本類ICI ； 27-3 B-11 
含めた。刃部はB面からの砥ぎ出しが強く 、片刃(4 6) 

緑色千枚岩 IBa 
27-1 Va 1.3 的な両刃をなす。左側辺の刃部付近に縦割れした

(90) 
後の調整打剥がみられることより再生した可能性

がある。
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法
長さ (cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)

厚さ (cm)
石 臼 分類 観 察 事 項

図版番号 出土庖位
嚢 重さ (g)

(9.1) 表面は自然面、裏面は割面。両側辺は両方から

29-2 A-5 
5.9 打剥調整を施す。刃部はA面の砥ぎ出しが強く片

変斑栃岩 !Bb 

28-2 !Vb 
2.3 刃をなす。使用による刃こばれが著しく、基部も

(200) 横に折れ基端を欠く。

(13.9) 表襄面とも割面。両側辺は打剥調整を施した後

28-2 
7.9 にペッキングで角を沿している。刃部はA面の砥

lb 変輝緑岩 !Bb 
27-3 23 ぎ出しが強く片刃をなす。刃面CB面）に横位の研

(480) 磨線状痕がみられる。刃はB面側に大きく破損。

表裏面とも割面。横、縦の折損が著しく全形は判

(9 21 
然としない。右側辺の調整は他の標品同様に両方29-1 B-12 (4.4) 

緑色千枚岩 !Ca からの打象りによる。刃部はB面の砥ぎだしが若千

Va 
14 

28-1 強く片刃的な両刃をなす。両刃面に縦方向の使用
(JOO) 

線状痕がみられ、細かい刃こぼれがある。

刃部片。表駐面とも割面。左側辺に製作時の打
(5 4i 

剥調整が認められる。刃面の状況から両刃になる29-4 (3.1) 
lb 緑色千枚岩 !Ca ものであろう。表面も一部磨かれている。身の厚

I 5 
28-3 さと刃部の状態より第図 のように大形品にな

(40) 
ると考えられる。

表面は自然面、裏面は割面。左側辺に凋整剥離
(14 5) 

29-3 
(6 5) が認められる。刃部はB面の研磨に対してA面は

lb 緑色千枚岩 !Cc 
2.8 顕著でない。刃先も鋭さがなく、完成品であるの

28-5 
(400) 

か判然としない。

刃面の一部を含む基部の破片。表面は自然面に
(8.4) 

29-5 (2.51 若干の研磨をI)□えている。裏面は使用時の刻離面

lb 緑色千枚岩 !Cc 

28-4 
(0.6) である。右側辺に調整条lj離がみられることより、

(15) 
その部分の破片と考えられる。
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法
長さ (cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)

匝さ (cm) 石 質 分類 観 察 栖 項
図版番号 出土屑位

伍 重さ (g)

表面は自然面、裏面は割面。両側辺ともラフな
10.4 

打紺l調整を施し、右側辺では剥離が基部の中央ま
30-1 59 で及んでいる。刃部はA面の砥ぎだしが強く片刃

lb 緑色千枚岩 I!Aa 
1.4 的な両刃をなす。両耳付近の刃先はA面側にはじ

29-1 
170 けている。 A面に縦方向の線状痕がみられる。基

部の両面は使用による磨耗が著しい。

風化が著しく表暴面とも自然面か割面か判然と
(9.9) 

しない。また、側辺も調整剥離がほとんどみられ
30-2 4.9 ず、自然の板材をそのまま用いた可能性もある。

lb 泥質千枚岩 IIAa 
1.0 刃部はA面の砥ぎだしが強く片刃的な両刃をなす。

29-2 
(85) 刃こばれが著しく刃縁全体に及んでいる。線状痕

はみられない。

表製面とも割面。側辺は両方からの打剥調整を
(4.8) 

施している。刃部は両面から砥ぎだしているが、
30-3 A-6 59 刃面のバランスは悪い。刃縁の平面観は弧状、正

珪四片岩 IIAa 

Ve 
1.7 面観は直線を呈する。基部はほぼ真横に折れ基端

29-3 
を欠く。細かい刃こぼれがみられ、 A面には縦方(86) 
向の使用線状痕が認められる。

(3.0) 表裏,mとも笞lj面。側辺は自然血で調整泉lj離を施

30-4 C-4 
5 I 

してない。刃部の砥ぎだし及び刃面iのパランスの

緑色千枚岩 IIAa 悪いところは上記狡料に酷似している。拮部の横

29-4 !Vb 
14 

折、細かい刃こぼれの状況もまた同様である。使
(40) 

用線状痕は観察できない。

表裏面とも自然面か割面か判然としない。側辺
9.2 

は両方からの打条lj調整を施す。刃部の研磨痕はみ
30-6 

50 られないが、刃面が整っており、打ち欠いてでき
lb 泥質千枚岩 IIAb 

29-6 
1.6 る面の状況ではないことより研磨面が風化した可

139 能性がある。両耳付近の刃先はA面側に欠けてい

る。

(11.5) 表展面とも割面。基端の一部に自然面を有する。
30-5 

lb 
(5.9) 

緑色千枚岩 IlAc 側辺は両方からの打剥調整を施す。基部の下方で
1.6 

29-5 (202) 横に折れ刃部を欠く。

(8.5) 表裏面および基端は自然面。扁平の自然礫を用
30-7 

lb 
(4.5) 

緑色千孜岩 JJAc い、両側辺を打刻調整して幅を決定。基部の下方
1.7 

29-7 
(JOO) で横折れしているため刃部の形状は不明である。
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法
長さ (cm） 

挿図番号 出土地点 幅 (cm)

厚さ (cm)
石 質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土陪位
最 重さ (g)

11B類の典型資料。表裏面とも割面。側辺は粗

I 1.5 い打象lj調整を施す。刃部は両面とも均等に砥ぎだ
31-1 8-11 

4.7 し、バランスのよい両刃をなす。刃面に細かい研
緑色千枚岩 IIBa 

30-1 Va 
1.8 磨線状痕がみられる。基部は若千反りかえってい

230 る。細かい刃こばれはあるが使用線状痕は観察で

きない。基部の裏面には使用時の磨減がみられる。

表面は目然面、裏面は割面。右側辺は厚味がなく、
(12.5) 

トリミングの一方からの打剥で施している。刃部31-6 B-10 
44 

緑色千枚岩 IJBa の欠損が著しく刃面の一部が僅かに残っているだ

Va 
1.5 

30-6 けである。断面図は片刃的になっているが、最も
(100) 

匝い部分を実測したためである。

表面は自然面、坦面は割面。側辺は両方からの
(5.5) 打剥調整を施している。刃部はB面の砥ぎだしが

31-4 A-8 
5.7 強く片刃的な両刃をなす。細かい刃こぼれが著し

緑色千枚岩 I!Ba 

Vb 
1.3 く、両刃面に縦方向の使用線状痕がみられる。基

30-4 部は横に折損しているが、表面に折れ後の調整剥(80) 
離がみられることより再利用した可能性がある。

表裏面とも自然面か割面か判然としない。両側

12.5 
辺はトリミングをほとんど行なってなく、わずか31-3 

4.9 
lb 泥質片岩 IIBb に基部下方に調整剥離がみられる。刃部はA面を

1.6 

30-3 220 
強く砥ぎだし片刃をなす。刃先は若干沿れている

が、使用線状痕は観察できない。

表面は割面、裏面は自然面。側辺は両方からの
(11.8) 

31-2 
5.0 打剥で涸整している。刃部の破損が著しく研磨面

lb 緑色千枚岩 I!Bc 
1 4 はみられない。使用後の状態を示している好資料

30-2 
(150) 

である。

風化が著しく表裏面とも自然面か割面か判然と

l l.4 
31-7 

5.3 しない。側辺は両方からの打象ljによりバランスよ

lb 泥質片岩 IIBc 
1.7 く仕上げている。刃部が研磨されてないことより

30-7 

i 
170 

製作途上のものと考えられる。
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法
長さ (cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)

厚さ (cm) 石 質 分類 観 察 事 項
図版番号 出土屈位

飢 重さ (g)

(3.1 l 表面は割面、裏面および左側辺は自然面。右側

31-5 
4.8 辺は両方からの打剥により調整している。刃部の

lb 緑色千枚岩 IIBc 破損が著しく形状は不明である。基部も横折し、
I 7 

基端を欠く 。使用後の状態をよく示している資料30-5 
(95 > である。

32-I A-5 
(J0.7) 表裏面とも風化が著しく、自然面か割面か判然
5.0 

泥質片岩 IIBc としない。側辺は両方から打叙lj調整を施す。節理
31-1 IV b 

1.5 
(150) 面で折れ、刃部を欠失しているため形状は不明。

裏面および側辺が自然面であり、手頃な礫を打

13.8 ち欠いて索材づくりをしている。 トリミングは、

32-2 基部上方は両側から、下方は一方からの打剥で行

lb 
5.5 

輝緑岩 ID なっている。刃部と表面の一部に研磨を施し、刃
2.1 

面の砥ぎはB面が強く 片刃をなす。刃先がA面側
31-2 270 にはじけ、基部は使用による磨耗が著しく滑沢を

有する。使用線状痕は観察できない。

13 4 裏と左側辺が自然面、表面は割面。側辺は一方

32-3 5.3 
からの打象りにより調整し、研磨は刃部と表面の一

lb 緑色千枚岩 III 部に施す。刃部は両面とも均等に砥ぎだしている(

31-3 
1.8 

刃先は B面側にはじけている。使用線状痕はみら
180 れない。

(IJ 9) 表裏面とも自然面で、打剥調整をほとんど施し

32-4 てない。基部の一部と基端および両側辺に研磨を

lb 
(6.1) 

緑色千枚岩 m 施す。刃部は大きく欠損し、表面の基端近くまで

31-4 (I 6) 
刻離が及んでいる。使用後の状態をよく示してい

(170) る。

自然礫をそのまま用いたもので，打糸IJ調整を施
9.1 してない。付柄と関係があると考えられる敲打調

32-5 
3.9 整が表裏面の刃部付近と両側辺にみられ、特に後

lb 祖粒輝緑岩 Ill 
者は凹面になっている。側辺の一部と刃部に研磨2.8 

31-5 
を施す小形の石斧。若干の刃こぼれはみられるが、140 
使用線状痕は観察できない。

32-6 
(4.8) 刃部片。表裏面とも自然面か割面か判然としな

lb 
(3 7) 

緑色千枚岩 III い。刃部と側辺に研磨を施す。刃線の平面観は弧
31-6 (I l) 

(20) 状、正面観は直線をなす。
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法
長さ (cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)

厚さ (cm)
石 質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土庖位
fiJ: 菫さ (g)

(10.9) 表襄面とも割面。左側辺の一部に自然面を有す

33-2 
48 る。側辺は両方からの打采I]と敲打により調整して

lb 緑色千枚岩 ill 

32-2 
2.9 いる。刃部が欠損し、形状は不明であるが、身の

(260) 幅に対して厘味があり 、 I • II群の形態と異なる。

(l 3.0) 表裏面および基端は自然面。側辺は両方からの

33-1 A-3 6.6 打糸IJ調整を施す。基部下方が欠損しているため刃

2.6 
変斑栃岩 III 

32-1 m 部の形状は不明。研磨面は認められないが、側辺

(415) 
の調整剥離の状態より石斧であることが窺える。

(2.4) 
刃部片e 製作時の状況は判然としない。刃部は

32-7 (4 5) 

lb (0.5) 緑色千枚岩 III かなり鋭く砥ぎだされている。基部にも研磨を施

31-7 (JO) していることより本群に含めた。

20 6 石斧素材。自然の板材で左側辺に両方からの打
34-1 C-4 

11.9 
緑色千枚岩 IV 

33-1 m 3.1 

1100 
刻調整を施している。下記の 2点と一括出土。

19.5 
石斧素材。基端、左側辺および右側辺の一部に

34-2 C-4 
10.0 

緑色千枚岩 N 一方向からの打糸I]を施し、形をある程度整えてい

33-2 III 
2.4 

710 
る。

17 7 石斧素材。右側辺と基部下端に両方からの打糸I]
34-3 C-4 

7.9 
緑色千枚岩 IV 

33-3 ill 
2.4 

500 
調整を施している。

14.6 
表面は自然面、裏面は割面。左側辺は一方向か

33-3 
66 らの打剥調整を施す。右側辺に比ぺて左側辺が薄

lb 緑色千枚岩 IV 

33-4 2 1 くパランスは悪いが、平面形や基部下端の調整条I]

320 離より製作途上の資料と考え られる。
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以下，爪形文土器に伴 うl群 .u群について記述する。

石斧の製作は石材取得から始まるが，そのことは先述したとおりであり ，ここでは素材づく

りの段階からみていきたい。素材づくりの状況をよく留めているのは石斧の表裏面であり ，そ

の観察結果を下表に示 した。

両面とも自然面 片面が割面 両面とも割面 不明

l群 4
 

8
 

4
 

2
 I群 1 5 4 5 

計 5 13 8 7 

それからすると ，片面もしくは両面とも割面になっている資料が多く ，基本的には割り処理

を行なっていたことが判る。そのことは石材 （干枚岩 ・緑色岩類）の持つ性質（制離 しやす

い）を巧く活用していたことが窺える。

割り処理で厚さを決定したのちトリミ｀ノグを行なっているが，側辺は両方からの打刻調整に

終始するのがほとんどで，ペッキソグ等の細部調整は施してない。第 28図 1のように両側辺

とも自然面を有する衰料も角の部分を打ち欠いている。研磨工程は刃部のみにみられ，それが

I・ll群の最たる特徴になっている。

平面観は I・ll群 とも最大幅が刃部にくるバチ形をなすものと ，刃部と基部の幅がほぼ同値

の短冊形を呈するものがある。サイズは破損衰料が多く判然としないが，それぞれの完形品の

値と平均値は下表に示したとおりである。

長さ (m ) 幅 (m ) 駆さ (m ) 重さ (g)

l群A類（完形品） 15.3 9.0 2.3 590 
,, （平均値） 8.8 2.3 

l群 B類（完形品） 26.4 9.2 3. 7 1560 

" （平均値） 7. 7 2. 2 

11群A類 （平均値） 5.4 1.5 

11群 B類（完形品） 12. 5 4.9 1. 6 220 ． 
II （平均値） 5.0 1. 6 

機能の問題については，詳細な分析 ・検討を行なってなく次の機会に委ねたい。

石斧様刃器

第 35図～第38図に示したもので，破片も含めて 22点得られた。該石器は，先述したとお

り製作技法及び平面観は刃部磨製石斧と類似するが，かなり扁平小型で重届もなく ，付柄を前

提とした斧としての機能を有さず，直接握って使用していたことが考えられることより器種を

別にした。

これらのものをサイズ，製作技法等により下記のとおり分類した。なお，観察一貌表におけ

る各部の名称については石斧のそれに準ずる。
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石斧様刃器観察一覧

挿図番号 I出土地点
法 1長さ (cm)

幅 (cm)

図版番号 I出土府位酎匝さ (cm)
I石

頂さ (g)

F
 

1't I分類 観 察 屯
-

項

35-1 

35-1 

B-ll 

Va 

14.3 

5.3 

0.6 

100 

緑色千枚岩 IIA 

1群の典型的な狡料。表面は割面、裏面は自然

面。素材づくりの段階で母岩を打ち割って扁平な

板材をつくり出す技術を具備していたことが窺え

る。側辺は一方向から打ち欠いて形を整え、刃部

は両面から砥ぎだし鋭い刃先を生じさせている。

刃部付近の両側辺にも研磨を施している。細かい

刃こばれがみられるが、使用線状根は観察できな

し‘
゜

35-2 

35-2 

lb 

14.3 

6.1 

1.2 

160 

緑色千枚岩 IIA 

表面は割面、裏面は自然面。右側辺は一方から

の打条lj調整を施すが、左側辺はほとんど自然面の

状態であり、基端側に浅いノッチをつくりだして

いる。刃部が砥ぎだされてないことより、製作途

上の汽料であろう。形態は上記の襟品に類似して

いる。

35-3 

35-3 

A-3 

m 

(8.5) 

6.4 

I.] 

(90) 

表面は自然面、巫面は割面。側辺は両方からの

打糸lj頃整を施している。刃部は両面から砥ぎだし

緑色千枚岩Irn Iている。細かい刃こばれがみられるが、使用線状

痕は観察できない。基部は斜めに折れ、基端を欠

する。

36-I 

35-4 

36-2 

35-5 

36-3 

35-6 

lb 

9.9 

3.7 

0.9 

70 

lb 

8.3 

3.7 

0.8 

40 

lb 

(5.1 l 

4.0 

0.7 

(20) 

緑色千枚岩 IIIA 

表面は割面、碩面は自然面。左側辺は一方から

の打象IJ調整を施すが、右側辺の網整は粗く再生し

緑色千枚岩IllA Iた可能性がある。研磨は刃部と基部の一部まで及

んでいる。小さい刃こぼれはみられるが、使用線

状痕は認め られない。

表裏面とも割面。側辺は一方向からの丁寧な打

剥調整を施している。刃部は両面から砥ぎだして

いる。刃先にA面側へのはじけがある。裏面の一

部が磨耗し、滑沢を有する。

表裏面とも割面。両側辺は一方からの細かい打

剥で整え．刃部で若干パチ形をなす。研磨面は狭い

緑色千枚岩 IIIA Iが身が薄いために鋭い刃を有する。刃縁全体に細

かい刃こぼれがみられる。表裏面に手馴れ様の滑

沢を有する。基部は斜めに破拍し基端を欠く 。
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法 I長さ (cm)I 
四 I 分類II 

挿図番号出土地点
幅 (cm) 石

観 察 事 項図版番号出土倍位 厚さ (cm)

罰 重さ (g)

8.9 及面は自然面、出面は割面。側辺は一方からの
36-4 B-10 

3.7 打泉I]調整を施す。基部下端は若干の調整剥離がみ
緑色千枚岩 IJA 

35-7 Va 
0.7 られるだけで、刃部をつくりだすまでに至ってな

50 
し'o

8.7 
製作途上の資料。表面は自然面と割面、裏面は36-5 B-9 

4.4 
緑色千枚岩 IJA 

36-1 !Vb 
0.9 

73 割面。板材を多少整形しただけに留めている。
一 上

(7.6) 自然のままの板材をそのまま利
36-6 

3.7 
ib 緑色千枚岩 ，IIB

36-2 0.7 面から砥ぎだしているがB面は徹
(30) 

こぼれが著しく 、基端も欠失して
＇ 

(6 7) 表面は自然面、裏面は割面。左
37-1 A-3 

3.2 の凋整痕がみられる。≫刃部のみを
緑色千枚岩 IIB 

36-3 ill 
0.8 底してない。刃の沿れが抒しく、
(35) 

ない。韮端も欠失している。

(6.5) 及面は割面、必面は自然面。 トリミングはほと
37-2 

3.8 んど行なわれてない。両側辺の一部に研磨を施す。
lb 緑色千枚岩 11B 刃部のパランスが悪いが、 A面の右側辺付近に使

36-4 0.1 
用糸I]離がみられることより砥ぎなおしたためであ

i 
(40) 

ろう。

I 
9.2 及裏面とも割面であるが表面の一部に自然面を37-3 A-9 
4.1 

緑色千枚岩 11B 残す。全体的に打剥調整を施す。刃部がつくりだ0.8 

65 されてないことより製作途上の汽料と考えられる。

7.9 及裏面とも言I]面。かなりラフな打倒潤整を施し
4.1 

緑色千枚岩 118 ているだけで、刃部はつくりだされてない。上記0.9 

50 I の汽料と同様に製作途上のものであろう。
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法
長さ(cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)
石 'l'1 分類 賎 察 事 項

図版番号 出土肘付
秘

駆さ(cm)

頂さ(g )

(8.6) 
表裏面とも割面。縦割れにより破損したものを

37-5 lb (37) 
再利用している。右側辺の基端付近に破捐後に施

I 0 
緑色千枚岩 IIC した調整剥離がみられる。刃部は両側辺＠状況

36-7 (60) 
から砥ぎなおした痕跡はない。細かい刃こぼれが

みられる。

(9. 7) 表面は自然面，裏面は割面になっているか，基

37-6 A-7 (3.4) 
緑色千枚岩 IIC 

部および刃部のバランスが悪く，使用時の割れと

37-1 IVb (0. 9) 考えられる。刃部のB面に砥ぎなおした痕跡か認

(40) められる。

(5 8) 表裏面とも割面。右側辺に調整刹離がみられる。

38-1 (2. 9) 
緑色千枚岩 IIC 

刃部は両面から砥ぎだし，鋭いエッジを有する。

37-4 
lb 0.8 縦割れおよび横折れにより原形は判然としない。

(30) 微細な刃こばれがみられる。

(6.6) 
表裏面とも割面。基部に研磨を施している。刃

38-2 A-6 (3.3) 
緑色千枚岩 IIC 部は両面から砥ぎだされているがA面がつよく片

37-5 
!Vb 1.0 

刃的な両刃をなす。細かい刃こぼれがみられる。
(25) 

(4 3) 表裏面とも割面。左側辺に自然面を残す。左側

38-4 (3 7) 
緑色千枚岩 !IC 

辺の調整刻離は基端の横折れ後に生じたもので，
lb 

0.7 再生した可能性がある。 B面側への刃部のはじけ
37-6 

(20) が著しい。

(4.2) 
表面は割面，裏面は目然面。側辺は打点lj調整を

38-5 2.9 
lb 

0. 7 
緑色千枚岩 JJC 施し，刃部のみを磨いている。基部上方は横折れ

37-7 
(20) 

により欠失している。刃こほれが著しい。

(5. 7) 
表裏面とも割面。比較的薄い板材を使用してい

38-7 B-10 (3. 6) 
緑色千枚岩 IIC る。縦割れ，斜折しており原形は判然としない。

37-8 
Va 0.4 

刃こばれが著しい。
(10) 

(8.8) 表裏而とも割面。側辺は打条I]調整を施すが，左

38-6 A-11 (3. 7) 
緑色千枚岩 !IC 

側辺のそれは縦割れ，横折れした後に施したもの

37-3 
Va 0 5 であることより，再生されたものであることが窺

(40) える。刃先のはじけも著しい。

9.9 
表面と右側辺は自然面，裂面は割面。左側辺に

38-3 3.2 
lb 緑色千枚岩 !IC 調整痕がなく，刃部の研磨も不徹底でパランスが

37-2 
0 8 

悪いことより製作途上の汽料と考えられる。
40 
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l 群—刃渡 りが 5cm 以上，長さが 14 cm以上の比校的大形グループ

A類ーートリミソグの段階で一方向からの打剥調整を施しているもの。

B類ーートリミソグの段階で両方からの打剥調賂を施しているもの。

ll群ー一刃渡りが4cm以下，長さ 10cm以下の小形グループ

A類―トリミソグの段階で一方向からの打剥調整を施しているもの。

B類―トリミソグの段階で両方からの打俵lj調整を施しているもの。

c類ー一破狽が著しく判然としないもの。

出土究料22点のうち半数以上の 12点は撹乱部 (Ib陪）からの出土であるが．製作技法

やl¥lb・ Va陪から典型的なものが出土していることにより，刃部磨製石斧同様爪形文土器に

伴う石器であることが窺える。

表裏面とも自然面を有する扁平礫を用いたものは 1例のみで，他はすぺて割り処理によって

索材づくりを行なっている。板状に剥離しやすい石材 （すべて緑色干枚岩）を利用している

が， 厚さ 1cm以下の板状に打ち割る技術に関しては相当のレペルに達していたことが窺え

る。 トリミソグの段階で一方向から打ち欠いて形を整えているもの (A類）がある。研磨工程

はほとんどが刃部のみにみられ，鋭いエッジをつくりだしている。

製作時の原形を留めているものが少く ，ほとんど破拍品であるが，第 37図2,5のように再

生した究料もある。

鼓打器

いわゆるストーソ ・ハ｀ノマーと称される種類の石器で，破片も含めて 17点得られた。 第 39

図～第43図に示したもので，撹乱部から約半数の 8点， IV b附， Va陪各3点，Ill陪， Vb 

陪， Vll陪各 1点の出土である。

この種の石器は加工を施さずに自然礫をそのまま使用するという共通した特徴を有してい

る。道具としての性格上， 形態的にバリエーツョソがみられ，しかも石質のばらつきが著し

く，石斧等のように石材の選択はなかったようである。今回得られた標品も例にもれず，形態

の相異により次の 4種類に分けられる。 第 9表分類別出上状況

A類ー一平面観が楕円形で財味を有し，わりと大形の礫を

用いたもの。

B類—平面形が長楕円をなし，比較的扁乎な礫を用いた

もの。

c類-小形の扁平円礫を用いたもの。

D類＾~棒状の礫を用いたもの。

それら類別の出土状況を第9表に示した。 A類は撹乱部

からの出土がほとんどであり，編年的位匹づけは判然とし

ない。 B類は Va• Vb陪の出土で爪形文土器に伴うもの

である。 C類は第42図 l以外は同じ索材を用いており ，

爪形文土器に伴う 9ヽ・ノマーであることが判る。D類は時期

-104-
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敲 打器観察一覧

法
長さ(cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)
石 竹 分類 観 察 事 項

図版番号 出土附位
拉

厚さ(cm)

重さ(g)

14. I 形の整った礫を用いている。両端部および両側

39-1 IO. I 辺に使用時の敲打痕を有するが．著しくはない。
lb 輝緑岩 A 

38-1 
6. I 両平面は光沢を有するはど滑らかであり，すり石

1,480 としての機能も持ち合わせていた可能性がある。

13. I 

39-2 
両端部と右側辺に使用敢打痕がある。表面のほ

8.8 
lb 砂 石鼻 A ば中央にも敲打による沿れがあり，浅い凹みをな

38-2 5. 4 

1,000 
す。裏面は使用による糸I]離が著しい。

13. 7 

40-1 11. 8 
上端部に軽度の使用による浅い敲打痕を有する

A-14 
輝緑岩 A が，下端音；および右側辺は条lj離が著しく，使用の

38-3 
Va 7. 4 

激しさが窺える。
1,670 

(8. 0) 
破損品。表面の一部に使用打痕がみられ，浅い

40-3 (11.6) 
lb 砂 岩 A 凹みをなす。裏面は節理面で破損。両端の折れも

38-5 
(3. 8) 

使用の際に生じたものであろう。
(640) 

(10, 0) 

40-2 (5. 8) 
lb 砂 岩 A 破捐品。下端部と右側辺に使用打痕がみられる。

38-4 
C 3. 9) 

(280) 

16. 9 

角閃石
平面形が長桁円をなす河原礫を用いている。右

41-1 B-12 7. 5 
B 側辺に軽度の使用敲打痕を有する。それ以外は自

38-6 Va 3. 9 安山岩
然面の状態である。

820 

13. 2 

41-2 A-13 6. 5 表面と両端部に使用敲打痕を有するが，いずれ
砂 岩 B 

38-7 Va 4.0 も軽度の使用状況である。

590 

13. 8 

41-3 C-3 7. 3 両側辺部に著しい使用打痕がみられ， 一部は剥
砂 岩 B 

38-8 Vb 3.8 離しており，使用の激しさか窺える。

600 

ィ`
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法
長さ (cm)

挿図番号 出土地点 幅 (cm)
石 四 分類 観 察 事 項図版番号 出土庖位 厚さ(cm)

紐
重さ(g)

6.6 
比較的小形の扁平円礫を用いている。フルに使42-1 

lb 
5.0 

輝緑岩 C 用され．周辺部全体に使用敲打と使用象I]離がみら
39-1 2 3 

れる。
130 

6.4 
42-2 7.0 

ン 石一 C 
上端部および両側辺に使用敲打痕がみられる。lb ヒ

39-2 2. 7 下端部は使用条lj離があり，打慇の強さが窺える。

190 

7.6 

42-3 7.8 
ン右..... C 

使用の激しさが窺えるもので，周辺部全体に著lb ヒ
しい使用敲打および使用糸I]離がみられる。39-3 28 

240 

9 0 
42-5 B-7 8.1 

ン岩 C 
本標品も使用の度合が激しく，周辺部の使用剥

ヒ
39-5 !Vb 3.3 離が著しい。

260 

8.9 
42-4 A-5 8 0 

ン 右已 C 
両側辺に若干の使用敲打と使用剥離がみられる。

ヒ
39-4 !Vb 3.1 他の椋品に比して使用度が少ない。

320 

10 3 

43-1 5 0 
粗粒輝緑岩 D 

上端部と両側辺に使用敲打痕がみられ．両側辺lb 
のそれは袂りをなす程沿れている。39-9 2 7 

240 

15.3 
石斧 N群の 3点（石斧索材）と共に一括出土し43-3 C-4 5.4 

変斑栃岩 D たもので，本類の典型的な資料。両端部に著しい
39-11 ill 3 6 

泊れがみられる。
550 

11. 3 
43-2 C-4 4 8 

ジルト岩 D 
上端部と表面の一部に使用敲打痕を有するが，

39-10 
!Vb 4.4 使用度は他の標品に比して軽度である。

420 

18 3 
上端部の右側辺縁に使用象lj離がみられる。表裏43-4 A-12 6.8 細粒砂岩

D 面および右側辺に使用敲打痕を有し．特に表面の
39-12 VII 5.9 （ニー ピ）

沿れが著しい。
1,280 
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的にもばらつきがみられる。

砥石

大小 18点得られたが原形を保持している査料は第 46図 1の 1例のみで，他はすべて破拍し

ている。第 44図 lは琉球石灰岩製で．一端に小孔が穿たれ，携帯用の砥石と考えられ，他の標

品と石質，形態が異なることにより比較的新しいものと思われる。他はニー ビと呼ばれる細粒

砂岩を用い，第 46図 4にいたっては表裏面ともかなり使用され，中央部が貫通している。第

45図 1,2及び第 46図 lは比較的大形の標品で，表裏面ともに 2~4面の砥面を有している。

その砥面のカープが石斧の刃部のカープとほぽ一致することにより ，刃部の砥磨に用いられた

ものであることが窺える。撹乱部 (Ib陪）以外にIII層と l¥lb陪，VII陪からの出士があり，各

時期とも同様の石質を利用していたことが判る。

球状石器

第 48図に示したもので，大小 4点得られた。同図 l以外は一端に尖部を有し完全な球では

ないが，全体的な形状より本項に含めた。同図 1,2は投弾の可能性もあるが，性格等の詳細

は判然とせず，類例汽料の追加を待って検討したい。それらの特徴やサイズ等については観察

-irを表に示したとおりである。

球状石器観察一覧

長さ(cm)

挿図番号 出土地点 法 幅 (cm) 石 買 観 痒，，】 事 項

図版番号 出士陪位 屈 肛さ(cm)

軍さ(g)

16.4 

48-3 I b 15. 2 細粒砂岩 上端が尖っている以外は明瞭な調整痕も使用痕も認めら

43-3 
11. 6 （ニービ） れず，自然面のままである。

3,000 

14.3 

48-4 D-2 14.5 細粒砂岩 下端部が尖り，上端に径 4cmの凸部を有する以外は上

43-4 ID 14.5 （ニービ） 記賓料と同様に調整痕，使用痕が判然としない。

3,500 

7.1 

48-2 A-15 6.5 細粒砂岩 形態は 48-3をそのままミニチュア化したようなもので

43-2 Va 7. 1 （ニービ） ある。調整痕および使用痕は判然としない。

310 

4.6 

48-1 A-8 4. 1 細粒砂岩 最も小さく ，他の夜料同様に調整痕，使用痕が判然とせ

43-1 lV b 4. 1 （ニービ） ず，自然礫の可能性がある。

40 
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砥石観察一覧

法
長さ(cm)

挿図番号 出土地点 輻 (cm)
石 竹 観 察 事 項

図版番号 出土庖位
iil 

厚さ(cm)

直さ(g)

(4.2) 表面と左側辺に砥面がみられる。下端は欠失している。

44-1 5.6 
琉球石灰岩

右上方に径7mmの孔が穿たれ，・・紐ずれによる快りを有す

lb 
2.4 ることより携岱用の砥石であることが窺える。形態や石

40-1 
(70) 竹が他の標品と異なる。比較的近年の汽料と思われる。

46.0 

46-1 
lb 

11.5 細粒砂岩 完品である。表面と両側面および裏面の一部が使われ

42-1 
5.1 （ニーピ） ている。使用面の構成は表展とも 2而である。

4,300 

(13.0) 

44-2 (12.0) 細粒砂岩 下瑞部と一側辺を欠く 。表に 2面，裏に 1面の砥面を

lb 
3.2 （ニービ） 有する。表面には縦方向の稜線がみられる。

40-2 
(580) 

(13. 9) 

44-5 
lb 

(8.1) 細粒砂岩
破損品。表面のみを使用しており，比較的凹面をなす。

3.0 （ニーピ）

40-4 (500) 

(16.0) 

44-8 lb (8  6) 細粒砂岩 破損品。表にのみ砥面があるが，凹面になるまで至っ

40-8 2.3 （ニービ） てない。

(480) 

28.5 
平面観は四角形をなす。表巫面ともかなり使用され，

46-4 E-4 25.0 細粒砂岩
中央部は両面とも極端に磨り減り，貫通するまでに至っ

42-3 
m 3.3 （ニーピ）

ている。
4.300 

(17.2) 

44-6 E-5 (14.8) 細粒砂岩
右側辺と下端部を欠く 。表面のみ使用している。

40-7 m 5.5 （ニー ピ）

(1,900) 

15.6 

46-2 E-5 15.2 細粒砂岩 比較的薄い石を利用している。表面全体と裏面の一部

42-2 
m 2.2 （ニーピ） を使用しているが，磨耗度は少ない。

940 

(9.0) 

D-4 (4 5) 細粒砂岩 破捐品。表面のみを対象にしており凹面になるまで

!Vb (2. 7) （ニーピ） 使用されている。

(125) 

｀ 
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法
長さ(cm)

挿図番号 出上地点 幅 (cm)
石 竹 観 察 '.]l 項図版番号 出土附位

伍
厚さ(cm)

頂さ(g)

(34. 5) 
平面観は三角形を呈するが，下端部は欠失した可能性45-2 B-5 (21.3) 細粒砂岩

がある。表裏とも使用され．それぞれ2面の砥面を有す
41-2 IVb 2. 7 （ニー ピ）

る。
(2. 700) 

(9. 1)) 

44-7 8-5 (9. 7)) 細粒砂岩
破出品。表裏に砥面がみられる。

40-6 
!Vb 28 （ニービ）

(420) 

(50. 0) 
砥石の中で最大のもの。及瓦面および両側面をフルに45-1 C-5 25.0 紐l粒砂 岩

使用 している。両端は破旧したaJ能性がある。使用砥面
41-1 !Vb 4.5 （ニー ビ）

は表が5面，出は 4面で構成されている。(7,000) 

(24. 7) 

46-3 A-6 (15 5) 細粒砂岩 下端部を欠く 。表裏面が使用されているが．．凹面をな
42-4 IVb 3. 7 （ニービ） すまでには至らず， I面構成は判然としない。

(2,100) 

(16.2) 

B-6 (15.4) 細粒砂岩 破旧品で元の形状は窺えないが，よ裏に使用砥面がみ
40-7 IVb 3 5 （ニー ビ） られる。面構成は表が2面. filが 4面である。

(1,350) 

(7 8) 

44-4 A-7 88 細粒砂岩 両端部を欠失。及に 2面，裏に 2面の使用砥面を有す

40-5 !Vb 2. I （ニーピ） る。出面のほば中央には縦方向の稜が走っている。
(240) 

(10.5) 
44-3 B-7 7 9 細粒砂岩 破旧品。表裏面を使用し，面構成はいずれも 2而で，
40-3 !Vb 2.2 （ニービ） 縦方向に稜をつくりだしている。

(270) 

(21 7) 
47-1 A-13 (18.3) 細粒砂岩 及裏面と側面に使用砥而がみられ，かなり滑らかにな

42-5 Vil 2.9 （ニービ） っている。

(I, 500) 

(19 6) 
47-2 A-14 (14.4) 細粒砂岩 上記汽料と同一個体と思われる。わりと扁平な板材を
42-6 VII l 9 （ニーピ） 用い，及裏面を使用している。

(670) 
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＜ぽみ石

第 49図 1に示したもので，わりと軟らかい砂岩（ニービ）を利用している。

い凹みを表裏面に有する以外は使用痕がみられない。撹乱部 (Ib陪）からの出土で，

不明である。

敲打による浅

時期は

錘

第 49図 2に示したもので， 略球状の自然礫を用いている。 上端から下端にかけて漸次厚味

を増し，断面は分銅形を呈する。上端付近の薄い部分を表裏面から敲打によって穿孔してい

る。孔の径は表面で4cm, 貫通部で 1cmを測る。安山岩製で，1,130 gと比較的重品がある。

紐ずれ等の痕跡は見られないが，形状より石錘と考えられる。撹乱部 Clb陪）からの出土

で，編年的位紺づけはできない。

石

/ 
磨製石鏡

第 50図に示したもので，現状は有茎の鏃になっているが，茎部の折れが研磨後に生じてい

ることや扶りが打剥調整に終始していることより ，再生品もしくは転用品であることが窺え

る。表面のみに鍋がみられるが途切れている。撹乱部からの出土で時期は判然としないが，石

材が緑色千枚岩（石斧，石斧枚刃器に用いられている）であることより現地で製作された可能

性がある。この種の石器は沖縄において初めての出土例であり，注目に値する。なお，最近浦

添市の牧港貝塚より沖縄後期士器や貝輪などと共に柳葉形の磨製石鏃が出土している（註3)。
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器種不明

器種の判然としないものを第51図に示した。同図 1は扁平な板材を利用したもので，乎面

形は幅広の柳葉形をなす。両側辺は打剥調整が施され，表裏面とも研砦されているが徹底して

ない。現状の形から大型の石鏃か尖頭器の可能性がある。サイズは長さ 10.2 cm, 幅 3.6cm,

匝さ 0.6cm,重さ 35gで緑色干枚岩製。撹乱部 (Ib陪）からの出土で時期は不詳。

同図 2は母岩の一端を打ち欠いて取得した剥片を用いている。周縁の約半分を一方からの打

剥により付刃しており，スクレパーとしての機能を有していたと考えられる。 砂岩製で lb層

の出土。

同図 3は一端を欠き全形は窺えないが，扁平な板材の 2ケ所に剥離が認められる。それが調

整制離か使用剥離か判然としない。黒色干枚岩製で，C-5グリッドl¥lb磨の出土。

同図 4も破損品で全形は判然としない。表裏面および両側辺に研磨を施し，表裏面は面取り

を行ない中央に稜線を有する。変質干枚岩製で，B-15グリッド Va陪の出土。

同図 5は板状の石材（緑色干板岩）を用い，周辺部に両方からの打剥調整が施されているこ

とより刃部鹿製石斧の基部片と考えられるが，バラ‘ノスが悪く判然としないため本項で扱かっ

た。

VII陪の出土である。

チャート製品

石材も含めて 25点得られた。 I b陪の査料以外はすべてm陪からの出土で， 条痕文士器 ・

室川下陪式土器の時期に位骰づけられる。定形化した標品はないが，製品と考えられるものを

第52図に示した。

同図 lは下端部に一方向へのチッピソグを施し，刃部をつくりだしていることより一種のス

クレイバーと考えられる。同図 2は一部に加工痕が認められるが，製作途上に大きな制離が生

じ放棄されたものと思われる。同図 3はある種の石核であるが，目的が判然としてない。同図

4~9は剥片である。

註 1 沖縄地学会 「奄美 ・沖縄地質図」 『沖縄大百科事典』付録 沖縄クイムス社 1983年

註2 宮城朝光 「渡嘉敷島船越原遺跡の土器について」 『花採』創刊号 沖縄国際大学考古

学研究会0.B. 会 1979年 12月

註 3 大城慧 『牧港貝塚 ・真久原遺跡発掘調査概報』 沖縄県教育委員会 1984年3月
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(4) 土 器

今回の調査により 5,000点余の土器片が得られたが，復元して全形の窺える資料はなく，比較

的大形の破片についてのみ図上復元を試みた。これらの土器はかなりの時期幅がみられ，なかで

も主体をなす爪形文土器は縄文草創期に比定されているもので，その膨大な出土祉は全国でも例

をみないほどである。その他には縄文前期に比定できる条痕文土器や室川下陪式土器等も得られ

た。また，沖縄における最古の土器とみられていた爪形文士器の下恩から異なるタイプの士器が

単独に出土し，陪位的には爪形文土器に先行する型式と考えられ、沖縄の土器起掠を究明するう

ぇで注目される衰料である。

ここでは，これらの土器の諸特徴，出土陪位，編年的位四づけを鑑み，下記のとおり 4群に

大別した。なお，時期区分については第 11表に示した編年（註 1)を用いた。

第 1群土器ーー前V期 .VI期に位闘づけられる土器グループで，茄的に少ないうえにすべ

て撹乱部 (lb陪）からの出土であることより一括した。

第 2群士器―Il・ID陪を代表する土器で，前m期に位匠づけられる条痕文土器 ・室川下

層式土器を主体としたグルー プ。

第 3群士器―IV・V陪を代表する土器で，前 I・Il期に位僻づけられる爪形文土器を主体

としたグループ。

第 4群土器―-Vil陪から単独に出土した土器で，層位的には第3群土器に先行するグルー

プ。

これら群別の出土状況は第 10表に示したとおりである。 以下，順をおって略述する。

a. 第 1群土器

本群に含まれる土器は，既に型式設

定されているもので南接する野国貝塚

群との関連でとらえられる。第53図

に示した 8点がそれである。

同図 lは無文の口縁部資料である。

口唇部はやや平坦に整形され，器表面

は内外とも横位の擦痕が著しい。赤褐

色を呈し，石英・チャートの微砂粒を

多蘇混入する。室川貝塚（註 2)等で

報告されている前V期前半の無文土器

に類似している。

同図 2は有文胴部の査料で，破片の

上部に単ベラによる押捺刻文の施され

た横位凸帯を 1条巡らし，その上方に

右傾の斜沈線を数条配している。器面

~ 
lb 

Il 

DI 

a 

W b 

C 

a 

V b 

C 

Vl 

渭

計
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第 10表群別出土状況

第 1群 第 2群 第 3群 第 4群

83 134 218 

3 82 

112 597 

369 

2821 

317 

671 

239 

無追物陪 （間陪）

64 

83 249 5314 64 

計
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第11表 沖縄諸島の暫定編年 （硲宮作成， 1983.3) 

九 州
暫定

土 器 型 式
沖縄諸島発見の

その他の年代資料
現行

編年 九州系 土 器 編年

草 前期

創

期 I ↑ 

縄 ャ プチ 式 土 器｝ ャプチ式 早
早 爪形 文土 器

東原式土器 6670土140Y.B. P. 
II 

東原式
期

6450士140Y.B. P. 

文 月.. IJ 西曰 畑 式 土 器 曽畑式土器 曽畑式（渡具知東原）

皿 条 痕 文 土 器 条痕文 土 器 4880土130Y. B. P. 
期期

室 川下陪式土器

中
IV 

時 期
'/ 

後
伊 波 式 ± 器 伊波式（熱田原）

月ヽ・IJ 

V 
荻 ..... 呈 式 士 器 出水系土器 3370士130Y. B. P. 

大 山 式 土 器 市来式土器 伊波式（室川）

代
期

室 JI I 式 ± 器 3600士 90Y. B. P. 
期

晩 室川上層式土器
宇佐浜式は黒川式 中

VI 宇佐浜式士器
期 並行とみられる 期

H .. IJ 後期

弥 真栄 里 式土器 板付 II 式
期 I 亀ノ甲類似土器

後
生 中

Il 具志原式土器 山ノロ式土 器

時
期

後
代 m 免田式士器 アカジャソガー式は

期
アカジャソガー式土器 中津野式並行か

期
古墳時代

l IV 

平安時代 フェソサ下恩式土器 類 須 恵 器

※ 「フェ‘ノサ下陪式は城時代初期」とする見解もある。
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はナデ調整を施している。赤褐色を呈し，石灰質の微砂粒を多品混入する。 これらの特徴から

すれば室川式に属する衰料であろう。

3 • 4の 2点はいわゆるカヤウチバソタ式に包括される口縁部西料である。3は口唇部が約 2

セ‘ノチと幅広く整形され，カヤウチバソタ式特有の口緑部の段はわずかにそれと判る程度の微

弱なものとなっている。推定口径は約 21セ` ノチである。文様は肥厚部外面と胴上部に見られ

るが，以下は破損しており不明である。 5ミリの幅の単ベラエ具で押捺刻文を 1条づつ右→左

方向へ施し，施文は深い。

器面はナデ調整を施すが，外面には擦痕が消えきらずに残る箇所もある。器色は赤褐色を呈

し，石英 ・チャートの微砂粒の他粘板岩破片も混入する。

4は無文の賓料で 3よりも明瞭な段を有し口縁部は低平な山形を呈す。この種の資料は赤犬

子遺跡（註3)等で報告されている。 口径が推符でき約 24セ‘ノチを測る。器面はナデ調整によ

り滑らかで，器色は暗褐色を呈す。石英 ・チャートの徴砂粒を多枯混入し，粘板岩砕片も散見

される。

5 • 6は宇佐浜式に含め得る賢料で，両者とも無文である。口縁部は 5が台形状の，6が三

角形状の肥厚を呈す。宇佐浜式の肥厄形態にはバリエーショ｀ノのあることが知られており（註

4), 5もその中でとらえられるかと思われる。両者とも赤褐色を呈し，石英砂粒を密に混入す

る。

7は無文の口縁部査料で，口唇部は丸味を帯びる。器面はナデ調整が施され，器色は黒褐色

を呈す。石英 ・石灰質の砂粒を密に含む。

8は底部の預料である。平底で立ち上がり部はコソペックス状を呈し，底径は約6セ‘／チを

測る。赤褐色を呈し，石英 ・チャートの砂粒を多批混入する。前V期前半の所産かと思われ

る。

b. 第 2群土器

本貝塚では 200 余点の出土頃~ 12 表）であるが ，

全て破片で全形の窺えるような資料は得られていな

い。型式的には条痕文土器 ・室川下陪式士器が出土

し，祉的には後者が圧倒的であった。その他に型式

の判明しない士器も若干出土している。 しかしなが

ら，至近距離にある本貝塚と同時期の渡具知東原追

跡で多絨に出土した曽畑式土器が，1点も得られて

ないということは注目されてよい。

以下，条痕文土器，室川下陪式土器，その他の土

器の順で略述するが，底部査料については項を設け

て一括して取 り扱うことにする。

イ 条痕文土器

今回の調査で総数81点出土している。 全て小
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第 12表第2群型式別出土状況

型
条 室 そ

式 痕 ill 

文 t ~ の ,. d-

粕 士

序
器 他

lb 64 63 7 134 

Il I 2 3 

[I] 16 94 2 112 

;;I- 81 159 ， 249 



破片で完形及び復元して全形の窺える資料は出土している。 うちわけをみると ，口縁部は第

54図 1に示す 1点のみで他は胴部の資料である。そのため器形，大きさ等についても言及す

ることは出来ない。特徴的なもの 22点を第 54図及び第55図に示した。口縁部 ・胴部に分

けて略述する。

ロ縁部

第 54図1に示したもので，唯一の口縁部資料である。口縁部上端が若干外反し， 口唇

は尖がる。本資料は極小破片で器形等は窺えないが，同様な口縁形態を示すものが久里原

貝塚の報告例にあり（註5),それからすれば直口状の深鉢形が想定される。文様は 2条

1組の波状沈線文が内 ・外面に認められる。外面では口唇下約 1セ‘ノチの箇所に，裏面で

は口唇直下にそれぞれ 1組ずつ横位に施文している。器色は暗褐色を呈し，泥胎質で粘板

岩砕片等を混入する。

胴部

文様及び地文である条痕の状況等により下記のように分類した。

第 1 種—条痕を軽くナデ消した後，波状文を施すもの。

第 2 種—直線的な沈線文を施すもので，条痕をナデ消すものとそうでないものが

みられる。

第 3種一ー地文である条痕のみが見られ，第 1,第 2種のような文様がみられない

もの。

前記の口縁部資料を上記分類にあてはめると第 1種である。

第 54図 2~5に示した 4点は第 1種に属するものである。 波状文をみると ，4は2条 1

組となっているが他の 3点は 3条 1組で，4点とも 1組ずつ施文している。5のみが横位

方向の施文で，他の・3点は斜位方向に施文している。 4点とも裏面はナデ消され，条痕は

みられない。器色は 2が表面赤褐色，裏面暗褐色となっているが，他の 3点はいづれも暗

褐色を呈している。 4点とも胎土は細かく ，粘板岩の砕片や石英 ・チャート砂粒を混入す

る。 5は約7ミリの原さで，他は 10ミリ前後を測る。

第 2種に屈するものを第 54図6~10,第 55図 1~5に示した。

第 54 図 6•7•9 ·10 の 4 点は地文の条痕が残り ， 他の 6 点は条痕をナデ消している。

そのため後者の 6点は無文空白部を有す結果となっている。文様は 2~5条 1組の沈線を

施しており ，本貝塚の場合は 2条 1組のものが多かった。沈線の方向をみると右傾の斜沈

線のみ，左傾の斜沈線のみ，斜沈線と横位沈線を組み合わすもの，方向の異なる斜沈線を

組み合わすもの，縦位沈線のみを施すものなどがみられ，斜位方向への施文がベースにな

っていることが窟える。

第54図 10は斜位の沈線と横位の沈線を組み合わすもので，4条 1組の斜沈線が約 3セ

ソチの間隔をおいて 2ケ所に認められるが，全体の構図は不明である。第55図 1の資料

は方向の異なる斜沈線を施すもので，条痕は部分的にナデ消されている。破片の右側には

条痕と逆方向の 2条 1組の斜沈線が 1組みられ，それと V字状に破片左側では条痕と同一

方向の斜沈線がみられる。
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裏面に条痕を有するものは第 54図 1, 第 55 図 1 • 2·4·5 の 5 点で ， 第 54 図 10 と第

55図 2の 2点は明瞭に残る。第 54図 10は縦位の方向へ，他は横位方向へ施している。器

色は表面が赤褐色を呈し，裏面は暗～黒褐色を呈す。胎土は細かく泥胎買で，粘板岩砕片

や石英 ・チャートの砂粒を含み，器厚は 7~9ミリを測る。

第 55図 6~11の6点は第 3種に屈する査料である。 条痕をみると 10の 1点だけが縦

位方向のみに施され，他は方向を変えて不規則に施している。後者の場合 7においてそれ

が顕著である。7・10以外は裏面にも条痕が残り ，9・11は明瞭に残っている。

器色は 7が表裏とも暗褐色，8が表裏とも赤褐色で他の 4点は表面赤褐色，裏面暗褐色

となっている。胎土は細かく ，粘板岩砕片及び石英 ・チャ ー トの砂粒を混入する。 しか

し，10の査料は石英 ・チャートの微砂粒を密に含むもので，後述する室川下陪式のそれ

に近い様相を示す。 器原は 6 • 11の2点が 10ミリを越し，他は 7~9ミリである。

第 55図 12に示した資料は，ヘラ・状工具によるシャープな沈線文が 2条，破片の右端に

認められる。左側の沈線は曲線をなしているが，そこで破損しているため全体の構図は不

明。表裏面とも斜め方向の条痕がみられる。器色は暗褐色を呈し，胎土は細かく，石英 ・

チャートの微砂粒の他粘板岩砕片も散見される。器厚は 7ミリを測る。

ロ 室川下陪式土器

沖縄市にある室川貝塚の最下陪（地山）より単独に出土した土器を楳式とする。現在，

前皿期末に位匹づけられている（第 11表）が，J位近その見直しがなされている（註6)。

本貝塚では総数 159点出土 している。その中には口緑部が 8点，有文胴部が 24点含ま

れている。 完形及び復元して全形の窺える咬料はないが，第 56図 3,第 57図 12は径の

推定が可能な壺料である。特徴的なものを第56図，第 57図及び第 58図に示 した。 以下

に略述する。

器形

第 56図に示した口縁部汽料から推定すれば，今回得られた賢料は全て深鉢形に屈し，

他の器形は見受けられない。これらの汽料をみると ，口緑部が外側へやや開くかほぽ直口

状を呈しており ，前者は室川貝塚（註7)等の報告例にあり，後者は宇宿邸又遺跡（註8)

等から報告されている。第 57図 12に示したものは，前者に属する胴部狩料である。

ロ縁の形状をみると，舌状を呈するものと平坦に賂形するものの 2種認められるが，本

貝塚では4点ずつの出士であり ，いずれの口縁形状が優位にあったのか不明である。口縁

部が舌状を呈するものは室川貝塚等にみられ，口緑部が平坦になるものは渡具知東原追跡

（註9)や船越原辿跡（註 10)等で知られている。

サイズ

大きさについては破片からの推定であり明言は出来ないが，第 56閑 3は推定口径が約

27セ` ノチである。 今回， 口径の推定が出来たものは本衰料の 1点だけであり，本貝塚出

土の室川下附式土器の大きさを一般化することは出来ない。又，第57図 12に示したもの

は推定胴径が約 15セ` ノチである。高さについても完形品の出土がなく 言及できない。
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文様

本型式は器面の内外とも施文の対象となり，内は口縁部に，外は胴下半部まで及ぶこと

が知られ，外面においては無文空白部を有することが 1つの特徴としてあげられている。

本貝塚出土のものも同様なことが言え，第 56図に示した口縁部の西料は全て内 ・外面

とも施文の対象となっており，口唇部を平坦に整形している 4と5は口唇部にも施文して

いる。有文胴部をみると，胴下半部まで施文するのは確実であるが，それがどのへんまで

施文されたのかは不明である。

施文具をみるとヘラ状工具 ・貝殻等が用いられているが，ほとんど前者が使用されてお

り，貝殻を用いるのは僅かである。

文様は沈文のみで浮文は得られていない。列点文 ・刺突文 ・短沈線文 ・長沈線文等がみ

られ，それぞれの文様を組み合わすものや同一文様のみが認められるもの等がある。 しか

し，いづれも全体的な描図は不明である。

次にその文様の展開方向をみると，ほとんど全部が横位方向への展開と斜位 ・縦位方向

への展開を組み合わせたもので，同一方向のみの展開を示す確実な資料はみられない。た

だ，第57図 12に示したものは，横位方向のみの展開の可能性が強い洒料である。本型式

は何段かの文様帯を構成することから，口縁部 ・胴部に分けてみることにする。

ロ縁部の査料をみると，第 1文様帯が横位方向の施文で始まるものと，斜位方向の施文

で始まるものがあり，前者が5点，後者は 3点の出土となっている。これを口縁部形状と

合わせてみると，口縁部が舌状を呈するものは 1点だけが斜位方向で始まり ，口縁部が乎

坦なものは横位 ・斜位方向で始まるものが 2点ずつとなっている。

第 56図 1~5の5点は第 1文様帯が横位方向への展開で開始するものである。

同図 1は小型列点文と大型の列点文を組み合わす賓料である。小型列点文を約 1.5セソ

チ間隔で 3条施し， ,2段目と 3段目の間に大型の列点文を 1条配している。下端は下段の

列点文の痕跡をわずかにとどめる所で破損しているため，以下の文様は不明である。 小

型 ・大型の列点文とも左→右方向に施文されている。裏面は斜行列点文が施され，破片の

左側ではほぽ等間隔とな っているが，右側では雑然としている。表 ・裏とも施文は深く

鮮明。

2は口縁上端に左煩の短沈線，少し問をおいて右傾 ・左傾の短沈線を接するよ うに施

し，その下方に無文空白部を設けた資料である。接するように施された右煩 ・左傾の短沈

線は，羽状をイメージさせる構成となっているが，左領の短沈線の幅が右傾のものより広

くアンバラ｀ノスとなっている。裏面は右傾の短沈線をほぼ等間隔に施す。表 ・裏とも施文

は深く明瞭である。破片下方は無文空白部を形成しており，以下の文様については不明で

ある。

同図 3は口唇部 ・ロ縁部及び口縁内面に施文する衰料である。口唇部をみると ，平坦に

なる部分と外傾する部分があり，前者には刻目，後者には斜位の短沈線文が施されてい

る。口縁部は 3段の文様帯が認められる。上段には 3~5条 1組の方向の異なる斜沈線文

が施され，それが羽状文をイメージさせる構図となっているが，こま切れで連続していな
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い。 2段目の文様は横位の沈線文と列点文の組み合わせとなり ，3段目の文様は長沈線文

・短沈線文，列点文を組み合わせた斜位方向の文様が認められる。右側は空白部となって

し、る。

4は2段の文様帯が認められる。上段は縦位の短沈線文を密に横位へ施し，それが約 1

セソチの問隔をあけて 2列みられる。下段はそれと同種文様を同じような間隔をあけて 2

列斜位方向へ施文しているが，この 2本で 1組か，あるいはさらに何本か施されていたの

か不明である。左側は無文空白部を形成している。また，口唇部にも施文されており ，斜

位の短沈線文がほぽ等問隔に配されている。口唇部の文様はそれほど明瞭ではないが，ロ

縁部及び内面の文様は施文が深く鮮明である

5は爪形状の文様と横位 ・縦位の沈線文を組み合わせた西料で，口縁部内面には爪形状

--------の文様が 3条横位に施され，口唇部に 1条施されている。口縁部は現究料で言えば，横位

．羞鳳詳iこ区画された沈線文の上方と右側に爪形状の文様が施されている。横位沈線

文の上方は 3条であるが，縦位沈線の右側に施されたものは 5条施したところで横位の沈

線で区切り ，さらに下方へ爪形状の文様を配しているが，以下については不明である。爪

形状の文様はいずれも右→左方向への施文で，前記4点に比して文様は不鮮明である。

6~8の3点は第 1文様帯が斜行文で始まる資料である。

6は2段の文様帯が認められ，上段は小型の斜行列点文が採用され，それが3本 1組で

器面を囲続するようである。その次の段は小型 ・大型の列点文が横位に配されているが，

そこで破損しているため以下は不明である。口縁内面にも上段の文様と同種の文様がほぽ

横方向に施されている。内 ・外面とも施文は深く明瞭である。

7・8は同一個体に屈する汽料かと思われる。 口唇 下約 1セノ`チの箇所からやや右下が

りの短沈線文を斜位方向へ施文している。現衰料では 2ケ所に間隔をあけて施文している

のが認められる。裏面には貝殻腹縁を斜位へ押圧した文様を間をあけて配している。表裏
'f 

とも施文は深く鮮明である。

第57図及び第 58図に示したものは有文胴部の査料である。

文様をみると ，縦位 ・横位 ・斜位方向への施文がみられ，斜位方向への文様を採用して

いる賓料が過半数以上を占めている。それからすると，胴部つまり第 2文様帯以下の施文

は斜位方向のものが一般的であったかと推定される。

文様は列点文 ・沈線文 ・貝殻文等がみられる。

第57図 lは大 ・小の列点文を組み合わすもので，破片上方には斜位の小型列点文が2列

認められ，下方には小型列点文と大型の列点文を横位に配している。

2~8の7点は列点文のみがみられるものである。 2は横位 ・斜位方向の組み合わせ，

3~5は斜位方向のみ，6・7は縦位方向のみ， 8は横位への施文となっている。

9 ~ 11の3点は列点文と沈線文を組み合わす衰料で，9は右傾の斜沈線を 2条施し，そ

の右側の沈線に沿って 3個で 1組の列点文をほぽ水平に配している。10は右領の斜沈線を

2条配し， その右側に向きの異なる斜位の短沈線，それからやや問隔をあけて左領の短沈

線を施している。向きの異なるものば逆 「ハ」の字状をイメージさせる。11はほぽ垂直な
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沈線文とその左側に列点文を配す資料である。文様が途中で切れ以下に及ばないことから

すれば，文様帯の最下部かと思われる。

第57図12,第 58図 1~3の4点はいずれも方向の異なる列点文を接して配し， 「ハ」

の字状の文様を表出する資料である。

第57図 12,第 58図 1の2点はハの字状文が横位に施されるもので，その上方にはやや

問隔をあけて 1条の列点文を配している。第58図 2・3はハの字状文が縦位に施されるも

ので， 2はその左側に間をあけて 1条の縦位列点文を，右側には斜位の列点文が認められ

る。第57図 12,第 58 図 1• 2の3点には，ハの字状文とそれに沿うような l条の列点文

が見られることから，その組み合わせで 1単位であったかと推察される。

第 58図5~8の4点は幅広の単ベラにより施文するもので， 5は押し引き文，他の 3点

は列点文を施している。施文の展開方向をみると， 5は横位・斜位方向の組み合せ ，6は

横位方向， 7・ 8は斜位方向への展開となっている。施文は深く鮮明で力強い。

同図 9・10は爪形状の文様と沈線文を施すもので，第56図5に示した口縁部と同一個

体の資料かと思われる。沈線で区画した内側を爪形状文で充項し，外側は無文のまま放四

している。

11は貝殻文とヘラ状工具による短沈線文を組み合わせている。貝殻文を斜位に直線的に

施し，その内側を斜位の貝殻文と短沈線で埋めている。

12は貝殻文のみを施している。破片右側に斜位方向へ3列配し，左側ではその一部が残

っている。左右の文様間には若干の無文空白部がみられ，施文の際には 3列 1組であった

かと思われる。また，貝殻文が途中で消失し以下に及ばないことから，本資料は文様帯最

下部のものと思われる。

その他の特徴

器面調整をみると，表面と裏面では条痕の残る割合に大幅な差がみられる。即ち，表面

はほとんどがナデ調整を施しており条痕が残るものは少く，これに対して裏面をみると条

痕を残すものが多い。これからすると器面調整を行う場合には，表面によりウエートがお

かれたものと推察される。

器色は暗褐色や赤褐色のものが多く，その他黒褐色や橙褐色を呈すもの等も見受けられ

た。混入物をみると，石英 ・チャート砂粒の他に金雲母を含むものと含まないものが見ら

れ，本貝塚では前者が多く後者は僅少であった。又，後者の場合には粘板岩砕片を混入し

ており，これは前記条痕文土器のグループに多くみられたものである。器厚は10ミリを前

後するものが圧倒的であるが， 5~6ミリのものも見受けられる。

A
 

ハ，その他の土器

今回得られた資料の中には，型式の判別できないものも若干出土している。その中で特徴的

なものを第 59図，第60図に示した。

第 59図 1に示したものは大型の口縁部資料で， ある程度器形の窟えるものである。 口唇部

が舌状を呈し，ほぽ直線的に胴部へ移行する砲弾形の器形が推定される。底部は今回得られた
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ものからすれば，尖底であろう。推定口径は約 27セソチ，高さについては不明。

文様をみると外面にのみ施文され，内面や口唇部は施文の対象となっていない。外面に施さ

れた文様は胴下半部までは確実であるが，底部まで施文されたかどうかは不明。文様は 2段認

められ，上段は横位文，下段は斜沈文を施している。上段の文様は，口唇下約 2セ`ノチの箇所

から 3条の押し引き文を約 1セ ノ`チ問隔で配して:'--、る。下段の文様は，3木を単位とする斜沈

線文による格子状の構成となっている。右陰の長沈線文を間焉をあけて配し，その間を沈線で

結んでし、る。

器面は表裏ともナデ調整がなされているが，裏面は口縁部に横位の条痕が消え切らずに残っ

ている。器色は黒褐色を呈すが，外面の胴部は黄褐色となっている。胎土は細かく ，粘板岩砕

片を主体に石英・石灰質砂粒が見受けられ，器厘は厚い箇所では 12ミリを測る。

本県では初めての咬料であり ，その出自等類例資料を侯って検討しなければならないであろ

う。

同図 2は口縁部が若千外反する深鉢形の資料で，口唇部は平坦に賂形されている。推定口径

は約 27.5セ` ノチ。

文様は口唇部と口緑部に見られ，口唇部は貝殻腹縁を押し引くよ うに施し，施文は深くその

ため口縁上端は波状を呈 している。口縁部には貝殻腹縁を口唇に対してほぼ垂直に押圧し，器

面を囲続させているがその間隔は一定していない。破片の左端では縦位 ・斜位方向への施文の

一部が認められるが，斜位方向の文様は胴部のどこまで施文されたか不明。この稲の貧料が具

志川島追跡群（註11)からも報告されている。

器面はナデ調整が施され，器色は表面が黒褐色，裏面が暗褐色を品す。胎土は細かく，石英

・チャート砂粒を密に含み，金衷母片も多砧混入している。器厚は 10ミリ前後を測る。

第60図に示したものは 1~3が口縁部，4~7は胴部の資料である。

1は口縁部上端が折れ曲がるように外反するもので，口唇部に刻目文， 口縁部に斜沈線文を

施している。口縁部の文様は右領の沈線を 1センチ弱の間隔で配し，その間を短沈線で埋めて

いる。短沈線は方向が異なり羽状になっている。文様帯の部分で破損しており ，全体の構図や

施文の範囲等は不明。賠褐色を呈し，石英 ・チャート砂粒を多椛混入する。器表面には条痕が

かすかに残っている。器厚は 10ミリを測る。

2は刻文を施した凸帯と沈線文を組み合わす西料で，口唇部にも刻目文を施している。口唇

部の文様は施文が深く ，そのため口縁上端は波状を呈す。口縁部の文様は口唇直下に貝殻腹縁

を押圧した文様をほぽ等間煕に施し，その直下に断面方形に近い刻目凸帯を 「状に配してい

る。その凸帯に囲まれたところにはより扁平で幅のある刻目凸帯を 1条横位に施すが，それほ

どの長さはないようである。それの直下には 4本の右頼の斜沈線がみられ，縦位凸帯の左側に

は左傾の斜沈線が 3木認められる。全体的な構図は不明。刻目凸帯と沈線文を組み合わすとい

う点では面縄前庭式に近似する。

暗褐色を呈し，石英 ・石灰質の微砂粒を多茄含む。器豚は 5ミリを測る。

同図 4は胴部の賓料で，長沈線文 ・短沈線文及び列点文を組み合わすもので，それが 1つの

単位となって鋸歯状に配されているが，全体的な構図は不明。表面は縦方向，裏面は斜位方向
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... 

の条痕がみられ，器色は表面が赤褐色，裏面が黒褐色を呈する。混入物として石英砂粒の他金

雲侶片も見受けられる。器肛は11ミリを測る。本衰料は室川下屈式のバリエー、ンョソの中でと

らえることが可能と思われるが，とりあえずここに示した。

7は上端に横位沈線の 1部がみられ，その直下に 3本 1組の斜沈線文を鋸歯状に配す胴部資

料である。その鋸歯状文の山と山の間には菱形文を施している。菱形文は 3重に施され，結果

として側辺は3本 l組の沈線となっている。それからすると ，本貧料の沈線文は 3本を単位と

して施したものと思われ，上端の横位沈線も 3本 1組の沈線の一部である可能性が強い。

赤褐色を呈し，器面はナデ調整により滑らかであるが，表面には縦横の，裏面には横位の条

痕が消えさらず残っている。石英 ・チャ ー トの微砂粒を含み，器厚は 7ミリを測る。

二，底部

第 2群土器に属する底部査料は6点出土しており ，第61図に示した。1~5は尖底，6は乳

房状尖底に属する行料である。

1・2の査料は，立ち上がり部がゆるやかな曲線を描きながら外側へ開いていくものである。

2点とも表面は条痕がナデ消され， その際にできたと思われる縦位方向の不明瞭な稜を有して

いる。裏面は 1がナデ調整を施しているのに対し，2は多角的方向からの条痕が明瞭に残る。

器色は 2点とも表面が赤褐色，裏面が賠褐色を呈し，1は石英 ・チャ ー トの粗砂粒及び砂粒を

混じ，2はほぽ均ーな大きさの石英 ・チャート砂粒を混入している。器岸は両者とも10ミリを

測る。

3~5に示したものは，立ち上がり部が直線的になる行料である。 器面調整をみると ， 3は

器表面の保持が悪く不明である。 4• 5の 2点はナデ調賂が施され，4の表面はより入念に調

整されているが，5はそれが雑で条痕が消えきらずに残っている。器色についてみると ，5の

内面が黒褐色となっているがその表面及び他の 2点は暗褐色を呈している。混入物は 3が石英

• 石灰質の粗砂粒と粘板岩砕片を含むが，4・5の 2点は石英 ・石灰質の砂粒と金雲母片を混入

し粘板岩砕片を含まない。器厚は 3が 12ミリ， 4が9ミリ ，5が 10ミリである。

6.fまいわゆる乳房状尖底に含まれる西料で，立ち上がり部は前記 1・ 2と同様で外側へゆる

やかに開くものである。器面はナデ調整が施されているが，入念ではない。器色は底面及び内

面は黒褐色，外面は暗褐色を呈す。説入物は石英 ・チャ ー トの微砂粒を主に金雲母片が見受け

られる。器岸は 16ミリと今回得られた査料では最も厚い。
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第57図 第 2群土器 （室川下層式土器）
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第58図第2群土器（室川下層式土器）
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第59図 第 2群土器 （その他の土器）
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第60図 第 2群土器（その他の土器）
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c. 第 3群土器

今回の調査により最も多く得られた士器群で、爪形文系土器と沈線文土器に大別できる。前者の

出土祉が圧倒的で、後者は若干の出土であるが，爪形文系土器に伴う 別型式のものとして初めての

検出であり ，注目に値する。 以下，両者について簡記する。

イ，爪形文系土器

破片にして 5314点の出土があ り， 今回の調査で得られた土器片全体の約 92形を占める祉であ

る。その内訳は口縁部 306点， 胴部 4988点，底部 20点である。復元して全形の窺える資料に恵ま

れなかったが，各部位において大形の破片があり ，同様な特徴を有する査料を用いて図上復元を試

みた。それが第75図に示 したものである。

これらの上器片についてみると，渡具知東原追跡におけるヤプチ式土器，渡具知東原式土器 （註

12)に屈するものや，いずれの概念にも含まれないものなどがある。ただ，すべてのものが口絃直

下に斜位もしくは横位の刻目を 1条ないし 2条囲続するという共通ファクク ーを有する。それで，

頸部以下に描出された文様や他の特徴により ，本造跡の爪形文系土器を下記の 4類に分類 し，さら

に Il・Ill類を 2種に細別した。

l 類一•一爪形文のみに終始するもの。

Il 類—爪形文と指頭押圧痕を組み合わすもの。

第13表 第 3群土器類別出土状況

t 
爪形文系 —I: 器

沈

I類 ll1類 線 計
l IV 文
類

b b 類a a 

a 28 

゜
2 42 l 

゜
2 75 

(38.5) Co) (2. 7) (56.0) (1.3) Co) (2. 7) (100) 

ID 211 5 20 303 3 5 2 549 
(38. 5) Co. 9) (3.6) (55.2) Co. s) (O. 9) (O. 4) (100) 

a 43 

゜
l 243 2 

゜゜
289 

(14. 9) (O) (0.3) (84. 1) Co. 7) Co) Co) (100) 

b 406 ， 61 1964 137 174 10 2761 
IV (14. 7) (0.3) (2. 2) (71. 1) Cs.o) (6.3) (O. 4) (100) 

26 

゜
3 246 I 29 

゜
305 

C (8.5) Co) (1. O) (80. 7) (0.3) (9. 5) (O) (100) 

a 100 

゜
1 281 

゜
267 

゜
649 

Cl5.4) (O) Co. 2) (43. 3) Co) (41. l) Co) (100) 
V 

b 11 

゜゜
164 l 56 

゜
232 

(4. 7) (0) (O) (70.8) (0.4) (24. 1) Co) (100) 

計 825 14 88 3243 145 531 14 4860 
(17.0) (O. 3) (1. 8) (66. 7) (3.0) (10.9) (O. 3) (100) 

※カッコ内は倍位別の出土頻度（％），口緑部と底部を除く。
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a種ーー指頭を器面に当て押し引き，爪による沈線を表出したもの。

b種＿ 指頭を器面に押し当て，痕跡が楕円形をなすもの。

Ill 類-—ー指頭押圧痕のみに終始するもの。

a種ー一指頭を器面に押し当てるのみに留めるもの。

b種ー一指頭を器面に当て押し引き，凹線状をなすもの。

IV類ーー製作段階で粘土をひき締めた際に生じた痕跡で，凹線が縦位ないし斜位に連続するも

の。

これら類別の出土状況は第 13表に示したとおりで，祉的には皿類a種が 66.7 96と凌駕し，本追

跡の爪形文系土器の主体をなす。次いで 1類 (17.0形），IV類 (10.99cる）となり ，他はいづれも

3 96弱の出土絨である。ただし， 0J類a種には小破片のため I類 b種と判別できない賢料も若干含

まれている。

ところで，306点の口縁部資料が得られたが，小破片のため I~IV類のいずれに属するか判然と

しないものが多く ，口縁部の形状や口緑直下の文様と類別の関係について言及することができな

かった。そのため，口縁部については一括して述べることにする。

以下， l類から順に略述する。

I) l類土器

いわゆる東原式であるが ， 爪形文のみを施すものという点から渡具知東原遺跡の第 2類 • 第5類

をここに含めた。施文された爪形文を上 ・下の確実な口緑部 ・底部でみると ，すべて右側が深く左

側へはねる手法が用いられ，逆D字状の文様となっている。つまり ，本類の爪形文は逆D字状にな

るのが特徴で，後述する Il 類 b • ill類a等の指頭痕と逆のイメージを表出している。特徴的なもの

を第62図~64図に示した。なお，第 75図 1に示したものは本類に含まれる口縁 ・胴部 ・底部を組

合わせて図上復元したものである。

以下，本類の特徴について略述する。

•• 

｀ 

器種 ・器形

今回得られたものをみると ，すべて深鉢形に属する衰料で明確に蓋形等他の器種を示すものは得

られてし、なし 'o

第 75図 1に示したものは，図上で推定復元を試みたものである。 それからすると， 口縁部が若

干内煩し，胴中央部やや上方で最大径を有し，なだらかな曲線を描いて底部に至る。底部は丸底的

な尖底で，全体的にスマートな器形となっており ，クマゴ形を呈している。

この復元図はあくまで本類土器の器形をイメージ化させるためのもので，本類土器の一般的な器

形を示したものではない。また，第 62図6~8,第 63図 12等の胴部汽料をみると ，後述する Ill

類 .IV類土器に類するような器形もあったかと推察される。

第62図 1~5に示した口縁部をみると ，口縁上端をわずかに外反させるものや，若干肥厚させる

ものなどがみられる。

底部は第64図に示したもので， 1は丸底が想定される。2~4は丸底的な尖底で，3,4はゆるや
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かな弧状を呈しながら垂直方向へ立ち上がっていくが，2は直線的にやや開き気味に立ち上がって

いく壺料である。

大きさ

本類土器のサイズについては第75図 1の復元図をみると ，口径は約 11セ‘ノチ，高さは約 23セ

ンチである。 しかし，これは本類土器の一般的な大きさを示すものではなく ，単に目安となるもの

で，第64図 1の底部資料や第62図6の胴部貧料等をみると，小形のものや大形のものなども想定

される。

文様

施文部位についてみると ，口縁直下から底面までの器表面全体が施文の対象で，口唇部 ・肥財外

面及び裏面は施文の対象となっていない。ただ，第63図 12に示す資料は，破片の下端部に無文空

白部がみられ注意されるが，底部に無文の資料がなく，それからすれば無文空白部を設けて以下に

も施文する西料かと推察される。

施文具をみると，明確にエ具による文様を有する西料が見当らず，今回得られた西料について

は，ほとんどのものが真正爪による施文と考えられる。

施文手法については先にも述べたように，器面に対してやや斜めに立てた爪を左側へはねるよう

にして一端器面から離し，また器面に立てて同じように左側へはねる。これをくり返しながら右か

ら左へ横位に施文している。文様が斜位あるいは縦位に展開するものは見受けられない。また，施

文は深く文様は明瞭なものが多い。

文様は口縁直下に 1~2条の爪形文を施す。 その際には，爪は口唇部に対して平行にするもの

や，斜位になるように施している。その直下の文様は口唇に対して垂直方向の爪形となっており，

ロ縁直下の文様との間に若干の空白部を有するもの（第62図 1)や，空白部を有さず接して施すも

の（第62図5)などがみられる。

「l緑直下の文様以下は，同じような惑じで底部まで施文されたかと思われる。それをみると ，第

62 図 6·7 のように器面いっばいに密に施すものと ， 第 63 図 7• 13のように一定の間隔をあけて

施文する（無文空白部を設ける）もの等がある。渡具知東原追跡の分類で第 2類とされているもの

は前者に，第5類とされているものが後者に対応できる。今回得られた汽料では前者の器面に密に

施すものが蘇的に優位を占める。

以上のような文様は．指頭により粘土をひきしめたのち，器面を軽くナデ，残った凹部に爪形文

を施している。そのため文様間は盛り上がっている。

その他の特徴

器面に残った指頭痕をさらに軽くナデているが，裏面に指頭痕が残るものも少なくない。また，

第63図 13をみると約 3セ｀ノチ幅の粘土帯を用いている。 器色は暗褐色 ・赤褐色のものが主体をな

すが，まれに橙褐色のものも見受けられる。第63図 13は煤が付沿し黒褐色を呈している。

胎土 ・混和材をみると ，胎土は粘選された惑を受けるが，肉眼で容易にそれと判る粒の大きさを
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有す石灰質砂粒を多絨含むものと ，肉眼観察では容易でない微砂粒を多砧含むもの等があり ，前者

はより上陪に多く出土する傾向を示す。器屈は 4~8ミリのものがみられ，5~6ミリのものが多

い。石灰質の砂粒を含むものは匝手のものに多くみられるようである。

2) Il類土器

爪を縦位に押し引いて施した沈線文及びそれに前記 1類の爪形文を組み合わすものと ，指頭痕と

爪形文を組み合わすものがあり，前者を a, 後者を bとした。絨的には bが圧倒的でaは少なかっ

た。以下に略述する。

Il類a

第65図に示したもので， 1・2はn縁部の行料で，他は胴部の預料である。完形及ぴ図上復元の

できるような衰料がないので，器形 ・大きさ等については明言できないが，1・2の口縁部からす

れば，口緑上端が若干外反する深鉢形が想定される。口唇部は丸くなっている。

文様は口唇部 ・内面には認められない。口縁直下の文様は 1条づつ施されているが，爪を器面に

押圧する際は 2の方が口唇に対してより垂直方向の押圧となっている。 1は右下がりであるが，2

は左下がりとなっている。両方とも口縁直下の文様とその下の文様の間に若干の空白部を有してい

る。

3~7は爪による縦位の沈線のみがみられるもので，上から下の方向へ引き施文はラフである。

沈線は細く問隔をあけて施されている。14は爪を強く器面に押しあてて施したと思われ，沈線の右

側に浅い凹部がみられる。15に示したものは上記6点と異なり ，幅が広く長い沈線である。何らか

のエ具を使用したかと考えられる。

8-13 は上記沈線文に爪形文を組み合わせるもので， 8~10• 13は逆D字状，11・12は細い弧状

を呈す爪形文が採用されている。11・13は沈線文と爪形文の施されるパターソがわかるもので，11

は沈線を 2条施してから爪形文を配し，13は沈線文と爪形文が交互にくり返えされている。

器面の調賂は粘土をひきしめる際の指頭痕を軽る＜ナデ調整している。器色は賠褐色のものや赤

褐色のものが主体をなすが，黄褐色，黒褐色のものも見受けられる。

胎土は細かく混入物に粘板岩砕片を含むものとそうでないものがみられ，前者は粒が粗くなり，

後者は微砂粒を密に含むものが多いようである。器座は 4~8ミリ間に含まれ，5~6ミリのものが

主体を占める。

Il類 b

指頭押圧と爪形文が組み合わされるもので，特徴的なものを第66・67図に示した。

第 66 図 17 に示したものは指頭押圧と横位の沈絲文 ， 第 67 図 4 • 6は指頭押圧と刺突文が組み合

わされる査料で，本来ならば本項から外れるものであるが，指頭押圧を主に他の文様を組み合わす

ということでここに含めた。

器形及び大きさ等については前述の 0類a同様，完形又は図上復元のできるような資料がなく不

明である。 これはI類a・bどちらにも底部貧料が得られていないためで， 底部査料が追加されれ

ば第75図に示すような各部位を組み合わせた推定復元図が可能であろう。
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今回得られている口絃部（第66図 1)や胴部預料 （第66図 13,第 67図 2)等をみると，後述す

るIll類aにみられるよ うな器形（第75図 2・3)が想定される。 つまり， 口絃部から直線的な逆s
字状を品しながら胴下‘臣部で急にふくらみ，わずかに弧を描きながら底部へ至る深鉢形が考えられ

る。

第 66図 1~8の口縁部狩料をみると ，n絃部上端が丸味をもって若ド肥厄するものや，口唇部が

丸く口緑上端がやや外反するもの，肥肛 ・外反等を示さないものがみられる。 2のみが肥駆 ・外反

等を示さないもので，他は肥形 ・外反を示す狩料である。

文様は口絃部直下に 1条の爪形文を施している。爪形は第66図 2のようにn唇部に対して水乎

に近くなるものや ， 同図 3• 4のように垂直に近くなるものの他，斜位方向に施されるもの等がみ

られ，いづれも右下がりとなっている。

また， 1・7のように爪を若 tこずらして器面に押圧したために，爪形が二重になったものも見受

けられる。

上記n絃直下の文様と以下の文様についてみると ，6以外はすぺてn縁直下の文様下に 1列の横

位に陀された指頭痕を挟んで爪形文を施している。すなわち ，口絃部においては口緑直下に爪形

文，その下力に指頭痕 ・爪形文の順に展開されている。ただ ，上記 6の狩料はrI縁直下爪形文の下

方に17府部に対して垂1代方向の爪形文が配されているが，これは例外的なものと考えられる。ま

た，1. は頸部に陀された爪形文の下は指頭押圧が7列続いている。

胴部についてみると，爪形文を 2列施すものと 1列施すものが見られる。 第 67図 2に示した汽

料は破片上端の爪形文は 2列で，破片の中央部にみられる爪形文は 1列となっている。爪形には逆

D字状をなすものと弧状を呈すものがあり ，祉的には前者が優位を占める。

次に爪形文の施される幅についてみると ，第 66図 16に示すものは爪形re:1の指頭押庄は 1列であ

る。第 67図 1,2は爪形問の指頭押圧は 3列みられ，第66図 13や第67図 5は4列，第67図 3は

6列みられる。その他の究料をみても ，指頭押圧と爪形文を交互にくり返すものは少なく，爪形文

間には 3~6列の指頭押圧が配されるのが一般的であったかと推察される。 また， 指頭押圧の際の

爪跡が残るものと残らないものがみられる。

第 66図 17は指頭押）Eと横位の沈線文を組み合すもので，沈線はラフに施されている。第 67図

4 • 6に示したものは，指頭押圧と工具による刺突文を組み合す資料で，同一個（本に屈すものであ

ろう。 4は破片下部に無文空白部を有するもので，これが単に空白部を形成するものなのか，ある

いは文様帯下端部の西料なのか注慈される。

その他の特徴をみると，器色は赤褐色のものが多くその他に賠褐色や黒褐色を呈すもの等が見受

けられる。器面の調整は粘土を引き締める際に出来た指頭痕と指頭痕の間の盛り上がり部を軽くナ

デている。裏面に指頭痕が残るものも多いが，指頭圧痕が明瞭に残るものは少ない。

胎土は細かいものの，虻和材に肉眼観祭の容易なものとそうでないものがみられる。前者の場合

には石灰質の砂粒や粘板岩砕片を含むは,:,1にある。器厄は4~5ミリと 薄手のものが主体を占め，

7ミリ前後のものは少ない。
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3) III類土器

渡具知東原造跡でヤプチ式土器と分類されたもので，いわゆる指頭押圧のみが認められるグルー

プである。

総数 3388点と最も多拡に出土しており，本貝塚における爪形文系土器の主体をなす。 指頭押圧

のみというのは頸部以下のことで，口縁直下には I・IT類同様爪形文が施されている。木類の場

合，指頭痕が楕円状になるものと長楕円になるものがみられ，前者を a, 後者を bとする。梵的に

はaが圧倒的でbは僅少である。以下に略述するが，底部については本類の最後に一括して述べ

る。

iil類a

指頭痕が楕円状になるもので，完形の賓料はなくすべて破片である。しかし，大形の破片が数点

あり，第 75 図 2 • 3に推定復元図を示し，特徴的なものを第68~70図に示した。 以下に特徴を略

述する。

器種 ・器形

完形の資料は得られてないものの，大形の破片による推定復元図を第75図 2・3に示した。その

2点及ぴ第68図の口縁部預料からすれば，今回得られたものは深鉢形に屈すものがほとんどで，壷

形等他の器種は含まれないようである。

器形については第75図2・3をみると ，口縁部から胴部へかけて直線的に間延びしたS字状を呈

し，胴下半部で急に脹らんでゆるやかに弧状を呈しながら底部へ至るフラスコ状の器形を呈す。底

部は丸底的な尖底である。

第68図に示す口縁部賓料をみると ，口縁部上端をわずかに肥厚 ・外反させるものや，肥厖 ・外

反等を示さず直口のものなどが見受けられる。口唇部はほとんどの預料が丸くなっている。

大きさ

完形の資料が得られてないので明言は出来ないが，第 75図2・3をみると 2は推定口径が約18セ

ンチ，3が約 22センチを測る。この数値がIII類aの一般的な口径とは言えないまでも，ある程度の

目安となろう。

高さについても不明であるが，上記 2 • 3をみると 2は32セソチ，3は35セソチを測る。2はロ

径の約 2倍の高さを有していることになる。

文様

文様として意図的に施されたものは，口緑直下の文様のみと思われる。頸部から底部までみられ

る指頭痕は，粘土を引 き締める際に残った圧痕で文様として意図的に配されたものとは考えにく

ぃ。 しかし，指頭による凹部とその回りの盛り上がり部によって構成される器面の状況は，結果と

して文様のようにみえる。指頭押圧の際の爪跡を有すものもみられる。

ここでは窓図して施文したものということで，口縁直下の文様について述べることにする。第68
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図に示したもので， 11以外は爪形文を施している。11はエ具による刺突文を 1列配すものであ

る。

14に示すものはn唇にも施文する唯一の夜料である。約 1.5セソチの間隔で爪形文を施してい

る。施文は深く爪形間は台形状に突き出た惑じとなっている。n緑1fI下の文様c下方の指頭痕の問

に約 1七‘ノチの空白部がみられる。

他の汽料をみると， 3~6,13は口縁直下を指頭で謁整した後爪形文を施している。爪形は 9・1

0・16の 3点はII唇に対して水平方向となり ，他は右下がりの斜位方向となっている。また，10は

約 lセ｀ノチの問隔をあけて 2列配しているが，他は 1列である。

その他の特徴

器面の調整は粘土を引き締めた後に軽くナデている。口絃直下の場合には．割りと念入りに調整

されている。 また，裏面に指頭痕を有すものが多く，その中で明瞭に残っているものを第69図 11

~14に示した。

器色は赤褐色のものが多く ，その他に賠褐色 ・］、し＼褐色を品すもの等がみられる。胎士は細かく ，

虻和材に石英 ・チャートの砂粒や粘板岩砕片等を含む。器厚は 5ミリ前後の洒手のものがほとんど

である。

III類 b

指頭痕が長桁円状になるもので，第71図に示したものがそれてある。 完形及び推定復元図の示

せるような大形の破片がないので，器形~f,については破片から推定せざるを得ない。以 Fに特徴を

略述する。

器形については小蔽片からの推定であり明苫はできないが，第71図に示す狡料からすれば口絃

部からほぽ直線的に胴部へ移行する探鉢形が想定される。 1~4にぷした口縁部狩料をみると，口

縁上端が若干I股らみをもち，「I唇部は丸く成形されている。

大きさについては破片のみであり判然としない。

文様をみると，口縁町下の文様とそれ以下に分けられる。n縁直下の文様はn唇部に対して斜位

方向の爪形文が 1列配されている。その直下から長桁円の指頭痕がみられる。指頭痕の長さをみる

と，第71図4の口縁部狡料は約 1.5七` ／チである。 胴部狩料をみると約 2セ` ノチのもの (6・9)

と約 3セソチのもの (5・7・8・IO)がみられる。 指頭痕の長さは粘士帝の幅に対応するようであ

る。

指頭艇はほとんど上記の長さで途切れ長楕円を示すが， 8の預料のように上下が連続し凹線状に

なるものもみられる。

器色は赤褐色のものがほとんどで，その他黒褐色を呈すものがみられる。器面の調整は指頭艇が

それを兼ね，指頭問の陸起部を軽くナデて凋整している。裏面にも指頭痕が見受けられるものもあ

る。

胎土は細かく，石英 ・チャート砂粒の他粘板岩砕）ヤを含むものも見られる。器厄は 7ミリ前後の

ものが多く，前述の III類aに比べ若干厚く焼き締まった惑じを受ける。
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底部狩料

皿類に屈す底部狡料を第 72図に示した。底部まで指頭痕がみられるが，それが胴部と同じよう

に配されるのか不明のため， a・bに分類できずここに一括した。

すべて尖底に屈する狩料である。 4のみがやや開き気味に立ち上がるもので，他は角度をもって

立ち上がる。 1・2はほぽ直線的で，3・5はゆるやかな弧を呈しながら立ち上がる。

3~5の3点は指頭痕が明瞭に残り，特に 4は指頭問の隆起部が顕著である。1・2は器面が磨耗

し不明瞭でわずかに凹部がみられる程度である。

1・4・5は黒褐色， 2は暗褐色，3は赤褐色を呈す。胎土は細かく，石英 ・チ1・ ートの砂粒等を

密に含む。器厄は 5ミリ前後を測る。

4) IV類上器

指頭痕が縦長に辿続するもので，今回の渦丘で531点の出土があった。完形の府料はないものの

大形の破片が数点あり，第75図4に推定復元図を示した。 以下，本類の特徴について略述する。

器種 ・器形

今回得られた貧料をみると ，明確に虚形を示すものはなくすぺて深鉢形に屈する沢料である。第

75図4に木類土器の推定復元を試み図示した。 それをみると， n緑部からゆるやかな逆S字状を

呈して胴部へ移行し，胴下半部で急に脹らみ，以下若下の弧を描きながら底部へ至る。底部は尖底

である。

ロ緑部の形状は第 73図 1~5をみると，いずれも口絃上端を若干外反させるもので， 3・4vi n 

柑部が尖がり気味である。

大きさ

ロ径の推定出来たものがありそれをみると ，第 73図 lは約 20センチ， 2は約 16セソチであ

る。本類上器の口径の目安となろう r均さについては第 75図4の推定復元図からすれば，約 30セ

ソチとなっている。

文様

ロ絃直下の爪形をみると，いずれも「l唇部に対して水平方向の施文となっている。 l・2は2列

施文されているが，上方の爪形は浅く消えかかっている。 下方の爪形は明瞭に認められる 3~ 

5は l列施文されている。 4は爪形の施された部分が浅い溝状になっている。

このような口緑町下に配された爪形の直下から以下に指頭痕がみられる。指頭痕によって描き出

される器而の状況が数種認められる。つまり，指頭による凹部及びその周囲にみられる隆起部が縦

位に連続し，ゆったりとした曲線となって屈開するもの（第 73 図 l • 2)や，3のように指頭によ

る凹部及び隆起部が細かく密にみられるもの，そして第74図4等のよ うに指頭による凹部に爪形

文を配したものなどが見受けられる これらは前述の III類とは異なるものとしてここに一括した

が，預料が増加すればさらに細分がnJ能と思われる。

器面は指頭痕の後に軽くナテ’て凋整している。裏面に指頭痕を打すものもあるが，明瞭ではな

- 151 --



い。器色は口縁部では赤褐色のものが多く ，胴部以下の究料では暗褐色及び、1:、し＼褐色のものが多い。

特に第74図5の底部咬料は煤が付着し黒褐色を星している。

胎士は細かく籾選され，石英 ・チャートの微砂粒のほか，:1、し色の鉱物等も見受けられる。

器財は 7ミリ前後のものが多く，前述のm類 bと同様な傾向を示す。

ロ縁部賓料

ここでは図示できなかった 284点のn縁部汽料の 11縁直下の文様について述べる。小破片のため

I~ IV類のいずれに屈せしめるか不明のものが多くここで一括するが，類別の検討も必要であろ

う。 今後の衰料に期待したい。

さて，今回の凋査で得られたn縁部究料をみると， n緑直下の文様には第 14表に示すよ うな種

類が認められる。大きくとらえれば，逆D字状の幅のある爪形文，弧状を星し幅の狭い爪形文，指

頭を施すもの及び無文のまま放骰するものである。昴的には弧状を呈し幅の狭い爪形文が圧倒的

で，逆D字の爪形がこれに次ぎ，無文のものや指頭によるもの等は僅少であった。

弧状を登す爪形の中でも口唇部に対して斜（立方向のものがほとんどで，口唇部に対して水平方向

に施されるものは少ない。逆D字状の爪形を施すものについても同様のことが言える。

附位別にみると，いずれも IVa・ IVb焙に多くみられる。弧状を呈す爪形と逆D字状の爪形を施

すものはIVb 陪以下にも若干みられ， /•~,I位的に古さをおさえるまでには至らなかった。

なお，口縁直下の爪形はほとんど右下がり であるが，左下がりのものも数点見受けられた。

第14表 口緑直下の文様

詞建 ‘‘‘‘ Q Cob fl MOM ¥ ¥.lヽ ヽっ—--·
.‘.”、,`・.ヽ,・.疇¥,, . .:、 無文 不明 H 

I b 6 1 17 2 ， 35 
a 2 1 4 2 ， 
皿 1 16 15 3 17 52 

a 1 4 6 37 4 2 3 23 80 

IV b 3 15 4 23 4 2 5 13 69 

C 1 5 6 12 

V a 4 3 13 20 

b 1 6 7 

計 4 29 29 111 16 4 8 83 284 

※図示した17縁部は除く。
不明としたものは小破片のため口縁直下の文様が判然としないもの。
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ロ，沈線文土器

第 76図に示したもので，最的には極めて少ない。 すべて小破片で全形の示せるような衰料は得

られていない。口縁部の資料は 1点のみで，他は胴部の破片である。底部は得られていない。以下

に略述する。

第 76図 Hこ示すものが唯一の口縁部査料である。 それからすると， 口縁部がやや開き直線的に

胴部へ至る深鉢形の器形が想定される。口縁部上端は丸味を帯び若干肥屈する。推定口径が箕出可

能で，約 10.5セ‘ノチである。

文様は横位沈緑文のみが認められる。沈線文は 2条 I組みで施されているが，棒状工具を使用し

たものか平行線とはなっていない。 第76図 15に示すものは横位沈線が密に施され， 16に示すも

のは沈線間が約 3セ‘ノチと広くなっている。他の狩料は約 1センチの問隔で配されている。 4に示

す賓料などから胴下半部まで施されていることは確実であるが，底部まで施文が及んだかどうか不

明である。

器面調整をみると， 11の査料は器表面に細かい擦痕様のものが斜位に見られるものの，他はナ

デにより調整されている。器色は暗褐色を呈すものがほとんどで，その他に赤褐色のものや黄褐色

のもの等が見られる。

胎土は細かく ，石英 ・チャート等の砂粒を密に含む。器厚は 5~7ミリのものがあり 0 5ミリ前後

のものが多い。

d. 第4群土器

本群土器は前述の第 3群土器（爪形文士器が主体）を出土する屈と間1因を挟んでその下陪から出

土し，現在のところ本貝塚最古の士器群といえる。

60点余の出土をみたが，第77図に示す底部以外はすべて胴部の資料である。口縁部咲料が得ら

れてないので，全体像は不明である。現在得られている衰料から判る特徴について，胴部 ・底部と

分け以下に略述する。

胴部狩料

すべての無文の衰料で有文のものは得られていない。

器面の状況について器面の観察が可能なもの（石灰分付府のため不明のものもある）をみると，

細かい擦痕様の調整痕が横位に密にみられ，丁寧に調整されている。また，器表面に煤の付荘した

ものも見受けられる。

破片によっては薄い部分を補強するため，その部分だけさらに粘土を貼りつけ厚さを調整してい

るものもみられる。

粘土帯の幅については上 ・下とも接合部から破担しているものがあり，それからすると約 2セソ

チ幅を有している。

器色は暗褐色 ・黄褐色のものが主体を占め，器厚は 5~7ミリのものが多い。

胎土は細かく梢選され，石英 ・チャートの微砂粒を密に含み，その他黒色の鉱物等も見受けられ

る。
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底部資料

第 77図に示した 1点のみで，尖底である。 外側へ開き気味に立ち上がっているもので，上端部

は接合部で破拍している。

厚さ約 3ミリの円盤をサ｀ノドイッチ状に挟むょうに，内・ 外から粘土を付けたして厚さを調整し

てし・る。器厚は底面で約 9ミリ，立ち上がり部で約 7ミリを測る。

器面はよくナデ調整が行なわれ，胴

部で見受けられた擦痕様のものは見ら

れない。

器色は暗褐色を呈し，胎士は細かく

精選され，微砂粒を密に含むほか黒色

の鉱物も見受けられる。

＼ 

゜

,,,,,, 
ノ

／ 

3cm 

第77図第4群土器（底部）
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第 5箪 自然科学的分析報告

第 1節 野国貝塚群B地点C3 -IVb層中の軽石の化学分析

はじめに

この貝塚は，品手納空軍双地西側琉球石灰

岩台地前面に位位する小谷沿いの小規校な海

岸沖f/i平野の）ばも奥まった台地先端部に立地

している。この小谷の庫屈は 10~20m程度で，

その前面には当時（戦前）の海岸線まで約 300

mにわたって沖b'1平野が幅せまく分布して

いたことが 1944年撮影の空中'1f!'lで判証で

きる。 この貝塚辿物包含/•:-1は ， 推栢時には ，

海浜砂として当時の汀線付近に分布していた

ことがその陪相から推定される。この包含形

のうち第1¥1陪から第VaIけの間は，沖縄で）汲

も占い上器とされるヤチフ・式士器（爪形文上

古川博恭＊ ・加藤祐＝＊＊

図 1 野国貝塚群B地点の位置

器）の産出する陪準である。 この爪形文七器包含陪中には，当時の潮流によって運搬 され，当時

の海浜に打ち Lげられたと推定される軽石が多屈に含まれている。この軽石は一般に直径 1~5 

cm程度のものが多く ，最大径 12cm にも逹している。色調は褐色～黄褐色を品しかなり風化が

進んでいる。新期砂丘砂II平中に含まれる軽 {iと比較して，沖縄本品のものとしては，礫径が大き

く，かつ風化が進んでいるという特徴があるc そこで．このなかからC-3地，1ば第1¥1陪に含まれ

るものを計 22サ｀ノフル選定し，これらの化学分析を行い，その軽石の分類 ・タイプ分けのため

の検討を行った。

軽石は，琉球列島完新世堆梢物である沖栢倍，砂丘砂陪中にはいくつかの附池にわたって分布

していることが1Jlらかになっており，完新世の諸地卜けの対比 ・編年を行う際のイj}Jな鍵附の可能

性があることは，すでに占川 (1976,1979, 1980), 加藤 (1980,1983)などによって指適され

ている。 とくに，琉球列品に分布する文化遺跡中には，皆辿的に産出し，追跡の屎境 ・編年を行

う際のイf)Jな鍵になると期待されている。七のためには，起源，時期を異にする軽石は，その結

晶鉱物の光学性又は，化学成分に差異があることが考えられ，それらの特徴を各軽石／図について

検討する必要がある。現任までに検討された軽石はあまり多くないが，今後このような分析値を

各陪準．各時期ごとに北梢していくことによって，琉球列島における軽右の鍵陪としての意義が

沼i球大学教投部地学教室

”琉球大学理学剖海洋学科
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明らかになってく るであろう。その 1ft料として ，ここに野国貝塚群B地点の軽石の化学分析値

について検討する。

II 試料の調整

a. 試料が多孔質なので土攘混入のおそれがある。そのためこの影密を除去するため，軽石の表

陪部をカックーナイフで削り取った。

b. 塩分などの可溶性不純物が染み込んでいる可能性もありうるので，上記の aの処理後，蒸溜

水で煮沸後，乾燥した。

C. 以上，a・bの処理をした試料をメノウ乳鉢で粉末に した。そして，これを分析に供した。

d. 小さ過ぎる軽石は，aの処理ができないため，試料の調整ができなかった3

III 化学分析の方法と分析結果

試料の粉末をフッ化水素酸で分解し，ナトリウムとカリウムは烙化法で，他の元素は原子吸光

法で分析した。

鉄 ・マンガソ ・マグネンウム ・カルツウム ・ナトリウム ・カリウムの計6元素を定品した。そ

の結果を表 1に示す。

表 1 野国 C-3pumice partial analyses 

n-m 1 -1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 2-4 2-s 3-1 3-2 3-3 

FeO* 8.90 9.11 8.42 8.70 8.02 8.35 8.15 8.66 8.01 8.63 8.63 

MnO 0.18 0.12 0.15 0.11 0.18 0 10 0.10 0.12 0.15 0.16 0.29 

MgO 1.13 0.76 1.08 0.75 1.09 0.71 0.64 0.98 0.77 1.05 1. 77 

CaO 2 .91 2.54 3.31 2.58 2.99 3.05 2.58 2.95 2.93 3.04 4.68 

Na20 3.04 1.68 1.45 1.27 3.58 0.98 0.99 1.48 1. 73 2.92 4.29 

K20 1.54 1.06 0.47 0.77 2.07 0.41 0.47 0.67 2.00 1.83 2.23 

n-m 3-4 3-5 3-6 3-7 3-3 3-9 3-10 4-1 4-2 5-1 5-2 

FeO" 8.79 7.87 8.85 8.83 8.57 9.11 8.20 8.23 8.37 9.21 7.76 

MnO 0.17 0.11 0.17 0.16 0.18 0.19 0.10 0.18 0.15 0.12 0.12 

MgO 0.76 0.69 1.03 0.96 1.35 1.12 0.66 1.13 0.86 0.90 0.73 

CaO 3.80 2.66 2 .96 3.09 4.02 4.05 2.56 3.70 2.88 3.09 3.11 

Na,O 2.03 1.97 2.90 2.95 3.23 3.29 1.42 3.40 2.49 1.09 1.76 

KzO 0.97 1.13 1.77 1.59 1.53 1.60 0.79 1.97 1.56 1.13 0.97 

FeO*=Fe0+0.9 Fe203 analyst : Y. Kato 

n- m: C-3-IV・n-m 
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IV結果の考察

化学分析の結果を

・Na20-K20図（図 2)

・固結指数 (100x MgO/ (Na20 + K20 + FeO* + MgO)) -K20/Na20図（図 3)

• (Na20+K20) -FeO*-MgO三角図（図 4)

に点示した。分析値は各陪ごとに記号を変えて示した（図 3右上凡例参照）。 また，図中の点線

域は加藤 (1983)による琉球列島に分布する第四紀軽石類の各クイプが点示される範囲である。
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これらの図から，次のことが指摘される。

a. 陪ごとに軽石の化学成分が異なるというこ

とはない。化学成分から，特定の軽石陪を特

徴づけることはできない。
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b. 

゜

どの図でも ，クイプ分けできるような明瞭

な分布域の違いは認められない，図 3では

2点が上方に分離 しているが，この試料は

＇ , ----, c:・ ー）
() 

0 f _. --o.、、

'・、.-,p 

<w 
) 

k心 とNa,Oの比は大差ないが，絶対批は明

瞭に異なり ，同ータイプには紙さない。分析

試料数が少ないことは，タイ 7分けを困難に

している原因の一つである（他の原因は d,

で述べる）。

c. 加藤 (1983)の分布域（図中の点線域）と

比較すると ，図 2ではWクイプと Pクイプの

範囲が野国C3軽石の近くに位置するが，図

3ではWタイプは遠く 離れ，さらに図 4では

両クイプが辿ざかってしまう。したがって ，

Na,o • K,O 
MgO • 

加藤のどのクイプとも一致しない。

図3の横軸である固結指数はおおよそ 6~d. 

図4 10の間で変化する。これは，岩石が安山岩～
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石英安山岩であることを示している。一方，図 2では原点を通る直線の近くに点が分布し，し

かも ，かなり原点に接近している。通常，この固結指数から予想される Na20の紐は 29'るを超

えるぺきである。したがってこれは異常である。

また，図 4では FeO*頂点に接近し過ぎている。これも異常である。

これら異常の原因として軽石の変質に伴なう化学組成変化が考えられる。すなわち，Na20,

K20が溶脱し，逆に，鉄が染み込んで孔隙内に沈殺するという変化である。軽石は多孔四なの

で， こうした影愕をうけ易い性質がある。衷 lにみるように， FeO*の屈が8~ 9 OOという高い

値のしかも狭い範囲に集中しているのは，どの軽石にも鉄がかなり十分に沈殿した結果と考えら

れる。

表 1の 3-3のMnOが，他に突出して，o.29 9'ると晶が多いのも，マ｀ノプ）ツの漿集があったため

かも知れなし'o

変質で成分が移動しているとなると ，野国軽石同志のクイプ分けも ，また，加藤 (1983)との

比較も行えないことになる。 クイプ分けのための残された布効な手段は，軽石をつふし斑晶鉱物

を分離して ，鉱物組合せと鉱物の化学的特徴を比較することが必要であろう 。
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第 2節 野国貝塚群B地点から出土した木材片の樹種について

小田一幸＊

1. 資料の概要

野国貝塚群B地点から，板状，棒状，および小片の木材が発掘され，樹種識別を依頼されたの

で，これらの木材片のうち次の 9点について樹種同定を試みた。

① 板状の打料 2 、9、~~、

② 棒状の資料 ］点

③ 木材小片 6点

板状の西料は表面が平骨で端面がとがった形状を示し，何かの道具様のもので，比較的直径の

大きい樹幹から加工されたものとみられた。また，棒状の査料は中央付近に髄を含む直径約 5

cm, 長さ 40cm程度の大きさで，器具の柄状を示し，怪1次な木の幹か枝のようであった。 木材

小片はそのほとんどが円形かだ円形の横断面を示し，直径が4~5cm以下，長さが6~7cm以下

で，また中には端面が炭化しているものも含まれ，枝か，幹であれば小径木の破片であった。各

査料の用途は不明であるが，器具，小屋のフレーム，柵，燃料などの一部であろうと考えられ

た。また，これらに用いる樹種としては，各試料の形状から判断して，木材の加工技術が未発逹

な時代には特定の樹木ではなく ，身近な樹木（たぶん低木や湘木の類）が手当り次第に使われた

のであろうと推定された。

2. 観察の方法

いずれの査料も著しく劣化していたので，各府料から切り出した小フロックはパラフィソで包

埋した。木材の 3断面（横断面，放射断而，接線断面）について厄さ約 10J.J.ffiの切片をつくり，

光学顕微鏡で木収組織を観察した。親察された組織学」：．．の特徴に基づき，樹種を検索するとと

もに，林産加工学講座所有の沖縄産材のプレバラートと比較した。なお，樹種同定に際しては，

道管，軸方向柔組織，放射組綴の形態や配ダIJ,道管要素のせん孔の形態，放射組織の構成細胞，

細胞間道や異形細胞の有無，などを指標として用いた。

3. 観察の結果

観察した 9点の木材片には 7樹種が含まれ，これらはすべての広葉樹材であることが認められ

た。 7樹種のうち 3樹種はそれぞれクワ屈 (Morus),ウルシ屈 (Rhus),イヌヒ ワ屈 (Ficus)

に屈する種であった。 しかし，残りの 4樹種については広染樹散孔材ということがわかったもの

の，同定するまでにはいたらなかった。以下に各衰料ごとの組糀学上の特徴をごく簡単に述べ

る。

1) 板状の狩料 Photo.1 

板状の狩料は 2点あったが，2点とも同一樹種であった。横断面を見ると道管が年輪界にそ

＊琉球大学股学部助教授
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って環状に配列する即孔材である。管孔の直径は 100~20011 mであり，道管中にチロースが認

められる。劣化のための軸方向柔組織ははっきりしないが，年輪界で接線状に配列している。

放射断面では放射組織は平伏細胞と方形細胞から構成されており ，異性放射組織である。放射

組綴には結晶細胞がある。接線断面では放射組織は散在状で，典型的な紡錘形を示し，その幅

は主として 3~6細胞である。以上のような結果に基づき検索し， さらには沖縄産材のプレパ

ラー トと対比したところ，‘ンマグワ (Morusaustral is) (沖縄には Morus屈はシマグワだけ

である）と同定された。

2) 棒状の資料 Photo.2 

横断面には散在状に分布する管孔があり ，散孔材である。管孔の直径は中紺であり ，複合す

る管孔も認められる。軸方向柔組織の分布のしかたは西料の劣化が著しいためわからない。放

射断面では放射組織は平伏細胞，方形細胞，直立細胞から構成されているc 接線断面では放射

組織は幅 2~3細胞，高さ Imm以下の多列異性放射組織型を示し，各柔細胞の断面の形状に

ばらつきがみられる。以上のように資料の劣化のために切片から得られる伯報は少なく ，樹種

同定にはいたらなかった。ちなみに，沖縄の面岸近 くでよく見られるオオハマボウ ，ハスノハ

ギリ，アカテ ッ，テリハボク ，クロヨナ ，オヒルギ，メ ヒルギ，ヤエヤマヒルギ，ハマビワ ，

クサトベラ ，モ・ノパノキではないことは明らかである。

3) 木材小片(No.1) Photo. 3 

孔圏部から孔圏外へ道管の大きさが徐々に減少する環孔材である。孔圏部の管孔の大きさは

100~20011mで， 道管中にチロースが認められる。放射組織は幅 1~4細胞，高さ 1mm以下

で，平伏細胞，直立細胞，方形細胞から構成されている。沖縄産材には環孔材は少なく ，手持

ちのプレパラートと対比して， ウルツ屈（ヌルデ Rhusjavanicaかハゼノキ Rhussue-

cedanea)と同定された。

4) 木材小片(No.2) Photo. 4 

この衰料は中央に髄を含む直径 1cm程度の大きさで，枝か，幹であれば小径木である。横

断面では管孔が散在する散孔材で，軸方向柔組織は接線方向に常状に配列している。放射断面

では放射組織は平状細胞，方形細胞，直立細胞から構成され，結晶細胞および道管中にチロー

スが認められる。接線断面では放射組紙は輻 1~4細胞，高さ Imm以下で，主と して紡錘形

を示している。以上のことから，イヌビワ屈（イヌビヮ Ficuserecta, アコウ Ficussuperba, 

ガジュマルFicusmicrocar paなど）の樹種であることがわかった。

5) 木材小片(No.3) Photo. 5 

散孔材である。 道管は単独で現われるものが多いが，時々放射方向に 2~3個抜合する。

管孔の大きさは 10011,m程度で，構成要素は放射方向に規則正しく配列しており，針薬樹材の

ように見える。軸方向柔組織は局囲状および接線状に配列している。 放射組織は l~3細胞

幅，邸さ 1mm以下で，平伏細胞方形細胞直立細胞から構成されている。 カキノキ屈

(Diospyros)に似ているが，放射組紐は陪階状配列をしていない。樹種不明である。

6) 木材小片(No.4) photo. 6 

やや重硬な散孔材である。管孔の大きさは 100~40011,mでばらつきが多いが，珠孔材には見
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えない。 管孔は単独もしくは放射方向に 2~4個複合して現われる。 軸方向柔組織は横断面で

短接線状に帯状に配列するものと周囲状のものが認められる。放射組織は 2~5細胞幅，l~ 3 

mmの高さで，平伏細胞方形細胞，直立細胞から構成されている。この資料はかなり特徴あ

る組縁構造を示すが，樹種不明である。

7) 木材小片(No.5) Photo. 7 

この資料は髄と樹皮を含む直径 1cm程度の大きさで，枝か，幹であれば小径木である。横

断面において管孔の占める割合が大きいので，軽軟な材と考えられる。管孔の大きさは 100~

20011,mで，管孔は単独もしくは放射方向に 2~3涸複合して出現する。散孔材である。放射組

織は幅 2~3細胞，高さ l~Zmmで，平伏細胞，方形細胞，直立細胞からなっている。樹種不

明である。

.•U~!..-.= 
板状の資料 （左から横断面，
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第 3節 野国貝塚群B地点出土の獣骨について

川品由次＊・ 村岡 誠＊＊

L 獣骨よりみた貝塚の特徴

野国貝塚群B地点の限骨類の特徴は，イノシシ竹が大梵に出土したことである（コソテナ 32

個分）。その他の獣骨としては， ジュコ・ンとウミカ＾メ（アカウミガメ？）が少数出土した。 喰者

の研究室への搬入された頭蓋で完全だったものは一例もなかった。とくに，i:,l竹 ・切歯骨 ・上顎

骨など頭盗の先端部分の'f']・しまうすくてもろいので，発掘 ・クリーニソグ ・乾棟などの過程でこわ

れやすいものと思われる。今後，獣骨類を可及的に破壊しないで保存する技術を現褐の人々に要

望したい。貝塚から行椎骨が発見されにくい点について多くの報告があるが，本貝塚からはかな

り完全な第一頸椎 • 第二頸椎が出土した点はユニークである。また，j]lj肢では上腕竹 ・後肢では

下腿骨においてほぼ完全な形で出士したので今後の計棋ljに有益なデークを提供するものと思われ

る。一方，府「I噌..前腕骨 ・大腿骨などは完全なものは一例も見あたらなかった。府甲骨は全体

的にうすくて破損しやすいので，頸部しか残らないのは珍しいことではないが，大腿骨では中央

部（骨幹）ではなく，辿位端 ・近位端で破損しているものが多数みられた。すなわち，長竹のi'/"

幹や頭益で脳を囲む骨（前頭竹 ・頭頂骨 ・側頭骨 ・後頭骨）が保存されている例が多いが，頭盗

ぱ脳底の後頭骨..蝶形f]・.側頭骨が破壊されて穴が (30X40mm)あいているc この穴のあけ）j

はかなり上手であり，脳を食ぺるためなら，前頭骨 ・頭頂・jjを破壊するより労を少くして目的を

達することができる。野国貝塚人は初歩的な廿髄食とたくみな大脳食（脳髄食）をした人たちで

はなかろうか。

2. イノシシ埋没個体教の推定

本貝塚のイノ・ン・ン埋没個体数を推定するために，おもに 「左下顎体」を用い，その他府甲,i・頸

部 ・ 第一頚椎 • 第二頸椎を鍔定し参考デークとした。イノ・ン・ンの犬歯は，上 ・下顎ともに雄は無

根歯 ・雌では有根歯などの 「性別」も判定できるので好都合である。ただし）ミ歯が乳歯のレペル

にある幼獣では，外見をみただけで性判定は不正確なので 「性不明」の項目に入れた。幼獣の性

別は下顎骨のX線撮影で判定は可能とされている（林，1977)。後臼歯しか残仔しなかった下顎

体は 「性不明」とした。

左下顎体より推定した埋没個体数は611例であった。この内訳は雄 171例 ・雌213例 ・性不明

227例であった。性不明の中に幼獣が l16例 (51.1°o)をしめていた。店甲骨は関節席 ・頸部し

か残っていないものが大多数であったが，右屑甲骨 • 397例，左肩甲竹 ・373(ダL第一頸椎 ・104

例，第二頸椎 ・54例であった。府甲竹 ・頸椎では幼獣と思われるものがほとんどみられなかっ

たことは，大多数の骨が破壊してしまったためであると考えられる。下顎体は他の竹と比較する

・琉球大学股学部助教授

・＊ 琉球大学殷学部学生
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と個体レベルで化骨化が早い伯向にあり ，幼獣でも残存する確率がj'.'.:jいと思われるので，下顎体

による埋没個休の推定がより正確であろうと判断した。

3. 計測値による野国貝塚群B地点イノシシの特徴

下顎体の保存状態の良好な標本を使用して DRIESCH (1977)の方法に従って 6部位を，第 1

～第 3後臼歯について 「後臼歯長」Ct苅冠近遠心径）と 「後日歯幅」（椒冠頬舌径）など6部位と

第 1前Fl歯の出現率の計 13部位について調査した（表 l'図 l)。比較するために用いた現生の沖

縄島産リュウキュウイノ・ンツの標本は，国頭村役所より提供されたもので，第 3臼歯が萌出した

成限 (30カ月齢以上）てある。 貝塚イノ・ンツの場合も第 3後臼歯が萌出した椋本を使用した。

そのために計測部位も多少があり ，多い場合は 81例について計測できたこともあり ，少ない時

は 10例しか計測できなかった部位もある。表 1より考察できることは，まず第 1に貝塚イノ ・ン

•ン ・ 現在イノンンともに雄の計測値は雌のそれよりも常に大きな値を示したこと ， すなわち 「性

恙」が{T-在することである。両方のイノ ・ンジにおいてその性差の出現のしかたも計測部位によっ

て大小はみられるが，計測部位 No.6 C P2 rl1i端下顎邸）は貝塚イノンツにおいて平均値で雌雄間

で5.9mmの弟があり，雄の蚊小f直 (M-S.D.)と雌のi立大値 (M+S.D.)が重複しない可能

性が大きいので，今後この部位で性別の判定が可能と思われる。計測部位 No.5(M, 前端下顎

砂）も同様に使用できるであろう。後臼t表rの長さや幅に関して貝塚 ・現生イノ・ンシ間に大多数で

大きな差は認められないが，計測部位 No.7 (M3長）は両者間に大きな差がある。貝塚イノシシ

雄のM3長は平均値が 23.7士 1.8mmという （直であるが，石韻 (1978)は西表島産リュウキュウ

イノンン雄の l\1 3 長を 25. 8土 1. 5 mm と記叔しているので， 現生イノシ•ンで厳小の西表島産より

2.1 mmも小さいことになる。石領はまた大山盛保氏蔵の化石椋本の M3長について 28.3土 1.0

と，；じ叔してし、るので，化石イノシ・ンの値は現生イノ、ンツよりも大きいことになる。化石イノッシ

O), 汁測部位は今日のところ歯しかみあたらないので，歯のサイズと｛本格がある程度比例すると考

えると，より大型の化石イノ、ンツ ・ 現生イノ•ンツ）は小の西表品産よりもさらに小型の貝塚イノ ｀ン

ツ ・そして化石イノジシより少し小型の現牛イノ、ンソと沖縄ではこの変化をくり返してきたこと

図 1. 下顎の計測部位 (DRIESCH,1977) 

1. 臼歯列長 2. 後臼歯列長 3. 前臼歯列長

4. M後端下顎高 5. M, 前端下顎高 6. P, 前端下顎高
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表 1. 下顎体計測値

.. ~il!II 部(、t 、6

゜

ロニ1i11三Lrnf:1 IE〗;：三ii!~〗：1!~11 
5
-
6
r
7
-
8
-9
-10
-
11
-12
-13 

M'1lli端下顎,',.!'..:! 
P2 1Fi端下顎，：':i

Ma 長

M, ;,,i 

M2 」と

M2 船
冒:it言i三言iiI『言言l言丘言旦旦iI野［言主／夏員鱈／言I言!1ミ言言言ぎ／

> ::: 三さ.il四：：・1五；三さ:l::i 
11. 2コ 0.6(69)・12.0土 0.7(29)

8.0土 0.3(69)• 8. 4 : 0. 3(29) 

II. 6 Oo (5 113) 36. 7゚b(18/49) 

rl:) M,~a: 第 1~3後Fll材，P,~,: 第 I • 2 I町 1伯， 葦P<o. os, 各数(i((';tM 土 S.O., カッコ内は

例数現生種ば沖縄島国頭Hi'tリュウキュウイノ・ン・ン

になる。第 2に，両者のイノ・ン・ンの出J!IH直をイi慈恙検定してみると．イf;邸弟のみられなし、計測部

位は雄の No.6と9の2部位しかなく ．雌ではすべての，汁測部位に有慈淫が人られた。つまり，

貝塚イノ・ン・ンは統計学的に打慈の差をも って現生イノ・ンシよりも小型であると判断できる。 貝塚

イノン・ン雄において現生イノ・ンシよりも顕 著に小さな値を示す計測部位と しては No.4(Ma後

端下顎恥）であり ，現生イノ・ン ・ンの（直を 100とする且塚イノ・ン・ンでは83.4°o. つきに No.I (1:-1 

紺ダIJ長）で86.6°oしかない。雌では）は小を示すのが計測部((LNo. 7 (Ma長）で85.5°o, そし

てNo.4 (Ma後端下顎長）の85.7°oである。両糾間の差沢の少ない部(;'f.としては雌雄ともに No.

6 (P2前端 F';ti砂）の 96.1~98.5°o, No.12 (M, 幅）の95.2~96. 4°oであった。 No.l~No. 

12までの貝塚イノ・ンツの平均（直は，雄で90.8 Oo, 雌で90.6 0, ゚．となり只塚イノ・ン・ンは現生イノ

•ン・ンよりも約 10 Oo小さし、とし、える。

第3に.No.13の P,(第 l前臼歯）の出現率で貝塚イノ・ン・ンの値は ll.5°0(雄 11.4゚〇；雌 11.6

Oo)であった（この（直は欠如率としても表現する場合が晋辿かもしれないが．その場合は 88.5゚゚

となる）（図4)。現生イノツ・ンの西表島 ・沖縄島 ・危災大島の 3島産の下顎第 ltiiiF I傲の出現状態

を調究した石硲(1978)の成紐によると ，西表品産 47.5°o(雄59.4°o. 雅〇Oo),沖縄品産42.8

00 (雄48.9°o,雌 36.7°o), 奄芙大島産 10.3も（雌 11.8°o,雌 8.8°o)であり ，而から北上

するに従って第 l前臼歯の出視率は低下する伯向にあることを記載している。なおニホ ‘ノイノ・ン

•ンでは 29. 2°o ()I'本 ・1977)であり，プクで 50.7 9o (桐野 ・1949)であるという報告がある。

野ffil貝塚イノ・ン・ンのこの出現率は，現生の奄災大島産リュウキュウイノ・ン・ンの値と近似してい

る。咆者らは以前，プタにおける第 l前臼術の欠如ぱ r家畜化現象 のためと単純に考えていた

時があった しかし ．野生のイノ・ン・ンを凋在し始めてからこの考え力を撤阿せざるをえなくなっ
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臼歯列長 (M,-P.) 後臼歯列長 (M,-M,)

貝塚雌

現生蝶

貝塚雄

現生雄

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

70 80 

前臼歯列長 (P 鼻 —已）

26 28 30 mm 

M, 前端下顎高

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

90 

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

IMl 50 55 60 m
 

M3後端下顎高

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

30 35 面

。
.4 

巳前端下顎高

25 30 35 mm 20 25 30 35 叩

図2. イノシシ下顎の計測値 (1)

- 184 -



貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

第三後臼歯長

22 24 . 26 28 

第二後臼歯長

ト―

I I 

14 15 16 

第一後臼歯長

11 12 

図 3. イノシシ下顎の計測値 (2)

'11111 

17 mm 

13 lll1l 

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄

貝塚雌

現生雌

貝塚雄

現生雄
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第三後臼歯幅

fo 1・1 12 13 而

第二後臼歯幅

， 10 11 mm 

第一後臼歯幅

8.0 8.5 9.0 mm 



第ー前臼歯出現率

貝塚雌 111. 6 

現生雌

貝塚雄 111.4 

現生雄

10 20 
図 4. P, (第 1前臼歯）の出現率

た。第 1前白紺を欠如する顛向は，プタより

もイノ・ン・ンの方が顕著だったからである。只

塚イノン・ンについては白紙状態であったが，

30 

今1111のような］戎紹をぷすとは予想すらできな

かった。第 l1]1j白歯とし、う附はイノ ・ン・ンにと

ってもプタにとっても，もはや小型化して兵

物のそしゃくになんら機能を旦しておらず，

個体にとってこの歯のイf在はとるに足らない

h様であることも：Ji実である。この現紋は炭

P2 

雑な問題を将来招く可能性があるので，他の

貝塚出イノ・ン・ンでも注IIしてゆきたいと思っ

てし、る。

第 4に，下顎（本の形状（プロフィール）に

ついてである。図 5に示したように計測（直に

もとづいて全体象を描いてみると，両者IMJに

は好干の差巽がある。 現生イノ・ン・ンでは後

(M3)から前（応）に行くに従って計測fl/[は

小さくなっていくのに対して，貝塚イノ・ンッ P2 
では中央部 (M,)で最小値を示し1]1Tでまた少

し大きくなる、1点が注日される。貝塚イノ｀ンツ

136.7 

40 

貝塚雄

M1 

現生雄

M1 

148.9 

50 % 

M3 

M3 

では換互すると，中央部がややへこむ形を示 図 5, 下顎体プロフィ ールの差異

すことになるが，この傾llfりは雌においても同

様であった。この現像も阻f国貝塚イノシヽンだ
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けにみられるものなのか，貝塚イノ、ンツの共通点なのか今後追跡する必要があると思われる。両

間にはサイズがかなり異る点もあるが，下顎のそしゃく力という点では現生イノツヽンが物理的に

はるかにすぐれていると推定される。

4. 貝塚人はイノシシを飼育したか ？

イノン・ンを飼投すると（家畜化），解剖学的にどのような変化を生ずるのかという点について

まとめると下記のようになる。

l) ('本毛の変化 ：体毛は野生色から白 • 黒 ・茶など多彩となる。

ii)頭蓋の短縮 ：加骨 ・上顎件 ・切歯骨の変化が顕著で，頭蓋の高さと幅が増すので寸づまりの

顔面を品する。

ui)四肢の短縮 ：骨は質がもろくなり ，長骨は太く 短かくなる陰向がある。

IV) 脂肪沈沿が顕著となる ：迎動不足と皮ふがだぷつきやすくなるので，皮下/1信肪の沈沿が促進

される。

v)卵巣 ・桔巣の屯枇が増加し，早熟で繁殖力が旺盛となる：イノシンは通常において年に 1回

・存にしか出産しない（季節性繁殖）が，プクは 21日ごとに性周期をくり返し季節に無関係

に年 2回出産する（府年性繁殖）。

VI)筋内組織の変化 ・（本型が変化し，プタでは後半身の発達が顕rtとなる。また，尾はイノツ・ン

では訳線的にだらりと下がるが，プタでは旋曲する。

vii)神経系の変化： プタは呼戒心 ・攻骰性をそう失し，精神的にかなり愚鈍となる。

上記の項「Iのなかで，貝塚イノ・ンツに適用できるのは，ii)とiii)である。

u)の 頭蔽の短縮」に関して， 野国貝塚イノ・ン、ンでは頭蓋の先端部が破捐しているので， 正

確には解らない。頸静脈突起も破損しているので正確な頭蓋の高さも計測できないが，前頭骨 ・

頭頂・,']-・後頭骨の状態 ・バラ ノ`スなどから，現生イノ・ン・ンとはよく似ている。

骨・の状態（外形）をいろいろと論じても，よほど完全な椋本の出土しないかぎり，不毛の荒野

を進むようなことになりがちなので，飼投または家帝化の問題は什そのものの質的な点より貯手

した方がよさそうに思う。すなわち，＇肝を縦断または横断切片をつくり偏光顕徴鋭で観察 ・撮影

し計測する方法である。家畜化によって海綿骨の髄小室がうすくなったり，緻密骨の外縁に無機

物の結晶体が沈着することが知られているからである。今回は時間的にもこの点を追求できなか

ったので，野国貝塚イノシ・ンの今後の課題としたい。プクは雑食動物であり，ヒトの残飯でも少

数だったら飼育が可能であり，人糞を処理してくれる 「掃除屋」的な動物であるが，本来は製耕

民族の家畜で農業の確立した社会でその飼育は定沼する。野国貝塚人の牒耕生活の状態が大きな

ヒソトとなる。野同貝塚イノン・ンの推定個体 (611例）のうちで幼獣が 116例 (19.0 <-lる）をしめ

ているが，この数の多少についてあれこれは除外するとしても，捕獲しやすい幼獣を食ぺたとい

う一つの証拠であると思う。幼限の飼育という点については不明としかし、いようがないけれど

も，筆者らの今日の見解としては否定的である。食物に余裕があるならば幼獣を食べないである

程度まで飼有した方がメリットは恥いからである。
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5. 他の獣骨類について

ジュ ：：i・、ノの店甲骨と指骨の一部が出土したが，個体数は l例と判断された。ウミガメの上腕骨

は6個体分含まれていたが，名護岡物館の標本の一部と照合してみるとアカウミガメの可能性が

つよい。アオウミガメは可住部分が少く利用には亡しいといわれている。

6. まとめ

野国貝塚イノ・ンツ骨を調査して明かになったことは，1)野国貝塚人は初歩的な骨髄食と脳底を

割って大脳を食べる風習をもっ ていたこと ，2)イノツ・ンの推定埋没個体数は611例であり ，こ

のうちで 19.0 9, るは幼獣がしめていたこと ，3)下顎体の計測値より ，貝塚イノ・ンジは視生イノ・ン

ンよりも約 109, んあまりサイズが小さく， かつ下顎体の形状も異っていること ，4)第 1前臼歯

(P,)の現率が現生イノシシよりも低く ，奄美大島産イノシンと近似 した値を示したこと ，な

どであった。貝塚イ ノ・ンジrJ-が多数計測されたのは今回が初めてと思うが，上記の特色は沖縄県

すぺての貝塚イノツ・ンに共通すると拡大解釈することは今日のレペルで危険である。貝塚イノッ

、ンは現生イ ノッツとは楳り別種である可能性もあるが，さらに縄文時代中期 ・後期，弥生時代初

期……と時代を異にした，そして多数の貝塚イノ・ン・ンについて検討する必要がある。たとえ 1個

所の貝塚の竹の点数が少くとも ，同一時代という条件のもとでその特徴をつかむことが可能とな

るであろう 。また，骨の内部の発逹度を注目することにより，イノシヽンの家畜化の問題を解く 鍵

が得られるかもしれない。野同貝塚イノン・ン竹は，今後の沖縄の貝塚欧骨研究に重要な示唆を与

えてくれたことは問違いない。

参考文献

1. Driesch, A. (1977): A guide to the measurement of animal bones from archaeological sites 

p. 60~61, Peabody museum bulletin, Harvard Univ., Massachusetts. 

2. 林 良 t専 • 西 l:E1隆維 ・ 望月公子 (1977) : 日本旅イノ・ンツの傲牙による年令と性の判定．日哄誌，39:

165~174. 

3. 11, 木広厭 (1977) : ニホ 1/イノ'/'ンの知淑の形態．解剖誌，52: 231. 

4. 石韻伝実 (1978) : リュウキュウイノ・ンツの形態学的研究．第4報 ：紺の形態における疱美大島発 ・沖

縄品産 ・沖縄島：1: 土化石 ・ 西表島旅の 4者の比校~ 琉球人学l1等学部畜苑9学

科卒業論文．

5. 桐野忠大 (1942) : プクの臼歯列の1iii)Jよりの退化現象．街科学雑誌，6:366~370. 

- 188-



PLATE 



PL
. 
l
 ． ．  

1 2  

頭
薔
（
約
を
）

現
生

イ
ノ

ッ
ツ

(
0
)

貝
塚

イ
ノ

シ
-;,,

(
'2
?
)

PL
.2
下
顎
骨
（
約
½
)

現
生

イ
ノ

・ン
・ン

(
!i'
)
 

1. ．  

2 3  

貝
塚

イ
ノ

ッ
ツ

(
!j!
)

貝
塚

イ
ノ

ッ
ツ

(
0
)

ー 1 9 0 |  



z.1̂
J 

11111'I- ~ 

p 

,J 颯
,-

I
・

↓d
 

- 191 -



PL. 3 府甲骨（約½)

1. 2. 4. 5. 貝塚イノンシ (1~2•R 4~5 •L) 

3. 現生イノシシ (L)

PL. 4 上腕骨：（約い

1. 2. 4.5. 貝塚イノンツ (1~ 2• R 4~5・L) 

3. (R) 現生イノンシ
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PL. 5 前腕骨（約½)
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1. 2. 4. 貝塚イノシン (1~2・R 4• L) 

3. (R) 現生イノンツ

PL. 6 大腿骨（約})

I. 2. 4. 5. 貝塚イノ ・ン・ン (R) 

3. (R) 現生イノ・ンシ



i
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PL. 7 下腿骨⑱惰・)ぽ壮）

1. 2. 4. 5. 貝塚イノツヽン (1~2・L 4~5・R) 

3 (L) 現生イノシシ

PL 8 貝塚イノッツ頭蓋底面（約½)

2個とも後頭‘骨 ・側頭廿 ．蝶形骨の一部が破壊されている。
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PL. 9 踵廿（約½ )

1~6, 貝塚イノン・ン (1~3・R,4~6・L) 

7. (L)現生イノ 、ン・ン

PL.10 類椎（約½)

1. 第一頸椎（後而）

2. 第二頚椎（前面）
｝現生イノ` ンツ

3. 第一頸椎（前面）

4. 第一頸椎 （背面）

5. 第二頸椎（前面j)

6. 第二顆椎（側面）

シツノイ塚貝

｀

，

、
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第 4節放射性炭素年代測定結果

（財）日本アイソトープ協会に依頼した木追跡検出試料の放射性炭素 (1•C )年代測定結果は下記

のとおりである。なお，年代は 14Cの半滅期5730年（カッコ内は Libbyの（直5568年）にもとづ

いて計符され，西暦 1950年よりさかのぽる年数 (yearsB. P.)と示されている。

Code No. (依頼者 CodeNo.) 試料 出士］芭位 "C年代

N-4708 (N. K. B. —0001) 木炭 III陪 4460土 70y. B. P. (4330士 65y. B. P.) 

N-4709 (N. K. B.-0002) 木炭 IVb陪 5950土 95y. B. P. (5780士 90y.B.P.)

N-4710 (N. K. B.-0003) 木炭 Vb陪 6250土 150y. B. P. (6070士145y. B. p.) 

N-47ll (N. K. B. -0004) 貝 V11陪 7130土 80y. B. P. (6920土 80y.B.P.)
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第 6章 収束

以上，調杏の成果について述べてきたが，ここで若下の名察を加えて結びとしたい。

本遺跡は第 2蹂第 1節で詳述したとおり，而岸の低砂丘地 Cl應為0~2m)に形成された複合逍

跡である。今回の発掘区は遺物包含地になっており ，1.u.1址等の追構は検出されなかった。屈岸は

2m余に及び，基本的に8枚の層序から構成されている。 l陪以下はフライマリーな陪序であり，

追物の出土状況（分布状態）より当時の生活）名（店住域）は発掘区北側の小丘一荀である公符が大

きし 'o

I b陪を除くと，土器文化の面から三時期に分けられる。 I blけは後世の撹乱が著しく， ガラス

や空缶などと共に沖縄後期（弥生期），前V期 .VI期（縄文後 ・晩期）の追物， さらに条痕文， 爪

形文土器等が混在している。沖縄後期，前V・VI期の狩料は品的に少なく ，南接するA,C地点か

らの混入が考えられる。第50図に示した府製右鏃 CTり生品）は沖縄で初めての出土例であり ，形

態等より弥生期の所産と考えられる。沖縄における弥生文化の伝播 ・定着の問題については士器以

外の査料の確定的な状況証拠がなく，未だ流動的であるが（註 1)'本探品は牧港貝塚で検出され

た磨製石鏃と共に前記問題の一端を窺い知ることのできる西料である。

上位の庖 CII ·III 附）は条痕文土器 ， 室川下,~式土器が主体をなし，前l]j期 （縄文前期）に位四

づけられる。本10の上部は以前の排水路工事でiりljられ，｝仰厚も比較的菊く追物の協も少ない。石器

も組成を把握するまでに至ってないが，右斧m群の西料中には当該期に位囮づけられるものもある

と思われる。チャート製品はUl烈のみて出土しており ，この時期の石器であることが窺い知れる。

土器は上記したように条痕文土器，室川下釈式士器がほとんどで，比餃的近距離に位匹する渡具知

東原追跡において多砧に出土した沿畑式上器は 1点も得られなかった。そのことは単なる時間差を

意味するのか，今後の検討課題である。なお，南品における沿畑 ・轟系土器（条痕文土器も含む）

及び室川下/•;ti式土器（赤連系士器も含む）の出土地を第 78 図（第 15 表）に示したが ， 沿畑式その

ものの出土例は少なく ，ほとんどが条艇文，室川下／翌式である。それらは轟系（轟式土器の変容形

式）と考えられており ，最近の沖永良部神野貝塚の調査成果によると，室川下陪式土器は曽畑式土

器より古くなるとのことである（註2)。

中位の陪 (IV・V陪）は本追跡の主体をなすもので，爪形文土器が破片にして 5,000点余と全国

でも例をみない出土蘇であり ，前 1期 （縄文草創期～早期）に位骰づけられる。

沖縄における爪形文土器の発見は 1960年のヤプチ洞穴発掘淵査（註3)によるが，その時点で

は類例資料がなく，性格や編年的位侶づけなどが判然としなかった。1974年に読谷村の渡具知束原

逍跡から縄文前期の沿畑式土器が発見され（註4)'沖縄考古学界にセンセーショナルな話題を提

供したことは記岱に新しい。 さらに，1975年の確認調査において曽畑式土器の下陪から別型式の

土器が検出され（註5)'それが福岡県の門田追跡出土の爪形文士器（註6)に類似していること

より ，時代の古さ（縄文草創期）とともに一躍クローズアッフ＇された。その後，仲泊追跡（註 7)

や渡嘉敷品の船越原遺跡（註8)でも発見され，本追跡も含め 5カ所で知られるようになった。ま

た，奄美地域においては 1963年のヤーヤ洞穴追跡での発見（註9)を喘矢に宇宿励又追跡（註 10),
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第 15表 南島における爪形文，曽畑 ・轟系， 条痕 文，赤連系，室川下層式 土器出土 遺跡一覧

分布図
遺 跡 名 所 在 地

番号
~\J-. 地 出 上 土 器 文献

I 宝 島大池追跡 宝 島十島村
海浜砂丘

屈系 ・ 条痕文士器 註18
（探高 tom)

2 嘉 —f- JI I迅跡 奄芙大島笠利町上盛
占砂斤

爪 形文土器 註11
（標高25m)

3 宇宿高又追跡 ,, ,, 宇宿
占砂丘

爪形文土器 ・条痕文土器 註10
（標翡 5~ !Om) 

4 下山 El 遺跡 " " ガ屋
古砂丘

曽畑式土器 註19
（標邸 9~ !Om) 

5 土浜ヤーャ洞穴追跡
,, 

" 土浜
石灰岩洞穴（ドリーネ）

爪形文士器 ・条痕文土器 註 9
（探邸 5~!Om) 

6 ウ フ ク 遺 跡 ,, 泡郷町赤尾木
占砂丘

条 痕 文 士 器 註20
（探邸 5~ !Om) 

7 赤 迎 追 跡喜界品荘界町赤辿
石灰岩台地

赤連系上器 註21
(t哄邸!Om)

8 佐 弁 貝 塚徳之品伊仙町佐弁
海浜砂丘

条痕文土器 註22
(f,、~i 邸 3 ~ 4 m) 

， 面細第 一 貝塚 " " 面縄
石灰岩洞穴

爪形文上器 註12
（椋邸 3~ 4 m) 

10 中甫洞穴逍跡 沖永良部品知名町久志検
石灰岩洞穴（ドリ ーネ）

爪形文土器 ・園式土器 註 13
（探麻100m) 

11 神 野 貝 塚 " ” 大律勘
海浜砂丘

室川下／ざ拭土器・疑糾文土器 註 2
（探，•,"~ 5 -!Om) 

12 久里原 貝 塚 伊平民品伊平座村前泊
海浜砂丘

室Ill下）性式土器・条痕文土器 註23
（椋邸 4~ 5 m) 

13 具志川品追跡群 /n、・志川品伊是名村内化
海浜砂丘

条痕文上器 註24
（探高 5-LOm) 

14 具志原貝塚 伊江島伊江村川平
海浜砂丘

赤述系土器 註25
（標高 4~ 5 m) 

15 船屋原追跡 屋牧地品名設市屋我
海底

轟系土器 註26
（探邸 Om以下）

16 仲 泊 追 跡 沖縄木島恩納村仲泊
涸浜砂丘

爪形文士器 荘 7
（椋邸 2~ 3 m) 

17 浜屋原貝塚群C地点 ,, 読 谷 村 宇 座
海浜砂丘

室川下陪式土器 註27
（椋邸 2~ 3 m) 

18 渡具知東原逍跡
,, 

’’ 渡具知
河口低地 爪形文士器 • 曽畑式 土 器

註 5
（探硲 0~ 3 m) 条痕文土器・室川下陪式土器

19 野国貝塚群 B地点 " 嘉手納町兼久
海浜砂丘 爪形文土器・条痕文土器 註28

（標邸 0~ 2m) 室川下附式土器 註29

20 室 JI¥ 貝 塚 ,, 沖縄市室川
石灰岩台地

室川下陪式土器 註30
（標邸95m)

21 ャプチ洞穴逍跡 藪地島与那城村屋炭名
石灰岩洞穴

爪形文土器 註 3
（探邸 5~ !Om) 

22 名城前原遣跡 沖縄本島糸殺市名城
海浜砂丘

室川下厖式上器 註31
（標高 7~ 8 m) 

23 喜 屋武同村貝塚 ,, ,, 喜屋武
海浜砂丘

曽畑 ・ 轟系土器 註 7
（探高 2~ 3 m) 

24 船越原追跡 渡嘉敷島渡嘉敷村阿波連
海浜砂丘

贋改土器・劉 II下陪式ヒ器 註 8
（探邸 4~ 5 m) 

-203 -



喜子川遺跡（註 11)'徳之島の面縄第一貝塚（註 12),沖永良部品の中甫洞穴（註 13)で確認され

ている（第78図参照）。

九州でも前記した門田追跡の他に鹿児島の上場追跡（註 14), 長崎の泉福寺洞穴（註 15)などで

出土している。本州では着根追跡をはじめ東日木に出土例が多く（註 16),青森の鴨平 (2) 辿跡

（註 17)でも出土していることより ，北海道を除くほぽ全国一円に分布していることが窺える。し

かし，本遺跡以外の爪形文土器はいずれも断片的な出土絨で，器面に爪形文を施すという共通要素

以外，土器そのものの性格はもとより共伴辿物，編年的位闘づけ等の問題が判明していない。

その点，本追跡は住居址等の追構は検出されなかったものの，プライマリーな包含屈から数多く

の追物が出土し，いくつかの事実関係を把握することができた。

土器は破片にして 5,000点余の出土があり ，そのほとんどが爪形文である。大形片をもとに図上

役元を試みた結果，第75図に示したように，口縁が直口もしくは軽い外反をなし，胴下半部が比

較的脹らむ尖底器形（ヒョウク｀ノ形）が想定できる。サイズも 2~3種類認められる。文様は，口

唇直下に斜位の刻目を一条巡らすという共通したファククーを有するが，胴部の文様に数種煩のバ

リエーノョソがみられ，4類に分類できた。 I・Il類は渡具知東原式土器，皿類はャプチ式土器に

含められるものである。IV類は渡具知東原遺跡においても出土例がなく ，新しいタイプ（野国クイ

ブ）として位骰づけが可能と考えられる。それら類別出土状況（第 13表）より ， N頬→冊類→

ll・I類（下／僭→上陪）という傾向がみられ，渡具知東原追跡においてもヤプチ式土器→渡具知東

原式士器という変遥がおさえられており ，型式学的にみても妥当な線であろう。そのことより沖縄

における爪形文土器の古いクイプは1V類（野国タイプ）であることが窺える。

文様の施文原体は爪と指頭が一般的であるが，口唇直下の斜位の刻目及び胴部にみられる斜位

の刻目は箆などのエ具を用いたと考えられる例も若干ある。爪もしくは指頭により器面全体に文様

を施すが， IV類と 冊類の一部については輪栢み成形の段階で粘士をつまんで引き締めたことによっ

て生じた痕跡の感を呈するものがあり ，文様-装飾（器面を飾る）として意識したものであるのか

疑問がもたれる。同様なことを河口貞徳氏も指摘しており（註32),指頭押圧痕（土器の成形工作

にもとづくもの）と爪形文（土器成形に関係なく文様として施文されたもの）に大別している。そ

のことは爪形文土器の編年的位四づけをはじめ，その源流等の問題について一石を投じるものであ

り，今後とも＇似咀に検討しなければならない課題である 。

また，本追跡の !Vb 陪から爪形文:1— 器に伴って若干の沈線文土器（第 76 図）が出土した。 該土器

の胎士，成形技法，器形等の特徴は爪形文土器に類似するが，文様が著しく異なり ，爪形文土器に

共伴する別タイプの土器として南島で初めての検出例である。そのため共伴関係以外は判然とせ

ず，類例衷料の増加を待って検討したい。

土器以外の追物には石器．貝製品，木製品があるが，後二者は僅かで性格等は判然としない。石

器は刃部磨製石斧，石斧様刃器及びその製作道具としての敲打器（ハソマー），砥石がある。 その

他に用途の判然としないもの（球状石器等）が若干出土している。これらの石器ぱ当地で製作され

たことが，ハードハソマーや砥石などと共に石材や剥片が多晶に出土していることにより窺える。

南島における前 1期の石器は本追跡以外では渡具知東原遺跡で知られているのみである。そこで

は刃部砦製で平面観がバチ形をなす両刃石斧と比較的大形の打製石斧 2点，暦石2点，チャート製
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のスクレイハー，石核が得られている。刃部府櫻石斧のみがャプチ式上器に伴うもので，本逍跡の

石斧 l詳 Aa類に屈する。他は渡具知束原式ヒ器に伴うもので，本迅跡では出土してない。

九州及び本州の縄文芹創期に神 f-柴型（註33)と呼ばれている局部庇製石斧があるが，本文化附

を代表する刃部底秘fi斧と形態，破作技法等の面で異なっており，どのような関係にあるのか現時

、点では判然としない。 また，九州におし、ては細石器を（半うことも知られているが，本遺跡では材料

になり得るチャートの欠片すら出 I:していないしそのこと：こついて時間必とみる向きもあるが，生

活形態の追いなどによる布器組成の相迩，すなわち地域差として捉えられるものと思われる。

下位の/•,"i (¥『陪）は，当初予想もしなかった文化倍である。従来の沖縄における最占の土器と考

えられていた爪形文上器の下屈から，それも 50~60cmの問陪 C¥11mを挟んで別タイプの土器が

出上したことは沖靴の上器起源及びその出自を究明するうえで極めて重要な発見であった。ただ，

発掘而栢が狭く出日J:も小破片にして数 10点であった。 該上器の器形等の詳細は判然としない

が，底部）'C尖底） 1例と胴部片を観察した限りにおいて若 Fの特徴は把掘できた。 それは，輪栢

みによる成形技法と底部の形状は爪形文土器と類する点がある。他方，器墜の1・;:さ (7~8mm)や

文様をイ［さないとし、った相違点がみられる。 このような特徴や屈（立的な見地から爪形文土器に先行

する上器であることは疑う余地のないものである。 I: 器以外の追物では砥右，ハソマーがあり ，そ

の機能より石斧守も (i'していることが窺えるっ また，貝類 ・！吠骨等も若下の伴出があり，中位の屁

（爪形文化期）と近似した文化様相を昆している こと が考えられる。

以上，土器を中心に各文化期の内容を節淮にまとめたが， i立後に本追跡の主体をなす爪形文文化

期に焦、点を絞って今後の問題点，課題について 2・3ふれておきたいし

(1) 爪形文上器の出 I・.地は先述したように北は廿森県まで知られ，ほぽ全同一円に分布している

が，畿内 ・瀬戸内地方ではほとんど例がなく，九州でも 3~4カ所で知られているのみである。

南島（奄美 ・沖縄）においては 10カ所の追跡で確認されており ，かなりの発見率である。また，

追跡のほとんどがi毎船の低砂丘地 (I;咽凶 !~Sm)に形成されていることも大きな特徴である。

九州や本州における追跡の立地（山間部）に比して特媒なあり方を示し，それが南島独自のもの

であるのか ， それとも九州 • 本州でもtiじ浜地域で発見されるのか ，今後の検叶課題である。

(2J 土器そのもの；こついては，諸特徴より縄文代創期に位骰づけられている一連の爪形文土器と同

ーのものであることが考えられる。本逍跡では1料位 ・型式学的な面から野同クイフ CIV類）→ヤ

プチタイフ (IU類）→渡具知東原クイフ (u→ l 類）の変遷が把えられる。 九州 • 本州のものは

門田追跡以外は,:l:とんど渡只知束原クイフ CI類）の範邸に属し ，本逍跡の敵も新しいタイフの

部類である すなわち， l竹島の野同 ・ヤプチ両タイフは爪形文土器でも古式の様相を呈している

ことになる。また，文様のモチーフについて小林達雄氏は ．．．…器面全体に斜行して施された爪

形文は，編籠における所謂籠1Jのイメージそのものである。 口絃部の狭い文様術にほぽ横位の爪

形文が 1条並ぷ1)は，まさに編簡の緑どりに似ている。_j (註34)という見解を示しているが，本

追跡のものを見た限りにおいて，施文原体が指頭から爪に転換されていることが明確であり，そ

の段階で文様（装飾）として意識したことが窺える。

(3) 共（半造物についてより具体的に把握できたことは特噴すべきものである。特に石器の組成が判

明できたことは全同でも初めてである。利器としての刃部府製石斧と布斧様刃器があり ，それら
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の製作道具としてのハード ・ハソマー，砥石と比較的単純な器種組成であるが，前二者の製作技

術はかなり完成されたレベルに達していたことが窺え ， 木材の伐採 ， 加工 ， ~II部調整や動物（イ
ノン・ン等）の解体など多目的な機能が考 えられる。 九州においては細石刃を主体とした石器を伴

出し ，細石器文化との関わ りで把 えられているが，南品における石器組成の追いは浪に時問弟と

してではなく ，地域並としてみるのが妥当と 思われる。

(4) 生産形態としての狩狐 ・樵榜について食料残滓からみると，すでに第4叩第 2節で詳述したと

おり ，只類が圧倒的であり ，当時すでに貝類捕 食が定沿 していたことが判 るc そのこと は追跡の

立地現様にも大部関係があったと思われる。 また，獣骨（イノ ・ンシ主体）も膨大な砧が出士し ，

狩猟活動も頻繁に行なわれていたことが餃えるが ，捕樅方法については物的な状況証拠がなく 半I]

然としない。今後ともより詳細な検討が必嬰である。
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図版1 遺跡周辺空中写真 0944年米軍撮影，縮尺約 3万分の 1)
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図版 2 遺跡周辺空中写真 (1977年国土地理院撮影，縮尺 2万分の 1)
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図版 3 発掘調査の推移
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図版4 発掘・実測状況
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図版 5 獣骨溜り
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図版 6 獣骨・貝類出土状況
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図版7 石器・木製品出土状況 （左列は一括出土）
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図版 8 石器出土状況
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図版 9 土器出土状況
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図版15 動物遺体.3 (貝類 上・下一腹足綱）
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図版20 動物遺体.8 (カメ類腕骨 上・ 1- Q 2-r 下一 r)

-229 -



2
 

3
 

4
 

5
 
aロ

図版21 貝製品

-230 -



ー 2
 

喜叉、¢1
紐ヽ

-「
yr

1
 

.S 

屯

咲

．．．
 沢

・
1

¥
3
[
 

V
-

／
 

，
 ．、

[
'
 

ァL rよ

．．
 

．
 

9

．尋’
 

7
‘.i ¢

t
 

}
J
 

3
 

図版22 木製品
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図版25 石斧 (I群）
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図版27 石斧 (I群）
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図版29 石斧 (II群）
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図版31 石斧 (II群・ III群）
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図版32 石斧 (III群・不明）
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図版37 石斧様刃器 (II群）
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図版38 鼓打器 (A類.B類）
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図版42 砥石
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図版43 球状石器・＜ぽみ石・石錘・磨製石鋭
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図版45 チャー ト製品
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図版47 第 2群土器（条痕文土器）
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図版50 第 2群土器（室川下層式土器）
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図版52 第 2群土器（その他の土器）
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- 264 -



ぷぷ応¥¥,A .ヽ,<,
.. .ヽ . ・・・・-~

I 

‘‘‘ 
ヽ・,、＼ 

“‘ 
ヽ

、、< •. ~·~ ・“．、... 

い

••
C,
9
よ

し

，

ヽ

ヽ
ん
、
‘,‘
ヽ

;"f

‘ヽ

，｝

＂ 

｀ヽ

• 

＼

ヽ
9̀‘
しヽ
・
・

r‘
 r

、

、

．

、、
,-

9
、

・
‘

‘s 

t
 

f

,

．r
 

り

t̀
 

、
．

，．
 

ベ
＼

5

¥

＼

 ~
^ 

｀
 

、、、`ゞ
ヽ

＼

、

、

L

,

し
4

‘ 、ヽベ

'.... ,¥ ¥ヽヽヽ
¥¥¥¥¥,¥¥ 

.... "'、ヽ＼＼＼ヽ ,ヽ.
今 •

、富'r¥ヽヽ‘;,;:か;._,,
.、.;,,"'="

図版56 第 3群土器 （爪形文 1類）
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図版57 第 3群土器（爪形文 1類）
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図版58 第 3群土器 （爪形文 11類 a)
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図版59 第 3群土器 （爪形文 n類 b)
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図版60 第 3群土器（爪形文 n類 b)
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図版61 第 3群土器 （爪形文 m類 a)
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図版62 第 3群土器（爪形文 m類 a)
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図版64 第 3群土器（爪形文 II類 b)
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図版65 第 3群土器 （爪形文 m類）
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図叛66 第 3群土器 （爪形文 IV類）
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図版68 第 3群土器（沈線文）
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図版69 上ー第 3群土器 （爪形文 m類 a)' 下ー第 4群土器 （底部）
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